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    　お嬢様っていいよな。


    　品が良い。頭が良い。きっと庶民とは違う華やかな生活をしてるんだろうなって憧あこがれもある。そして何より容姿が良い。最高だ。


    　けどさ、だからってさ──、


    



    「みなさ～ん！　おはようございまーす！　今日もお綺き麗れいですねー！」「あれ～？　どうしてこっちを見向きもしないのかな～？　照れてるのかな～？　もしもーし！」「あ！　今あの子こっち見て笑った！　……気がする！」「どれ？　どの娘？」「あれあれ！　あの金髪の子！　ミスブロンド！」「あ～～～～お嬢様カワイイよ～ぅ」


    



    「こらこらこら、フェンスをよじ登るなってばお前ら！　うっかり電車止めちまったらコトだから！　……うはははは！　ストップストーップ！」


    　朝、線路沿いの通学路──線路を挟んだ反対側に、地元でも有名なお嬢様学校の通学用バス停がある。


    　連れの何人かが線路内に入りそうな勢いでそのバス停をガン見するので、俺おれはそれを引き止めた。


    「気持ちはわかるけどさ、あんなお上品なお嬢様方が俺達を相手にするわけないだろ」


    　そして軽口を叩くと、連れは熱っぽく言い返してくる。


    「ふっ、やれやれ。これだから一いつ茶さはバカなのだ」「フィァ！　エドの言う通りだ！　奇跡的に俺おれらに振り向いてくれるかもしれねーだろうが！　諦あきらめんな！　なぁフッティー!?」「…………」「んー、諦めずに奇跡を信じるマチョ村むらは美しい。ガッツのない一茶はブサイク」


    　ほんの軽口のつもりだったのに、こうまで言われてしまうとこちらも黙っていられない。


    「はー？　誰がガッツのないブサイクだって？　ちょっとバッグ持ってろガガ彦ひこ」


    　俺は連れにバッグを押し付け、線路のフェンスをよじ登り始めた。


    「な、何する気だ一茶」


    「素手で急行電車止めてやらぁ！　そんであのお澄まし顔のお嬢様全員振り向かせてやる！」


    「!?　ははははは！　ごめんごめん俺が悪かった！　お前はガッツの塊かたまりだ！　だからやめてー！　一茶がバラバラになったらさすがの俺らも引くからー！」


    　フェンスから引きずり降ろされた俺は、続けざまにクラウチングスタートの姿勢をとる。


    「……今度は何してんの一茶？」


    　俺は答える。


    「女の子ってさー、足速い男好きじゃん？　ただそれだけでモテんじゃん？　運動会じゃヒーローじゃん？　……電車より速く走ればお嬢様も俺らにほの字じゃね？」


    「…………」


    　俺の発案に、連れは顔を見合わせた。そして全員クラウチングスタートの姿勢をとり……、


    「「「「「シャオラァァアアアア！」」」」」


    　電車がやって来るのに合わせ、一斉に駆かけ出した。


    「どうだ!?　お嬢様はこっち見てるか!?」「……いや、もうバスに乗って行っちまった！」


    「「「「「走った意味ねー！」」」」」


    　とまぁこの日の朝も、それからずーっとその先も、俺たちはお嬢様を振り向かせることなんてできやしなかった。けれど──、


    



    　おおよそ一年後、高校生活も終盤になったころ、チャンスはふいに巡ってくる。

  


  
    　


    


    プロローグ　始まりはいつも悪ノリ


    



    　時は９月中ごろ。


    　場所は、野や猿えん峠とうげ男子高等学校──通称、〝猿さる男だん〟。


    　Ｆランクよりも下、全国でもぶっちぎり最低レベルの偏差値を誇るＧラン男子高校だ。


    　その日は全校朝礼のため、五百人強の猿男生が校庭に整列させられていた。


    「──教頭が言う？　教頭から言えば？」


    「いやいや校長から言えばいいじゃないですか。校長の手柄みたいなもんなんですから」


    「いいの？　じゃあ校長先生から言っちゃうよ？　ウッヒヒヒ」


    　私語厳禁の朝会において、やたら楽しげにひそひそ話をする二人組の姿がある。凄みと渋みの効いた顔立ちで、ラフに羽織った背広が伊だ達てな、五十そこそこのおっさん二人──校長と教頭だ。二人は上司と部下という間柄を越えて大の仲良しだ。毎週飲みに行ってるらしい。


    　やがて校長一人が朝礼台へ。キリッと表情を引き締め、マイクを摑つかんだ。


    『えー、お前ら、鈴すず之の院いん女子高等学校は知ってるな』


    　猿男生はどよめいた。校長の口から思いがけない学校名が出てきたからだ。


    　鈴之院女子高等学校。通称〝鈴すず女じよ〟。全国でもトップレベルの偏差値を誇り、良家の子女も多数通う超お嬢様学校だ。


    　猿男とは同じ地域にある近隣校ということになっているが、所在地は線路で隔へだてられているし、学力的にも精神的にも生態的にも全く近しくない。猿男生からしたら鈴女生は一生交わることのない雲の上の存在、手の届かない高たか嶺ねの花として認識されている。


    



    『お前ら、鈴女は好きか』


    



    　おもむろに、校長が問いかけてくる。


    　お、おう。そりゃまあ、な──猿男生は戸惑いながらも各おの々おの頷うなずいた。


    



    『はっきり言え！　鈴女と仲良くなりたいか！』


    



    　煮え切らない猿男生の態度に、校長はマイクスタンドを摑んで激する。


    　おう！　なれるもんならな！　──猿男生は口々に声を上げた。すると、


    



    『うんうん。そうだろうそうだろう。きっとそうだろうと思ってな、校長先生、頑張っちゃいました。頑張った結果！　なんと！　今年の文化祭──！』


    



    　ためる校長。


    　固かた唾ずを呑のむ猿さる男だん生せい。


    　……え？　うそ、マジで？　まさか!?


    



    『鈴すず女じよと合同でやることが決まったぞオラ─────！』


    



    「「「「「「「「「「うおおおおおおおおおおおお！　マジでかぁぁぁぁ!?」」」」」」」」」」


    



    　五百人強の野太い大歓声が爆発した。


    『マジだ！　すげーだろ！　正直自分自身驚いてる！』


    　狂きよう喜き乱らん舞ぶする猿男生。合同で文化祭をやるということは、鈴女生と密接に交流できるということだ。あの鈴女生とキャッキャウフフできるということだ。あわよくば鈴女生と付き合えるということだ！


    　夢と希望に満ちあふれた甘い甘い妄もう想そうを一瞬にして膨ふくれ上がらせた猿男生は、前後左右の友人らと固い握手や抱ほう擁ようを交わし、肩を組んで快かい哉さいを叫び、なかには「俺おれ、生きてて良かった……」と男泣きしだす者や、はては「やったよ母ちゃん！　俺ついにあの鈴女生とお近づきになれる！」と親に電話しだす者まで。


    『今年の文化祭の共催相手を探してるっていうからよぉ、ダメ元ってかほとんど教頭との悪ノリで立候補したら本当に選ばれちゃってな！　雨が降ろうと槍やりが降ろうと今月末に鈴女の校舎で強きよう行こうするってことで一つ決まったから！　お前ら校長先生と教頭に感謝しろよ！』


    　うおー！　校長ー！　教頭ー！　あんたら漢おとこだー！　──校長と教頭への惜しみない歓声と拍手で沸わき立つ校庭。しかしただ一人、花はな島じま一いつ茶さだけは、そのお祭り騒ぎに乗り遅れていた。


    　それはこの合同文化祭の知らせにいくつかの気がかりを覚えたから。


    　たとえば、鈴女は例年鳳ほう城じよう学園という全国トップクラスの超絶エリート男子校との合同文化祭を伝統としてきたはず。なのに急にどうしたの？　とか。よりによって超絶バカ高校と悪あく名めい高い猿男うちを、なぜ共催相手に選んだの？　とか。ほかにもいろいろ……。


    「すげー！　やべー！　鈴女と文化祭とかテンション上がるわー！　──おい一茶！　お前嬉うれしくないのかよ！　高校最後の文化祭でとんでもないサプライズが起きたってのによ！」


    　しかしクラスメイトがのしかかってきて、一茶ははっと我に返る。


    　言われてみればそうだった。自分たちは高校三年生──これが高校生活最後の文化祭だ。


    　一茶は今しがた覚えた気がかりなど頭の隅に追いやって、クラスメイトに頰ほおを差し出した。


    「……いや、夢みたいな話だからいまだに信じられなくて。ちょっとつねってくれ！」


    「オラァァァァ握あく撃げきぃぃぃぃ！」


    「イダダダダ！　痛い！　つまりこれは……夢じゃない！　おっしゃー！　鈴すず女じよと文化祭だー！　イヤッフー！　──おいお前ら！　この功績を称たたえて校長と教頭を胴上げ……いや、ダイブだ！　二人を受け止めろ！」


    　一いつ茶さはテンションをぶち上げて、猿さる男だん生せいたちを扇せん動どう。


    　猿男生たちもヨッシャと朝礼台の前に押し寄せた。


    「教頭！　ダイブだってダイブ！　あの、ロックンロールのライブとかで見るやつ！」


    「うわ！　あれ一回やってみたかった！　一緒に飛びましょうよ校長！」


    「「せ～の、よっしゃらぁぁあああ！」」


    　校長と教頭はノリよく猿男生の大海原にダイブして、猿男生の頭上を流されていた。


    　そうして朝礼台の前で揉もみくちゃになりながら、一茶はつくづく思う。


    　最後の文化祭も、こいつらと目いっぱいにバカやって楽しみたいなと。


    　そのためにも、自分の手で文化祭を盛り上げたいなと。


    



    



    　そんな思いを胸に、朝礼後のＨＲホームルーム中にも一茶は黙々と考える。


    　どうすればこの文化祭を盛り上げられるだろうか。鈴女というスペシャル要素だけでもこの盛り上がりだが、かといって鈴女生と出店をやるだけじゃつまらない。


    「──一茶がいいんじゃね？」「まぁうちのクラスじゃそれ以外ないよな」「一茶だろ」「一組は絶対エドだろうし、尻しりぬぐい要員としても一茶は外せない」「うん、一茶だ」


    　ふと気づくと、クラス中の視線が一茶に注がれ、話題の中心になっていた。


    「ん？　悪い、聞いてなかった。何の話？」


    「文化祭実行委員。クラスから一人選べってよ」


    「ああ、そういう話ね。ほかに誰もやらないならやってもいいけど、やりたいやついないの？　文化祭実行委員は立場上積極的に鈴女生と絡めるぞ」


    　一茶がクラスを見回すと、全員が白しら々じらしく視線を逸そらした。


    「い、いや、俺おれたちはその、あの……」「リーダーとか向いてないし！」「そうそれ！」「いやーリーダーの資質がないんじゃなー。鈴女生とはからみたかったけど残念だなー」


    「リーダー云うん々ぬんじゃなくて、鈴女生との初接触を俺に押し付けたいだけだろ。シャイか！」


    　とはいえ文化祭を盛り上げたいと思っていた一茶にとって、それはおあつらえ向きのご指名だった。


    「じゃあ俺がやるわ」


    「「「「「「「「「「サンキューメーン」」」」」」」」」」


    　一茶は文化祭実行委員として教壇に立つ。そして早速クラスメイトに聞いてみた。


    「お前らに質問～。鈴女との文化祭でさ、『猿男生がこんなことしたら面白い！』みたいなアイディアあったら欲しいんだけど、なんかない？　たとえばベタだけど、バンドとか」


    「俺おれがボーカルやってやろうか!?」


    「ノーサンキュー。ほかには～……演劇とか？」


    「俺が大道具やってやろうか!?」


    「わかる！　ぶっちゃけ演者よりも大道具とかのほうが惹ひかれるものがあるよな！　──ってそうじゃなくて面白いことだよ面白いこと！　……告白イベントとかはどうだ!?」


    「好きな人への告白をそんな面白半分でしちゃアカン！」


    「普段下ネタばっか言ってるくせに変なとこでピュアな！　……じゃあもうわかった。殺人事件起こす」


    「「「「「「「「「「学園ミステリ!?」」」」」」」」」」


    　ダメだ。なかなか思いつかない。


    「けど実際殺人事件とか起きたらワクワクしね？」「するかー？　……するなぁ。確かにワクワクするな！」「じゃんけんで被害者役と犯人役と高校生探偵役決めようぜ！」「せやかて工く藤どう、殺人事件はやり過ぎや。文化祭そのものが中止になるで」「せやな工藤、じゃあ暴行事件レベルに抑えとく？」「それでも中止になんじゃね？」「じゃあ集団食中毒事件にしとくか」「全然ワクワクしねー！　ってかそれこそ中止だし！」


    　好き勝手雑談を始めるクラスメイト。


    　なにかないだろうか、面白いことは。


    「事件とかいいよ。それより普通に鈴すず女じよのミスコンが楽しみじゃね？」「楽しみ！　あそこマジでレベル高いうえに毎年すげー気合い入ってるらしいな」「ザ・お嬢様なお固い校風だけど、ミスコンだけは無ぶ礼れい講こうで水着審査とかもあるらしいぞ」「うおーたまんねー。お嬢様のあられもない姿たまんねー」「お嬢様すぎて無駄毛の処理とか甘かったりしてな」「……お前ちょっと表出ろ。ミスコンのイメージを穢けがした罪は万ばん死しに値する」「おうみんなやっちまおうぜ」「っていうかもう誰かミスコン出ろよ」


    



    　──誰かミスコン出ろよ。


    



    　その一言に、一いつ茶さはいい意味で打ちのめされたような気さえした。さすがだわと脱帽した。こういうアイディア出しをさせたら猿さる男だん生せいにはかなわないと、つくづく思う。


    　一茶は手近にいたクラスメイトに耳打ちし、そそのかす。


    　すると意を汲くんだクラスメイトが勢いよく手を挙げた。


    「じゃあ俺がミスコンに出るよ！」


    　そうそれは、お約束のあれ。


    「──いやいやお前には任せられねえ。俺が出るよ」「馬ば鹿か言うな俺のほうが女っぽいぞ。俺が出る」「別に俺おれが出てもいいけど？」「お前が出るくらいなら俺が出るっての」「いや俺が出るよ」「いや俺が」「いや俺が」「いや俺が」……


    　みな我先にとミスコン出場への名乗りを上げて揉もめ出す。


    　そしてクラスメイト全員が手を挙げきったのを見届けて、一いつ茶さが最後に手を挙げた。


    



    「じゃあ俺が出るよ」


    「「「「「「「「「「どうぞどうぞどうぞ」」」」」」」」」」


    



    　一茶も一緒になって笑い、そしてさらっと宣言した。


    「うははは。じゃあそういうわけで俺ミスコンに出るから、お前ら応援よろしく！」


    「!?」


    　いつものノリの、ほんの冗談だと思っていたクラスメイトはみな耳を疑った。


    「え!?　マジで!?」「一茶本気!?」「ネタじゃなかったのか!?」


    「……あ！」


    「!?」「なんだ!?　どうした一茶!?」「やっぱやめるってか？」


    「いや、生理きた」


    「!?　女だ！　一茶のやつもう女になりきってる！　漢おとこだ！」「本気で出る気だぞこいつ！」


    　ざわめく教室。なかなかの好反応で、今もうすでに一茶は楽しい。これならきっとミスコン本番は、もっともっと楽しいことになるだろう。楽しんでもらえるだろう。盛り上がることだろう──。


    　漢・花はな島じま一茶のミスコン出場は、こんな悪ノリから始まった。

  


  
    　


    


    第一章　ＧランＤＫ・ミーツ・ＳランＪＫ


    



    　朝礼があった日の放課後、文化祭実行委員は鈴すず女じよへ行って初会合をしてこいと教師からのお達しがあった。一いつ茶さは身支度をすませて猿さる男だんの校門前へ急ぐ。そこにはすでに各学年、各クラスから一人ずつ選出された文化祭実行委員がいた。


    「遅いぞ一茶！」


    　その中の一人、生き真ま面じ目めそうな猿男生が眼鏡めがねを押し上げながら一茶を叱しかりつける。


    　いかにもインテリといった風ふう貌ぼう、立ち振る舞いをするこの猿男生は、エドというアダ名で親しまれる名物男。三年一組の生徒で、一茶の親友だ。


    「おーエド、悪い悪い。ちょっとガガ彦ひこに服借りて着替えてたら遅れちった」


    　着替え、というのは女装のこと。一茶は早くも女装していた。化粧もせず、スネ毛も剃そらず、ただウィッグとセーラー服で着飾っただけの急ごしらえで、ひと目で男とわかるお粗末さ。しかしもとが悪ふざけなのでそれで問題なし。鈴女で笑いの一つでも取れればいいのだ。


    　するとエドは一茶の格好に慌あわてふためいた。


    「！　すまん！　俺おれとしたことがつい失念していた！　すぐに俺も女性服に着替えてくる！」


    「うはは。なんでだよ。エドもミスコン出たいとか？」


    「……ミスコン？　鈴女は女子校だから、女性の格好をしないと入れないとかそういうことではないのか？」


    「そんなドレスコードあるわきゃないぜ」


    「……ふっ。なるほどわかったぞ。聞け、俺の名推理！　女装することで鈴女生の警戒心を解こうと──」


    「違う。そんな赤ずきんの狼おおかみみたいな真ま似ねしない」


    「やれやれ。ではあれか。女に飢えすぎていっそ女になってしまおうと──」


    「全然違う。そんな悲しい自じ給きゆう自じ足そく嫌だ」


    「ならばほかに何がある!?」


    「ネタ切れ早いな！　いやだから最初にミスコンって言ったじゃん俺！」


    「ミスコンだと～？　……もう少しヒントをくれ！」


    「まだわかんないの!?　ヒントも何もそれが答えだよ！」


    　さすが、インテリを装よそおっているがバカ揃ぞろいの猿男の中でもナンバーワンのバカと評されるエドだ。察しの悪さが尋じん常じようではない。


    　一茶がミスコン出場について説明すると、エドはようやく理解したようで気を取り直す。


    「ふっ、なんだそういうことか。説明されるまでもなかったな」


    　ぬけぬけとよく言うが、こんなのはいつものことなので一茶もいちいち追及しない。


    「やれやれ。ミスコンに出場とは相変わらずお前はバカだな。やはりこの俺おれが文化祭実行委員長となり、みなを引っ張らねばならんようだ」


    　エドはインテリを自称しているだけあって、こういうのを仕切るのが大好きだ。また、そうした挙げ句大失敗して周りからブーイングを受けるまでがエドという男の様式美だ。


    　今回も期待している。


    「フィ───ァ！」


    　一いつ茶さがエドと話していると、唐とう突とつに背後からヘッドロックを仕掛けてくるやつがいる。


    「うははは！　いだだだ！　ギブギブギブ！」


    　頭を締しめ上げる太い腕にタップして、一茶は全然痛くないヘッドロックから脱出。そして振り返るとそこには、筋肉モリモリの強こわ面もて巨漢──マチョ村むらという猿さる男だん生せいがいた。


    「よお。二組の文化祭実行委員はお前か」


    「フィーハッハッハ！　そうとも。クラスの反対を押し切って、腕尽くで実行委員の座を奪い取ってやったぜ！　フィァ！」


    　マチョ村はプロレス同好会に所属するヒールレスラーだ。ちなみに「フィア！」というのはマチョ村の口くち癖ぐせ的掛け声で、さかなクンでいう「ギョギョ！」に当たる。


    「フィァ！　いいか！　俺は他の誰とも慣れ合うつもりはねぇ！　ましてや女と祭りだぁ？　冗談じゃねぇ！　こいつは俺らＹＴＤ（野や猿えん峠とうげ男子）とＳＩＪ（鈴すず之の院いん女子）、二つの団体の存そん亡ぼうをかけた抗争だ！　いいか見てろ！　握手と見せかけた騙だまし打ちで数秒でリングに沈めてやる！　フィ────ァ！」


    　凶悪な笑みを浮かべてそう吼えるマチョ村は、傍はたから見るとかなり怖い。


    　しかし一茶はマチョ村の本性を知っているので、気さくに話しかける。その鋼鉄の腹にパンチすら打ち込みながら。


    「お、さすがヒール。けどお前そんな喧けん嘩か腰じゃあ鈴すず女じよ生せいに嫌われちゃうぜ？」


    「フィァ！　上等だ！　俺はヒールだぞ!?　黄色い歓声や投げキッスよりもブーイングされてニヤけちまうのさ！　フィーッハッハ！」


    「よーしその言葉忘れんなよ。絶対鈴女生に喧嘩売れよな」


    　マチョ村とそんな会話をしていると、最後の一人がやって来た。


    　背は低く、体格も華きや奢しや。小中学生にも見間違われる猿男生、三年四組のフッティーだ。


    「おー、四組の文化祭実行委員はフッティーか。意外だな」


    「…………」


    「元気？」


    「…………」


    　無言で親指を立てるフッティー。フッティーは基本喋しやべらないのでこれが平常運転だ。


    　エド、マチョ村、フッティー、そして一茶。三年の文化祭実行委員はこれで全員。一、二年の文化祭実行委員も揃そろっていることを確認し、エドが言う。


    「ふっ、では出発前に円陣を組むぞ」


    　文化祭実行委員総勢十二名で円陣を組む。


    「我々はこれから鈴すず女じよへ乗り込むことになる。本当は一人ひとり抱負を述べてもらいところだが、時間がないから俺おれが、みなの気持ちを代弁しようと思う。鈴女との合同文化祭に対し、我々が共通して抱いだいている熱い思いといえばこれのはずだ。『あわよくば童どう貞てい捨てたい』！」


    　いきなりド本ほん音ね。


    「「「「「「「「「「「あわよくば童貞捨てたい！」」」」」」」」」」」


    　もちろん寡か黙もくなフッティー以外は全員復唱だ。


    「何とか彼女をつくりたい！」


    「「「「「「「「「「「何とか彼女をつくりたい！」」」」」」」」」」」


    「せめてちょっとでも触れたい！」


    「「「「「「「「「「「せめてちょっとでも触れたい！」」」」」」」」」」」


    「素敵！　頭いいんですね！　──って言われたい！」


    「…………」


    　インテリ扱いされたがりのエドの個人的な願望にはさすがに誰も同調しない。


    「……とにかく楽しみたい！」


    「「「「「「「「「「「とにかく楽しみたい！」」」」」」」」」」」


    「モンキぃ～～～～～ファイヤ──────！」


    「「「「「「「「「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」」」」」」」」」


    　学年を超えて結束を固めた十二名の猿さる男だん生せいは、エドを先頭に鈴女へ出陣した。


    



    



    　猿男から鈴女まではやや距離があるため、一いつ茶さたちはバスに乗り込み、勾こう配ばいを登っていく。


    「うお！　めっちゃいい景け色しき！　町が一望できるのな！　あれ駅じゃね!?」「見ろ一茶！　あれは猿男の校舎ではないか？　おーいみなの者！　俺が見えるかー!?」「フィーッハッハ！　痩やせっぽちのエドなんて向こうから見えるわけないだろ！　ＹＴＤ！　俺はここだ！　この筋肉が見えるかー！」「……いや二人とも、あれ猿男じゃないから。方角的に全然違うから」


    　車窓にへばりつき、風景を楽しむ一茶たち。


    「おいエド、お前なに降車ボタンに指添えてスタンバってんだよ」「ふっ、やれやれ。こういうのはリーダーたる俺の仕事だろう」「はー？　俺も押してーんだけど？」「フィァー！　普段バス通じゃない俺に押させろー！」「…………」


    　そして誰が乗り降りのボタンを押すかで言い争っていたら、


    　──ピンポ～ン。


    　フッティーに押されてしまい、あっという間に目的地に着いた。


    



    



    　気品に溢あふれた門構え。整然と敷き詰められた石畳。その先に聳そびえるシャレオツな外観の校舎。生徒数だけを見れば猿さる男だんと同規模のはずなのに、その広々とした佇たたずまいは同じ教育機関とは思えない。


    〝高学歴〟と〝お嬢様〟の絶対的象徴たる鈴すず之の院いん女子高等学校──猿男生たちは、ついにその憧あこがれの前に並び立った。


    



    「「「「「「「「「「キタ──────！」」」」」」」」」」


    



    　興奮のままに雄お叫たけびを上げる猿男生。


    「フィァ！　かかって来いオラァ！　ぶっ潰つぶす！」となぜか校舎に向かって挑ちよう発はつするマチョ村むら。


    　校門を見上げ、そのあまりの大きさに口をぽかんと開けているフッティー。


    　そしてキャッキャッと浮かれている一、二年の後輩たち。


    「ふっ、やれやれ。たかだか鈴女の校門前に来たくらいではしゃぐな。みっともない。しかしまぁなんだ。記念撮影くらいはしてもいいかもな！　猿男の連中にも送ってやろう！　そうと決まればさぁ撮れ一いつ茶さ！　……えーい何をモタモタしている一茶！　カメラの用意だ！　早くしろっ！　間に合わなくなってもしらんぞ────！」


    　それぞれが思い思いの興奮ぶりを見せるなか、一番はしゃいでいるのはエド。


    「うははは、そうだな。記念撮影はできるときにしとかないとな。はい、チーズ」


    　一茶はマチョ村とフッティーも校門の前に立たせ、ケータイで写真を撮ってやった。


    　そしてツイッターにその写真を添えて『鈴すず女じよなう』とつぶやいたところ、フォロワーの猿男生ほぼ全員から速攻でふぁぼられた。


    　せっかくだからと後輩たちも入り乱れて記念撮影をしていたら、遠慮がちに声をかけられた。


    「あ、あの、野や猿えん峠とうげ男子高等学校の文化祭実行委員の御一行様……ですよね？」


    「!?」


    　興奮のしすぎで周りが見えなくなっていた一茶たちは、はっと我に返る。


    　校門の内側から二人の鈴女生が、戸惑いの目でこちらを見ていた。


    「…………」


    　ちょうど一茶たちは、記念撮影のために人間ピラミッドをつくろうとしていたところだった。


    　四つん這ばいで積み上げられた男子高校生のケツの山。一茶に至ってはスカートなので中身も丸見えだ。だから手で恥じらい深くスカートを押さえたら、一瞬鈴女生に「なにこいつ」みたいなすっごい顔をされた。


    　ＯＫ。ドン引きされてナンボだこっちは。


    　猿さる男だん生せいと鈴すず女じよ生せいとの初交流は、そうして始まった。


    



    



    　声をかけてきた二人は鈴女側の文化祭実行委員で、わざわざ猿男生を出迎えに来てくれたそうだ。


    　どちらの子も上品な雰ふん囲い気きで、顔立ちも可愛らしい。見るからにザ・お嬢様だ。


    　敷地内には当然鈴女生があちこちにいて、こちらを見ては何やら耳打ちし合ったりクスクス笑ったりしている。男子高校生が自分たちの学校にいる光景が物珍しいのだろう。


    　そんな、鈴女生の興味津しん々しんといった視線に晒さらされた猿男生は、目に見えて緊張していた。


    　バスの中で「せーので全員一緒に鈴女の敷地に飛び込もうぜ！」とか話していたのに、結局全員照れてしまって実現できなかった。


    「おいマチョ村むら、こんなときこそヒールレスラーの出番だろ。今もすれ違いざまに笑われてたぞ。いつもみたいに威い嚇かくしろよ！　俺おれたちに勇気を与えてくれ！」


    　助けを求めた一いつ茶さがマチョ村に発はつ破ぱをかけるが、


    「フィァ？　今誰かとすれ違ったか？　全然気がつかなかったぜ」


    　マチョ村は白しら々じらしくすっとぼけた。早さつ速そくマチョ村の本性が露呈しはじめた。


    　そして来客用の昇降口に辿たどり着き、ついに猿男生は鈴女の校舎内へ。


    「「「「「「「「「「「お～～～……」」」」」」」」」」」


    　猿男生の間で感嘆のどよめきが起こる。


    　内装も綺き麗れいなものだが、何よりも驚いたのはその匂においだった。


    「やべえ！　めっちゃいい匂いしね!?」


    　香水か、シャンプーか、はたまたこれが女によ体たいの香りなのか、ともかく校舎内はやたらと甘い匂いで充満しており、


    「「「「「「「「「「「「ス────…………ハ─────…………」」」」」」」」」」」」


    　猿男生は森林浴ばりに深呼吸を繰り返した。空気を摑つかんで体に塗りこんでるやつまでいる。


    　この感動を伝えてやろうと一茶がツイッターで『いい匂いなう』とつぶやくと、『その匂い送れ！』『写メに撮って！』と猿男生から大量のリプが飛んできた。


    「うはは、スマホにそんな機能はねえから」と一茶が笑っているとエドが言う。


    「ふっ。やれやれ。相変わらずバカだな一茶。……帰りにバッグに詰めていけばよかろう」


    「バッグに匂いを!?　う～んどうだろ！　いけるかなそれ!?」


    「フィァ！　ジッパー式のビニール袋なら俺持ってるぞ!?」


    「!?　すげえ！　でかしたマチョ村！　よくそんなの持ってたな！　主婦かよ！」


    「に、賑にぎやかですねみなさん。──こちらの教室になります」


    　鈴すず女じよ生せいの笑え顔がおを引きつらせながら通されたのは、とある教室。


    　中にはすでに鈴女の文化祭実行委員が揃そろっていて、猿さる男だん生せいの入室に合わせて一斉に起立したかと思うと、


    「ようこそ」「ようこそお越しくださいました」「ようこそ」


    　口々に歓迎を述べて礼を尽くしてくれるのだった。さすがお嬢様。見事な礼儀作法だ。


    「お、お、……面おもてを上げい！」


    　エドがテンパるのも無理はない。


    「ぶふっ、エド、何かそれ違う。『お招きくださいましてありがとうございます』とか言っとけ」


    「……マネキン？」


    「いや、ごめん。何でもない」


    　鈴女生は猿男のような底辺バカ校の生徒に対しても高圧的な雰ふん囲い気きは微み塵じんも見せず、品の良い微笑ほほえみを湛たたえている。


    　さすがに女装した一いつ茶さが入室した瞬間は、表情を強こわばらせる者も何人かいたが、しかし相手もさるもので、すぐさま困惑の表情を潜ひそませた。


    　いわば鈴女と猿男なんてのは本来なら交わることのない水と油。加えて一茶はこの文化祭に対して「何か裏があるのでは……？」という警戒心も密ひそかに抱いだいていた。だから合同文化祭なんて本当にやれるのかと心配していたのだが……この友好ムードを見る限りでは、鈴女生とも仲良くやれそうだ。


    「それでは皆様お揃いのようですので、これより初会合を始めさせて頂きます」


    　そうして鈴女生の司会進行のもと、いよいよ初会合が始まった。


    　きっと楽しい文化祭になるだろう。いや、この俺おれの手でしてみせるぜ！　──一茶がそんな甘い考えでいられたのも、手放しではしゃいでいられたのも、このときまでだった。


    



    



    　結論から言ってしまうと、鈴女生は猿男生と協力するつもりなどサラサラないようだった。


    　それはもう会合の初しよっ端ぱなの挨あい拶さつに集約されていた。


    「このたび野や猿えん峠とうげ男子のみな様と合同で文化祭を開催できますこと、心より嬉うれしく思っております。文化祭の共催につきまして、私ども鈴すず之の院いん女子には過去培つちかってきたノウハウがあります。よって僭せん越えつながら、私どもが野猿峠のみな様を率そつ先せんしてリードして参りますので、お力添えのほどをよろしく願えましたらと思います」


    　体ていよく言ってはいるが、嚙かみ砕けばそれは「主導権は鈴女が握る」と宣言しているようなもの。しかし幸か不幸か猿男側でその意味に気づいている人間は一茶しかおらず、エドなんかは「それは頼もしい！」と素直に目を輝かがやかせていた。


    「差し当たって文化祭実行委員長は私めにお任せ頂きたいのですがよろしいでしょうか？」


    「わたしは一向にかまわんッッ」


    　即答するエド海かい王おう。ここに来るまでは自分が委員長をやると息巻いていたのに、その座をあっさり譲ゆずった挙句、委員長から副委員長に指名されてちょっと誇らしげにすらしている。


    　そして肝かん心じんの会合も、鈴すず女じよから猿さる男だんへの上じよう意い下か達たつの場だったと言っても過言ではない。


    「スローガンは、『鈴の園史の新たな１ページ』という案が私たちの間で出ているのですが、それでいいですか？」


    「わたしは一向にかまわんッッ」


    （え？　構わんの？　鈴女が前に出すぎなスローガンとは思わない？　ねえ）


    「副委員長には文化祭当日、ゴミ拾いをお願いしたいのです。上の人間が率そつ先せんしてゴミ拾いを行おこなうことで一般の生徒や来場者にポイ捨て禁止や分ぶん別べつの意識を促うながしたいのです」


    「わたしは一向にかまわんッッ」


    （……エド、お前絶対、後悔するよ？）


    　矢継ぎ早に議題があがり、猿男生が意見や提案をする余地も暇も与えられず、あれよという間に文化祭のスローガンもパンフレットのデザインも、文化祭実行委員会内での仕事の割り振りもすべて決められてしまった。


    「すごいな……！　素晴らしい手際の良さだ……！」


    　エドを筆頭に後輩の一、二年までもが感心したようにそんなことを囁ささやき合っていたが……多分違う。自分たちは今、手た綱づなを握られているだけだ。


    「──続きまして、ミス・コンテストについてです」


    　そしてついに、議題はミス・コンテストへ。


    「こちらはわが校における伝統であるのみならず、内外からの注目も高い、いわば名物的な催し物です。また内容が内容だけに企画運営は男性よりも女性のほうが適していると思われますので、私どもで企画運営チームをつくり、そのチームを中心に準備を進め、猿男生の方々にはステージの設営などの分野でご協力頂くということでよろしいでしょうか」


    「わたしはいっこ──」


    「あ、すんません。ミスコンについてちょっといいですか」


    　エドの承諾を遮さえぎって、一いつ茶さは初めて手を挙げた。


    「え……あ、はい、どうぞ。何かミスコンについてご意見でもおありでしょうか」


    「いや、ミスコンの企画運営はそっちに任せるっす。そうじゃなくて、私のこともミスコンの出場者としてエントリーしておいてください。三年三組の花はな島じま一茶です。よろしく」


    　さらっと、かつ真顔で、一茶は言った。


    「──……え？」


    　ポカーンとし、やがて動揺を見せる鈴女生。


    　笑え顔がおが素敵な委員長も、このときばかりは頰ほおを引きつらせていた。


    「え、えぇと、失礼ですが確認させてください」


    「あ、はい、大丈夫です。私、出るって言ったらちゃんと出るんで。直前にビビって逃亡とかしないんで。行くって決めたらとことん行くんで！　夜・露・死・苦！」


    「いえそういった心配をしているわけではなくてですね……花はな島じまさんは、男性ですよね？」


    　当然の質問。そして、されるであろうことを想定していた質問。一いつ茶さは堂々と答えた。


    「心は女なんです。──恋バナとかまぢちょぉ好きぃ♪」


    「…………」


    　真顔、あるいは怪け訝げんな顔で固まる委員長以下鈴すず女じよ生せい。一茶としては笑ってほしかったのだが、鈴女生はくすりとも笑わない。ならばとダメ押し。


    「帰りにみんなでプリ撮ろぉ～？」


    「…………」


    　やっぱり笑ってもらえなかった。


    「え、えーと、私も恋愛の話やプリクラは好きですが、だからといってそれは女性性の証明にはなりませんし、そもそも心が女性だからといって──」


    　委員長は苦笑いしながら異いを唱となえてくる。


    　さすがはお嬢様というか何というか……たとえば猿さる男だんにミスターコンテストがあったとして、そこに鈴女生が出場したいと言ってきたら、猿男うちなら即ＯＫなんだけど……。ノリの違いを痛感しつつ、まぁ仕方ないかと一茶は攻め方を変えた。


    「……では女性の定義とは何なのでしょうか」


    「え？　それはもちろん、体の──」


    「なるほど確かにおっしゃるとおり、俗にいう女性とは身体的性差による区分が重視されがちです。が、しかし、性というものにより深い理解を持つのならば、社会的性差や対象の性差──いわゆるジェンダーというものも考慮に入れて定義付けるべきなのではないでしょうか」


    　一茶はその口く調ちようと態度を、理知的に、冷静沈着に、別人のように豹ひよう変へんさせた。その豹変っぷりに委員長が面食らっているのを見て、さらに畳みかける。


    「身体的差異による二元論のみで性を語るなどあまりにも前時代的。よもや鈴すず之の院いん女子の生徒がそんな視し野や狭きよう窄さく的な考え方であるはずがありますまい。この場においてそのような前時代的前提に基づいて議論を進めるなど不毛と言わずしてなんとしましょう。ああ嘆かわしい！」


    「一茶が急にお経を……!?」


    　エドからしたらもはやお経に聞こえるらしい。猿男生がキョドりだすほどの屁へ理り屈くつを並べ立てて、一茶は委員長以下鈴女生を怯ひるませた。猿男生がこれほどまでに一いつ家か言げんありげな……もとい、相手にするのがめんどくさ～い演説を打てるとは夢にも思わなかっただろう。


    「以上の理由により、まずミスコンへの出場資格をはっきりと定義させることからすべてを始め、そのうえで私に出場の権利が与えられうるかどうかの議論に移りたく──」


    「わ、わかりましたわかりました！」


    　過熱する一いつ茶さの弁を、委員長は慌あわてて遮さえぎった。そして周囲の鈴すず女じよ生せいとゴニョゴニョと相談した結果、


    「……出場を許可します」


    　一茶は自みずからの希望を押し通し、ミスコンへの出場権を獲得してのけたのだった。


    「あざーす！」


    



    



    　会合は一時間ほどですみ、早々に解放された。


    　猿さる男だんに帰ったら各おの々おのクラスで出し物の企画案をまとめておいてくださいと言われたが、この様子だと企画案をまとめたところで却きやつ下かされそうな気がしてならない。


    　たかだかミスコンへの参加ですら渋られたというのに、牛乳を口に含んでの『絶対に笑ってはいけない教室』とかはやらしてもらえるのだろうか。全校生徒参加の紙風船ちゃんばらバトルロワイヤルはどうだろう。去年単独でやった猿男の文化祭ではそういうことをしていたのだが……猿男側の企画案に苦笑いする鈴女生が目に浮かぶ。


    　つまるところ一茶はこう危き惧ぐしていた。


    　この文化祭、下へ手たしたら猿男の持ち味が殺されるんではないかと……。


    「おい一茶」


    　一茶が何となくモヤッとした気分でいると、ふいにエドに肩を引かれた。


    　エドは責めるような目をしているので、言わんとしていることは何となく察しがついた。


    「さっきのあの、その──お経みたいなあれ！　ああいうのはやめろ！　俺おれとキャラがかぶるだろう！　ああいうことを言うのはインテリである俺の役割だ」


    　やっぱりそれかと、一茶は苦笑いする。エドは一茶がちょっと難しい単語や言い回しでもって論理を展開すると、それをやめさせようとしてくる。自身が猿男で唯ゆい一いつのインテリキャラでありたいらしく、一茶がそういう喋しやべり方をするとキャラがかぶるというのだ。


    「フィァ。かぶってねーぞ」


    「か、被っている！　脳筋のレスラーにはわかるまいが！　……それに一茶、ああいう一面が出る時のお前は大抵不機嫌で、昔のお前を思い出す。だからやめろ」


    　キッパリと言うエド。一茶はハッとさせられた。エドは時たま、ふいに鋭するどいことを言う。


    「……ああ、そうだな。悪い」


    　思い当たる節がある一茶は、素直にエドに謝った。


    「フィァ？　一茶、不機嫌だったのか？　なんでだ？」


    「ふっ、やれやれ。そんなこともわからんのか。ほら、恋バナもプリクラもスベったから」


    　肝心のところは思いっきり間違っていたが……察しがいいのやら悪いのやら。


    「あれか！　フィーッハッハ！　一人抜け駆がけしてウケようとするからだ！　ザマァ！」


    　そしてマチョ村むらにはからかわれ、フッティーも小こ馬ば鹿かにしたように指差してくる。けれど決して悪い気はしていない。むしろ一いつ茶さは、つられて口元を綻ほころばせる。


    「狙ねらい通りにいかなかったからといって不機嫌になるなど、愚の骨頂だぞ一茶。笑っておけ笑っておけ」


    　あぁ、まったくもってその通り。高三だというのにまだ自分はエドたちに──猿さる男だん生せいたちにフォローされてばかりだなと、一茶は己の未熟さに苦笑う。


    　一茶はウィッグを脱いで、頭を搔かいて、再度かぶり、気を取り直した。


    「ところで向かって右端に座ってた子、めっちゃオッパイでかくなかった？」


    「！　やはりお前もそこに着目していたか！　あれはデカかったな！」


    「フィァ！　この俺おれの手をもってしても収まりきるかどうか！」


    「…………！」興奮気味にオッパイの大きさをジェスチャーするフッティー。


    「なー!?　あれはヤバかったよな！　机の上に乗ってたぜあれ。男で言ったら机に竿さおを乗っけてるようなもんだからな。会議中にそんなことするなんてとんだ淫いん乱らんだよあの子」


    　ご機嫌な馬鹿話に花を咲かせ、一茶は意識的に不機嫌を切り捨てて笑った。


    



    



    　帰る前にトイレに寄ろうということで、猿男生全員で鈴すず女じよの男子トイレへ向かった。


    　そこはまるで高速パーキングのトイレのようだった。猿男生全員が中に入ってもなお窮屈さを感じない広さだ。さすがはお金持ちのお嬢様学校。


    「フィーッハッハッハ！　せっかくだから置き土産みやげを残してってやるぜ！」


    　マチョ村は勇んで大きいほうに入っていった。


    「うはは、そんなところでヒールっぷりを発揮しなくていいから！　ちゃんと流せよ」


    　一茶はマチョ村をたしなめつつ小便器で用を足す。


    　その姿をエドや後輩に写真に撮られた。女装をしたままの用足しだからだ。


    　──ピ～ロリピ～ロリピロピロリ～♪


    「フィァ!?　なんだこのメロディーは！　ば、爆発する!?」


    　マチョ村が入っている個室からは、電子音のメロディーとヒールレスラーらしからぬ悲鳴が。


    「安心しろマチョ村。それはケツの炸さく裂れつ音おんを聞かせるほうと聞かされるほう、お互いの被害を最小限に抑えるクールジャパンな装置だ」


    「フィーァ、そんなものがあんのか。さすが鈴女だぜ。……ラララ～♪」


    　マチョ村が電子音に合わせて歌い出す。


    　ほかの猿男生たちも歌い出す。


    　悪ふざけのハーモニー──そのときだった。


    



    　──バッターン！


    



    　唐とう突とつに、砕けんばかりの勢いで蹴けり開けられた男子トイレの扉とびら。


    　本当に何かが爆発したのかと驚き、一いつ茶さたちは歌うのをやめて振り返る。


    　するとそこに立っていたのは一人の鈴すず女じよ生せい。顔はニット帽を目ま深ぶかにかぶっているためわからない。それだけでも不ふ穏おんだが、何よりも一茶たちをギョッとさせたのは、か細い手に握られている金属バット。


    　──ピ～ロリピ～ロリピロピロリ～♪


    「ラ～ラララ～ララララララ～♪」


    　いまだその闖ちん入にゆう者しやに気づかず、個室で歌っているマチョ村むらと電子音がひどく空そら々ぞらしい。


    「えええええ!?　ちょ、え!?　なに!?　ここ男子用トイレですけど!?」


    　一瞬止まった時を進めたのは、水道で手を洗おうとしていた一年。その一年は闖入者にヤバそうな雰ふん囲い気きを感じ取ったらしく、とっとと外へ出ようとした。


    



    　──ヒュッ……バキャ！


    



    　闖入者はその一年の首筋に、鋭するどいハイキックを叩たたき込んだ。


    「「「「「「「「「「ええええええええええええええええええ!?」」」」」」」」」」


    　騒然とする猿さる男だん生せい一同。


    「見えた！」「アホ！　タイツ穿はいてるだろあの女！」「チクショー！　ガードかてぇ～！」


    　闖入者のタイツに不服げな猿男生一同……。


    「──っていやいや違う！　そんなことを不満がってる場合か！」


    　ハイキックを喰くらった一年は脳のう震しん盪とうを起こしたらしく、膝ひざから崩れていく。


    　その間にもう闖入者は駆かけ出していた。


    「がは！」「おごぉ！」「ぐふ！」「ぎゃー！」「……！」「ごはぁ！」「どふっ!?」「おェ！」


    　不測の事態にまごつく猿男の一、二年生を、闖入者はバットで殴り、突き、そして蹴り……舞うような滑なめらかな動きで次々に沈めていく！


    「ええええええ!?　ちょ、マジでいったい何事!?」


    「ふっ、やれやれ。これだからお前たちは礼儀を知らん」


    　パニック状態の一茶とは対照的に、エドは一人冷静沈着、悠然と洗面台へ歩み寄っていく。


    「手を洗わずして女性に近づけば不潔と思われ攻撃されるのも道理。まずは手を洗っゴハァ！」


    「エド────！」


    　しかしエドまでもがあっさりとグリップエンドで水すい月げつを突かれ、崩れ落ちてしまった。


    「な、何なんだよお前は！」


    「…………」


    　一いつ茶さの誰すい何かにも闖ちん入にゆう者しやは答えない。気づけばトイレ内で立っているのは、小便器に向かっていた一茶と闖入者のみ──ってあれ？　そういえばフッティーは？　フッティーが襲おそわれてるとこ見てないぞ？


    　一茶がフッティーの姿を探すと、猿さる男だん生せいの死し屍し累るい々るいが転がるなか、一人だけ寝仏スタイルでこちらを見ていた。


    （フッティーてめぇぇぇ！　自分だけさっさと死んだふりして難を逃のがれやがってぇぇぇ！）


    　フッティーの助けは期待できない。


    　そうこうしてるうちに、闖入者は真っすぐ一茶のほうへ歩いてくる。


    　一茶は慌あわててイチモツをしまい、両手を上げて降参のポーズ。


    「よく勘違いされるんだけど、俺おれたち猿男生は確かにバカだけどヤンキーなわけじゃねーから！　そんな気合い入った感じで喧けん嘩か売られても困るから！　──土下座!?　土下座すれば見み逃のがしてくれる!?　余裕でするけど!?　それとも靴の裏!?　大好物ペロペロ！」


    「…………」


    「ちくしょう何か言えよ！　口数少ないキャラはフッティーだけで間に合ってる！　～～～っ！　おいマチョ村むら！　お前早く出てこ──い！」


    　──ジャ────……ゴボゴボ。……ガチャ。


    　一茶が叫ぶと同時に開くトイレの個室。ようやく出てきたマチョ村。


    「フィ～ァ、スッキリしたぜ～。……ってなんじゃこりゃあ!?　なんで倒れてるんだお前ら!?　まさか……そんなに臭かったか!?　スマン！」


    「違う違う！　俺ら今襲われてんの！　──マチョ村うしろ！」


    「フィァ？」


    　闖入者はマチョ村の体格を見て、先に仕留めなければならないのはこいつのほうだと判断したのだろう。標的を一茶からマチョ村に変えると、背後から忍び寄って軽々と跳躍し、マチョ村の襟えり首くびに痛烈な蹴けりを振り下ろした。


    　──ドギャ！


    　いわゆる延えん髄ずい斬ぎりというやつ。


    　それをもろに叩たたき込まれたマチョ村の巨体は、ものすごい勢いで床ゆかに沈み、跳ねる。


    　一茶は改めて思う。この闖入者、恐ろしい運動神経だ。どこぞのヒットガールを連れてきたと言われても全然驚かない。健康優良体の猿男生をこうも容易たやすく屠ほふり去れる人間なんて、男でさえそうそういるものではない。


    「…………」


    　闖入者はやはり無言で、いよいよ最後の一人となった一茶を手に掛けようと近づいてくる。


    　しかし、一いつ茶さはもう危機を感じていなかった。


    　──キュッ、キュ。ジャ──……。


    「!?」


    　蛇口と流水の音。闖ちん入にゆう者しやは驚いた様子で振り返る。


    「……いや、一応手を洗っておかないと失礼かと思って。フィア」


    　今しがた倒れたはずのマチョ村むらが、平然と、何事もなかったかのように、律儀に水道で手を洗っていた。


    　闖入者も確かにすごい。しかしマチョ村も、実は結構すごい男だったりする。


    　再度闖入者が駆かける。今度は金属バットを担かつぎ、思いっきりマチョ村の頭部に振り下ろした。


    　──ゴンッ！


    　直撃。マチョ村は金属バットを防ぎもしない。何かが割れそうな、聞くだけで不安になるような鈍にぶい音がした。けれど、


    「フィァ！　オーウフ！　オーウフ！」


    　音がしただけで、何も割れていない。それどころかマチョ村はレスラーの流儀に則のつとり、大おお袈げ裟さに効いているふりすら演じるのだった。


    「な、なんでよ!?」


    　ようやく声を出した闖入者。意外と可愛い声をしている。


    「うはは、マチョ村のタフネスは尋じん常じようじゃないだろ。レスラーだからな」


    　相手の攻撃を正面から受け、それでも立ち上がっていく──つまりはどんな過激な攻撃をも無事受け切ることに特化したのがプロレスラーという人種だ。そしてマチョ村は実は超高校級の学生プロレスラーで、トラックに撥ねられてもピンピンしているような男だ。


    　そんなマチョ村に、女の蹴けりやバットでの殴おう打だなどが通じるはずがない。


    「このバケモノめ！」


    　狼ろう狽ばいする闖入者──しかし、問題も一つある。


    「やっちまえマチョ村！」


    「フィァ！」


    「くっ……！」


    「フィァ！　フィァ！　フィァ！」


    「──……え？」


    「フィァ！　フィァ！　フィァ！　フィーァ！　フィーァ！　フィーァ！　フィーァ！」


    「…………」


    　マチョ村は「フィァ」一回につき一発は殴る蹴るチョップエルボーなどの激しい攻撃を加えているのだが、その仰ぎよう々ぎようしい攻撃モーションとは裏腹に、闖入者には一切効いていなかった。


    「フィァ！」


    「…………」


    　今闖ちん入にゆう者しやの頭に振り下ろされた握り拳こぶしも、発泡スチロールの板で殴られた程度の衝しよう撃げきしかなかったはずだ。事実闖入者もマチョ村むらの攻撃を防ごうともしない。「何これ？」といったふうに棒立ちになっている。


    　すると倒れていたエドがよろよろと体を起こし、眼鏡めがねを押し上げながら解説を挟んだ。


    「ふふふ……説明しよう。レスラーのマチョ村は確かに防御力は凄すさまじい。しかしレスラーゆえに、魅せる攻撃しかできないのだ……」


    「おおエド、無事だったか。解説ご苦労。──マチョ村も、もういいからその子捕ほ獲かくしろ」


    「フィァ！」


    「あ、しまっ──」


    　一いつ茶さが指示するとマチョ村は素す早ばやく闖入者のバックをとり、両手首を摑つかんでぶらーんと吊つるし上げた。羽は交がい締じめにしなかったのは一応相手が女子校生だからか……。ともあれ金属バットが闖入者の手からこぼれ、カランカランと床ゆかに転がる。これでひとまず決着だ。


    「ナーイス、マチョ村。助かった」


    「フィァ！　だから言っただろ一茶！　こいつはＹＴＤ（野や猿えん峠とうげ男子）とＳＩＪ（鈴すず之の院いん女子）、二つの団体の存そん亡ぼうをかけた抗争なのだとなぁ！　フィ────ッハッハッハ────！」


    　マチョ村が勝ち名乗りを上げ、倒れていた猿さる男だん生せいたちもみなゾンビのように起き上がる。


    「……おいこらフッティー、お前は攻撃食らってないだろ。苦しそうな演技してんじゃねえ」


    　目ざとく一茶がツッコむと、フッティーはテヘッと舌を出した。


    「は、放しなさい！」


    　中ぶらりんの状態でもがく闖入者。マチョ村はびくともせずに笑っている。


    「フィ────ッハッハッハ！　たっぷり可愛がってやるぜぇ、じゃじゃ馬娘！」


    「ま、まさか、私を辱はずかしめるつもり……!?」


    　猿男生にそんな悪さをする度胸はない。しかし好奇心は旺おう盛せいだ。


    「……剝はーげ。剝ーげ」


    「「「剝ーげ。剝ーげ」」」


    「「「「「「剝ーげ。剝ーげ」」」」」」


    「「「「「「「「「剝ーげ。剝ーげ」」」」」」」」」


    　誰からともなく突とつ如じよ始まる手て拍びよう子しと剝げコール。さすがに闖入者も慌あわてふためく。


    「!?　な、ななな何よ!?　剝げって何を!?　まさか、ふ、服!?」


    「ぐふふ。さぁ～？　何を剝ぐのでしょうね～？」


    　とか思わせぶりなことを言いつつ、ただ単に一茶は自分たちを襲おそった人間のツラを拝もうと闖入者のニット帽に手を伸ばしただけだった。が、


    「～～～～！　私に触るな！」


    　闖ちん入にゆう者しやは振り子の要領で体を振ると、脚で一いつ茶さの首元に絡みつく！


    「！」


    　ほんの一瞬──ほんの一瞬だけ、一茶は女子高生のタイツごしの太ふと腿ももの感触や、とてもいい匂においを堪たん能のうした。


    　──ミシミシミシ……。


    　が、すぐにそんな余裕はなくなった。自分の骨が軋きしむ音が聞こえる。息も苦しくなってきた。というか、頸けい動どう脈みやくが圧迫されて脳に血が回らなくなってきた。


    （え、これ、三角絞め!?　ヤベ！　極きまりかけてる！　だ、誰か助け──！）


    「「「「「「「「「「うわああああ！　いいなそれぇぇぇぇええ！」」」」」」」」」」


    （ふざけんな早く助けろやぁぁぁああ！　マジで落ちるぞ俺おれぇぇぇぇええ！）


    　命の危険すら感じた一茶は鼻息荒く闖入者の太腿をぺちぺちとタップするが……、


    「!?　な、なに興奮してんのよ！　どこ触ってんのよ！　死ね～～～～！」


    　逆効果だった。太腿による締め付けはさらに厳しさを増す。


    「実にけしからん！　一茶にだけ美お味いしい思いをさせておくな！」とエド。


    「フィァ！　今がチャンスだぞ！　ニット帽を剝はいでやれ！」とマチョ村むら。


    　猿さる男だん生せい一同が一茶の体に組み付いて、大きなカブ状態で引っこ抜く。


    　そして闖入者の両手足がふさがっているその隙すきに、フッティーがニット帽を掠かすめ取る。
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    　一いつ茶さが闖ちん入にゆう者しやの三角絞めからスポンと抜けた、その刹せつ那な──金色の滝が流れるのを見た。


    「おぉ……」


    　感嘆が漏もれる。三角絞めから抜けられたというのに、また別の意味で一茶の息は止まる。


    　金色の滝のように見えたそれは、闖入者のさらさらの金髪。


    　翡ひ翠すいのように冴さえた瞳ひとみ、キリッとしっかり太めの眉まゆ、鼻び梁りようは滑なめらかな流線を描えがき、きゅっと引き締まった唇くちびるが強気を印象づける。個々のパーツがはっきりとしたその顔立ちは、白人と日本人のハーフのそれ。


    　一言で言うなら、絶ぜつ世せいの美少女だった。笑ったりでもしたらさぞかし破壊力は高かろう。


    　しかし残念ながら今彼女は、親の仇かたきでも見るように猿さる男だん生せいたちを睨にらみつけていた。


    「え、えーと、俺おれらなんかした？　この中の誰かに恨みでも？」


    　ついその美び貌ぼうに見み惚とれていたが、はっと我に返った一茶はおずおずと尋ねる。


    　恨みでもない限り、年ごろの娘がこんな肉にく食しよく獣じゆうみたいな目つきにはならないだろうし、そもそも金属バットで襲おそってはこないだろう。


    「恨みだと!?　……心当たりのあるやつは挙手！」


    　エドが猿男生たちに問う。


    　後輩全員が一斉に手を挙げた。


    「ぶふっ、なんでだよ。何したんだよお前ら」


    　さらに一茶が問い質ただすと、後輩たちは口々に答えた。


    「その子、駅で見かけるし目立つから、よく目で追ってました」「俺も」「俺も」「アダ名ついてるしな」「ミスブロンドな」「俺はこの人の本名知ってるぜ。三年の芽メ衣イ・クロフォードってんだ。ぶっちぎりの美人だから頑張って調べたっす」


    　芽衣・クロフォード──それが彼女の名前。


    　一茶は「そう言われてみれば見たことある気もするなー」程度だが、ほかの猿男生の間では結構な有名人であるらしい。エドやフッティー、マチョ村むらまでもがうんうんと頷うなずいている。


    「「「「「「「「「「「目で追ったり勝手にアダ名をつけたりしてすみませんでしたー」」」」」」」」」」」


    　なので全員で芽衣に頭を下げる。一応一茶も一緒になって下げておいた。


    　しかし芽衣はというと、苛いら立だたしげに吐き捨てるのだった。


    「……そんな理由でこんなことしないわよ。バッカじゃないの」


    　違ったらしい。


    「じゃあなんで？」


    　一茶が問い質すと、芽衣からぽつり、思いがけない答えが返ってきた。


    「……文化祭を、ぶっ壊したいの」


    「え……なんで？」


    「～～～！　あんたたちには関係ない！」


    　しかし深く踏み込もうとすると、芽メ衣イは激げき昂こうしてしまう。


    　なんと扱いにくい女だろう。やけにピリピリとしていて、うかつに触れば火傷やけどしそうだ。実際マチョ村むらもおっかなびっくりといった感じでさっさと手を放したがっている。


    「もしかしてさ、今年は鳳おおとりじゃなくて俺おれらなもんだからそれが不満なんじゃね？」「さっきの文化祭実行委員の子らは俺らにゾッコンだったのに……」「まぁ少数派ってやつだろ。カワイイから許そうぜ」


    　鳳とは鳳ほう城じよう学園の通称。後輩たちのひそひそ話を聞いて、ちょっとありえそうな話だとも思ったが、ともあれ一いつ茶さから言えることは一つだけだ。


    「理由はなんであれ、文化祭を潰つぶすとかそういう物ぶつ騒そうなことはやめてくんないかな。鈴すず女じよが俺らのことをどう思ってるかは知らないけど、俺らはこの文化祭を楽しみにしてるんだよ。鈴女のみなさんにも、今け朝さの俺らの盛り上がりっぷりを見てほしかったくらいだ」


    　ジョークでも軽口でもない、それは一茶の本ほん音ね。


    　鈴女が猿さる男だんを歓迎していないことは先ほどの会合からもわかった。けれど自分以外の猿男生はそれに気づいていないし、今でも鈴女と文化祭をやれることを楽しみにしている。だからその猿男生の楽しみを奪うような真ま似ねはしないでほしい。一茶は切にそう思う。


    「…………」


    　一茶の真心からの懇こん願がんに、芽衣は目を背そむけて黙りこむ。


    「行こうぜ。マチョ村、もういいよ」


    　また暴れやしないかと一茶は少しドキドキしたが、マチョ村から解放された芽衣は手首をさするだけだった。


    「フィーハッハッハ！　命拾いしたな小娘！　首の骨をへし折ってやろうと思っていたところなのに！」


    　調子に乗ったマチョ村がさらに挑ちよう発はつを重ねても、芽衣は殺意のこもったひと睨にらみをマチョ村に返すのみ。暴れ出さないだけクールダウンしたようだ。


    　ちなみに芽衣に本気で睨まれたマチョ村は「い、いや、今のはレスリングジョークだ。本気にするな。フィ、フィハハ」とか何とか媚こびへつらった作り笑いを浮かべていた。


    　こんな態度からも分かる通り、マチョ村はヒールキャラを演じているが、その本性はただのヘタレ気味の常識人だ。


    「よし帰るぞ。ほら一、二年！　さっさと出た出た！」


    　一茶は後輩らを急せかしてトイレから追い立てる。すると、


    「ねぇ、あんた男よね。その格好は何なの」


    　一茶は芽衣にそう呼び止められた。もっともな質問だ。


    「ミスコンに出るんだよ。さっきエントリーもすませた」


    「は？　え!?　冗談でしょ!?　なんで男のあんたが!?」


    「面白いだろ？　応援よろしく」


    　質問に答え、一いつ茶さは今度こそ出ていこうとする。と、


    「……けないで……」


    「え？」


    「ふざけないで！　なんでこんなバカにエントリーができて、私は……！　～～～っ！　出てって！　鈴すず女じよから出てって！　二度と来るな！」


    　いったい一茶の女装の何が逆げき鱗りんに触れたのか、芽メ衣イは再び金属バットを拾い上げた。


    「次その顔見たら殺す！　というか殺しに行く！　夜道には気をつけることね！」


    「!?　なんか知らんがキレた！　ヤバイ逃げろ！」


    　一茶たちはわけもわからないまま、蜘く蛛もの子を散らすように鈴女から逃げ帰るのだった。


    



    



    　猿さる男だん生せいが去った後もなお、鈴女の文化祭実行委員は文化祭の準備を進めていた。


    　すると会議室に、二人の生徒が入ってくる。


    　一人は、たおやかな微笑ほほえみを常に絶やさぬ、おっとりとした美少女。名は、奥おく泉いずみ静しずか。一際高貴な存在感を放つ彼女は何を隠そう、鈴すず之の院いん女子の理事長兼校長の娘だ。


    　もう一人は、身の丈一八〇はあろうかという、超高身長の美少女。スラリとした痩そう躯くで、蛇へびを彷ほう彿ふつとさせる彼女の名は黄フアン鈴リン深シエン。頭の後ろで手を組み、鼻歌でも歌い出しそうな飄ひよう々ひようとした笑え顔がおで静の斜め後ろに控えている。


    　文化祭実行委員たちは慌あわてて起立しその二人に挨あい拶さつしようとしたが、静がそれを手で制した。


    「お邪魔してごめんなさい。お気になさらずお仕事に戻って。……いかがでした？　野や猿えん峠とうげ男子の方々との初会合は」


    　そして静は、すすっとそばに寄ってきた委員長にそう尋ねる。


    「はい、何も問題はありません」


    「そうですか。それはよかったです。何しろ例年と異なり初めての共催相手ですし、急に決まったことで時間もあまりありませんので……。うふふ、私ったら心配性でいけませんね。それでは引き続きよろしくお願いします」


    　静は早々に踵きびすを返そうとしたが、委員長がふと思い出したように静を呼び止めた。


    「あ、そういえば……。すみません静さん。わざわざお耳に入れる必要もないかもしれませんが、一応ご報告を。ミスコンの件なのですが……出場者が一人増えました」


    「あら、このタイミングで？　どなたですか？」


    「実は、猿男生なんです……」


    「…………」


    　つかの間の沈黙。


    　やがて静しずかは細い指を口元へ当て、笑い出した。


    「……うふ。あははは！　なるほど。野や猿えん峠とうげ男子の方々らしいユーモアですね」


    「ええ、はい。見るからに悪ふざけといった感じなのですが……」


    「構わないのではないでしょうか。鈴すず女じよのミスコンに男性がエントリーするなんて前ぜん代だい未み聞もん……鳳ほう城じよう学園さんが共催相手ではありえない事態ですし、それも一興として楽しませてもらいましょう」


    　静に事後承諾が通り、委員長はホッと胸をなで下ろす。


    「ちなみにその愉快な方のお名前は？」


    「はい。三年の花はな島じま一いつ茶ささんです」


    　すると、


    「花島、一茶……？　──……うふ、くふっ、アハハハハハハハハ！」


    　静はおなかを抱えて笑い出した。


    「なになに？　楽しそうだね静ちゃん」


    　鈴リン深シエンがワクワクしたように静を覗のぞき込んでくる。


    　静はひとしきり笑い終えると、目め尻じりの涙を指の背で拭ぬぐった。


    「はぁ～ぁ……いえ、とても懐かしいお名前を聞いたものだから、つい。ふふふ。──あ、そうそう。ミスコンといえば芽メ衣イさんのご様子は？　どなたかご存じではないですか？」


    　静が尋ねると、実行委員の一人が答える。


    「特に変わった様子は見られませんでしたが。……ただ、何分元々ぶっきらぼうなお人なので」


    「そうですか……。彼女、あんなことがあったから、落ち込んだり自や棄けを起こしたりしていないか心配で……」


    　物もの憂うげに視線を伏せる静。他の実行委員達も同調して頷うなずく。


    「彼女のケアはしっかりしておきたいので、何か変わったことがあったら報告してくださいね」


    　静は事実上の最高権力者としてそう言い残し、鈴リン深シエンと共に会議室を後にした。


    「優しいねー、芽衣ちゃんのケアだなんて。さっすがみんなの静ちゃん」


    　クスクスと笑う鈴リン深シエン。静はおっとりと微笑ほほえむ。


    「当然のことです。……けれどもう一人、ケアが必要な方がいるようです」


    「それって花島～……なんちゃら？」


    「ええ。どうやら楽しい文化祭になりそうですよ、鈴リン深シエン」


    　そう言う静の瞳ひとみは、遠き日に思いを馳はせるように細められていた。

  


  
    　


    


    第二章　セレクション


    



    　二回目の文化祭の会合は猿さる男だんで行おこなわれることになった。三日前の初回はわざわざお越しいただいたので今回はこちらが伺うかがいますと、鈴すず女じよのほうから提案してきたのだ。


    「総員配置につけ！　これより鈴女生の歓迎態勢に入るぞ！」


    　鈴女生来たる！　──その一報は光の速さで猿男中を駆かけ巡り、仕切り屋にして猿男の名物男であるエドの陣頭指揮のもとで全校生徒を挙げた歓迎の準備が進められていた。


    　急きゆう遽きよこしらえた『大歓迎！』の横断幕をベランダに吊つるしたり、入念にトイレ掃除や卑ひ猥わいな雑誌類の隠いん蔽ぺい工作を図ったり、身を清めるべくシャワールームに列を成したり、大わらわだ。


    「ふっ。相手はお嬢じよう様、男子校に来るというだけでも不安があろう。そこで我々が手厚くもてなすことで、緊張を解して差し上げようというわけだ。ふはは！　こんな気遣いはインテリである俺おれにしか出来まい！　──おい一いつ茶さ、着替えは済んだか？　鈴女生を出迎えに行くぞ！」


    　そろそろ鈴女生が到着する頃。エドが一茶のクラスに声を掛けにきた。しかし一茶はというと、女装こそすませていたが、教室のど真ん中の席で身動きの取れない状態にされていた。


    　具体的には、机の縁に両手の親指を揃そろえて並べさせられ、その上に花か瓶びんが設置されていた。


    「くくく、行かせねえ！　行かせねえぞ一茶！」「あの娘このもとへ走ってみろ。半年以上交換してない花瓶の水がお前の制服と机にバシャーだぜ」「その青臭さとドロドロの感触に、果たしてお前は耐えられるかな？　イ～ッヒッヒッヒ！」


    　一茶を取り囲むクラスメイトはみな、怨えん嗟さすら孕はらんだ邪悪な笑みを浮かべている。


    「くそー！　謀はかったなお前らー！」


    　青臭いドロドロの水が入った花瓶をひっくり返さないよう、一茶は必死だ。


    「ふぅ、やれやれ。この忙しいときに何をしているのやら……。おい誰か納豆を買ってこい！　花瓶に注ぎ足す！」


    「乗っかるなよエド～。あの女はそんなんじゃないってこいつらに説明してやってくれ～」


    「あの女？」


    　エドはベランダに出て、校門のほうを見た。すると校門を出てすぐの電柱の陰に、鮮あざやかな金髪とバットケースが見え隠れしていた。そう、芽メ衣イだ。


    「一茶……俺たちはな、お前が抜け駆けするような男じゃないって信じていたからこそ文化祭実行委員を任せたんだ！」「なのに……いったいいつの間にあのミスブロンドとお近づきになってやがるんだよ～！」「抜け駆けだ！」「重大な裏切り行為だ！」「去きよ勢せいするかぁ!?　あァン!?」


    　オヨヨと悔くやし泣きし出す一茶のクラスメイト一同。


    「だ～か～ら～！　あいつはマジでそんなんじゃねーっての！」


    　実はこの三日間、一茶は芽衣に敵意をもってつけ狙ねらわれていた。おかげで昨日きのう一昨日おとといと、一茶は正門ではなく裏門からコソコソ下校するハメになっていた。


    　しかしクラスメイトは芽メ衣イがどれほど凶暴な女かを知らない。加えてやっぱり芽衣はミスブロンドとして結構な有名人だったらしく、一いつ茶さへの妬ねたみ恨みは凄すさまじいものだった。


    　するとエドは状況を理解してくれたようで、一茶に助け船を出す。


    「みなの者、怒りを静めるんだ。俺おれから説明しよう。──あの女は下半身で一茶の顔をギュ～っとするような女だ」


    「……一茶マジ殺す」「一線超えちゃってんじゃねえかゴルァ～」「ほ～、一茶は下半身で顔をギュ～っとされるのが好きなのかい……だったら俺たちがフルチンでギュ～としてやらぁ！」


    「!?　エドー!?　全然助け船になってねえ！　完全に火に油！　ああああああ！」


    　その後一茶はこっぴどく責められたが、何とかクラスメイトに釈明して解放されたのだった。


    　これで鈴すず女じよ生せいを出迎えにも行けるが、どうしたものか……校門には芽衣がいる。ノコノコ出ていけば何をされるかわかったものではない。


    「嫌なら先に会議室のほうで待っているがいい。なに、この俺が一晩かけて歓迎セレモニーを計画したのだ。お前一人くらいいなくとも問題はないさ」


    　エドはこういうことを発案するのが大好きで、それを即実行に移してしまう行動力がある。おもむろに軍物っぽいベレー帽をかぶり、拡声器をビシッと構える。


    「フィ───ァ！　ここにいた！　おいお前ら！　鈴女を迎え撃つぞ！　返り討ちだ！」


    　と一茶の教室にやって来たマチョ村むらは、上半身裸はだかの試合用タイツに入場用のド派は手でなガウンという姿。


    「…………」


    　そしてマチョ村の後ろにいたフッティーは、自家製サイリウムセイバーを握っている。光り方が普通のサイリウムとは比べものにならず、昼間なのになお眩まぶしい。


    　芽衣は怖い。しかしエドがプロデュースした歓迎セレモニーとやらを見み逃のがすのも惜しい。


    　芽衣への恐怖と面白そうな気配とを秤はかりにかけた結果、一茶も鈴女生を校門前へ出迎えることにした。


    



    



    「マンガでよく見るだろう。殺気だとか、威圧感だとか、そういうの察知するシーンを」


    　エドが何か言い出した。


    「俺はこれまで生きてきて、他人からそんなものを感じたことはなかった。もしかしたら俺は、殺気の一つも察知できない鈍感な人間なのかと悩んだこともあった。しかし今、俺は生まれて初めてその殺気というやつを確かに感じている！　良かった！　俺もちゃんと殺気を感じられているぞ！　敏感だ！　ふはははははは！　怖ッ！」


    　エドは恐怖と喜びの入り交じった妙なテンションで打ち震えている。


    「…………」


    　そしてマチョ村むらとフッティーは、直立不動のまま顔を上げようともしない。


    　それもまぁ仕方ない。


    　芽メ衣イが校門の真正面で仁に王おう立だちして、こちらを睨にらんでいるのだから。


    　苛いら立だたしげに、バットケースで地面をコツコツコツコツ鳴らし続けているのだから。


    　とても近づける雰ふん囲い気きではないので、校門の内側から一いつ茶さが叫ぶ。


    「あのさー！　そのコツコツすんのやめてくんないかなー!?　怖いんだけどー！」


    「は？」


    「…………」


    　一茶たちは学んだ。女のマジトーンの「は？」はめっちゃ怖いということを。


    　しかしあんなしかめっ面つらの人間を見ていると、おちょくりたくなるのもまた人情。


    「!?　おい一茶！　どこへ行く！　危険だ戻れ！」


    　エドの制止を振り切って、一茶は一人校門の内側ギリギリまで芽衣に接近していく。


    「…………」


    　芽衣は冷めた目で金属バットをケースから抜き放つ。まるで剣けん客かくだ。


    　そんな芽衣の前で、一茶も負けじとウィッグを外した。


    



    　剝むき出しの頭皮と申し訳程度になびく髪──ウィッグの下はバーコードハゲだった。


    



    「え!?　な、え!?」


    　ビクッとして狼狽うろたえる芽衣。


    「うはは！　おいみんな見たか、今こいつビクッとしたぞ！　や～いビクッとしてやんの～」


    　と芽衣をおちょくる一茶。実はウィッグの下に、さらにバーコードハゲのカツラをかぶっておいたのだ。特に意味はないが、何かしらのタイミングで使えるかなと思って。


    「「うっひゃっひゃっひゃっひゃ！　一茶お前何だその頭！」」


    　よしよし、エドとマチョ村には大ウケだ。フッティーも手を叩たたいて喜んでおり、一茶は内心で小さくガッツポーズ。これなら芽衣のしかめっ面も思わずぷっと噴き出すに違いない──


    「コロス。完全ニコロス」


    　──と思ったが、むしろ神経を逆さか撫なでしてしまったようだった。


    　しかし理性はかろうじて残っているらしく、芽衣は猿さる男だんの敷地内には入ってこようとはしない。校門の外で悔くやしそうに地じ団だん駄だを踏んでいる。


    「む？　……ふ、ふはは！　見ろ！　あの女、どうやら中には入ってこれないようだ。つまりここは安全圏。結界内！　俺おれたちに手出しはできない！」


    「フィァ！　来いやオラァ！　どうしたかかってこい！　フィァ！」


    　身の安全が保障されているとわかるやいなや、エドとマチョ村むらはここぞとばかりに挑ちよう発はつする。


    　──……ビュン！　ビュン！


    　すると芽メ衣イは何を思ったか、突然素す振ぶりを始めた。


    　うちのへっぽこ野球部員よりもはるかに美しいフォームと速いヘッドスピード。ぜひとも猿さる男だんのモモカンとして指導にきてほしいと一いつ茶さが思ったその時。


    　──ビュン！　ビュン！　ビュン！　ビュン！


    「ふっ！」


    　芽衣はスイングの最中にパッと手を放した。


    「！　どわああああ！　っぶね───！」


    　スッポ抜けたバットはさながら気き円えん斬ざんのように飛んできて、一茶とエドの頭頂部を掠かすめてマチョ村の顔面へ。スカーンという快音が響き渡った。


    「マチョ村───っ！」


    「……フィァ」


    　肉体的ダメージはないようだが精神的ダメージは負ったらしく、マチョ村は鼻をさすりながら地味に凹へこんでいた。


    「……ちょっと、返しなさいよ。バット」


    「誰が返すかー！　おいマチョ村！　やられっぱなしは性しように合わないだろ！　お前のバットをお返ししてやれ！」


    「フィァ───！」


    「!?　ちょ、何タイツ脱ごうとしてんのよ！　死ね─────！」


    　そうして校門を挟んで一茶らと芽衣が睨にらみ合っていると、


    「──芽衣さん？　こんなところで何をしてるの？」


    　鈴すず女じよ文化祭実行委員のご一行が到着だ。委員長は芽衣に怪け訝げんそうな視線を送っている。


    「!?　え、な、それはこっちのセリフよ！　どうしてこんなところにいるの!?」


    「どうしてって、私たち文化祭実行委員はこれからこちらで打ち合わせなんだけど」


    　どうやら芽衣にとって鈴女生の登場は予想外のことだったらしい。ばつが悪そうに見る見る顔を赤くして、なぜか「お前らが悪い！」とでも言いたげに一茶らのことを睨みつけてきた。


    　ともあれこうして鈴女の文化祭実行委員が来た以上、芽衣の相手をしてやる必要もない。


    「さぁエド、金髪バットは放っておいて鈴女の皆様方を歓迎して差し上げようぜ」


    「うむ！　それもそうだな！」


    　一茶が促うながすと、エドは自信満々に胸を張り、メガホン越しに校舎へ叫んだ。


    『撃ち方ヨ─────────イ！』


    　──ザザザッ！


    　すると迷彩服を来た軍人風猿男生が、大勢校舎のベランダに現れた。


    　なんと全員がバズーカを肩に担かつぎ、こちらに照準を向けている！


    「!?　な、なんですかあれは!?」


    　あまりにも物々しい光景に恐れ戦おののく委員長以下鈴すず女じよ生せい。しかしエドはお構いなし。


    『て──────！』


    「キャ───────！」


    　──ドパァン！


    　鈴女生の悲鳴をかき消す破裂音。


    　バズーカの砲ほう口こうより飛び出したのは、宙に舞う紙テープと紙吹雪ふぶき。


    「──……え？」


    　そしてバズーカ型クラッカーを皮切りに、鳴り響くブラスバンド部のファンファーレ。


    　屋上には『祝！　鈴女合同文化祭』のアドバルーンが揚がり、大勢の猿さる男だん生せいがベランダに押し寄せて騒ぎ立てた。


    「「「「「「「「「「いらっしゃ───────い！」」」」」」」」」」


    　猿男生総出の、超がつくほど熱烈な歓迎──それを目まの当たりにした鈴女生たちは、


    「…………」


    　全員、ドン引きしていた。一茶的には面白かったのだが、鈴女生はお気に召さなかった模様。エドはこういうことを発案するのが大好きで行動力もあるが、バカなので十中八九失敗する。


    「ふふふ。感激のあまり言葉も出ない様子……してやったり！　さぁさ、どうぞこちらへ！」


    　しかしエドは鈴女生のドン引きも好意的に受け取って、意い気き揚よう々ようとエスコート。


    　一いつ茶さもさっさと中に引っ込もうとして──ふと目に留とまったものがある。


    　鈴女生の団体の中に、頭ひとつ飛び抜けている高身長の女がいた。


    　一茶よりも背が高く、マチョ村むらにも届きそうだ。


    　初会合のときにはこんな鈴女生はいなかったはずだが……と一茶は疑問を覚えて、何となくその高身長女の隣に視線をずらす。


    　と、


    



    「お久しぶりですね。一茶くん」


    



    　一茶は息を呑のんだ。


    　顔つきも体つきも髪型も大人っぽくなった。けれど十分に昔の面おも影かげを残した、一茶のよく知る人物がそこにいた。


    「奥おく泉いずみ……」


    　口にするのも苦々しいその名を、一茶は呻うめくように絞り出す。


    　そんな一茶とは対照的に、奥泉静しずかの笑え顔がおには屈くつ託たくがない。


    「あはは。なんですかその女装。お世辞にも似合っているとは言えませんね」


    「……わざと似合わないように気を遣ってんだよ。察せ」


    　そして見つめ合う二人のことを、芽メ衣イが訝いぶかしげに観察していた。


    



    



    　都合のいいことに、猿さる男だんと鈴すず女じよの各学年のクラス数は四つと同じ。なので両校一クラスずつでペアとなり、その一ペアにつき出し物を二つやれることになっている。


    　だから猿男側と鈴女側、企画案を一つずつ持ち寄れば公平だなと、一いつ茶さはそう考えていた。けれどやっぱりそれは甘かった。


    　会議室での打ち合わせ──一茶のクラスでは『闇やみ鍋なべ』と『パイ投げられ屋』という二つの出し物を提案。


    『闇鍋』はその名のとおり。しかも具材はお客さんの好みでほかのクラスの出店から買ってきてもらうスタイルなので、材料費などもほぼかからないという画期的な企画だ。


    『パイ投げられ屋』は殴られ屋のパイ版。リング内を逃げ回る猿男生に自由にパイをぶつけてもらい、お客さんにストレスを発散してもらおうという企画。


    　クラスメイトはみな「この二つ超面白そうじゃね!?」とやる気満々だった。そして例年の猿男での単独文化祭だったらまず通っているであろう企画だった。
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    　しかし鈴すず女じよ側と話し合った結果、このどちらも会場となる鈴女側の設備の問題で不採用とされてしまった。


    　何とか鈴女側を頷うなずかせようと、一いつ茶さは解決策や妥だ協きよう案をその場で出したがいずれも却きやつ下か。


    　そうして結局、鈴女側の提案する二つの企画をどちらも飲む流れに話を持っていかれてしまった。クオリティーにはこだわるらしいが何の変哲もない、クレープ屋とおでん屋だ。


    「……ごめん。ちょっとうちのクラスの連中と相談して来ていい？」


    　鈴女生が猿さる男だんに来ているということで、一茶のクラスメイトはほぼ全員教室に居残っている。だから一茶は中座してクラスメイトに報告しに行った。このままでは自分たちの企画が通らず、鈴女の用意した企画をやることになると。


    　クラスメイトは少しだけ残念そうにしていたが、「鈴女と文化祭をやれるだけでも御おんの字だ」と笑って了承してくれた。その度量にも感謝だが、一茶が妙に心打たれたのはこんなやり取り。


    「つーか俺らの手にかかればな」「ああ、何の変哲もないクレープ屋でもおでん屋でも、やってＴＲＹに早変わりよ」「もしくは阿あ鼻び叫きよう喚かんのお料理回」「鍋なべが噴ふん火かしたりな」「ヘドロみてーな汁を煮たりな」「おたまが溶けたりな」「そうそう。どんな企画でも楽しめるでしょ」


    　ああ、そういえばそうだった。猿男生には〝どんなことでも楽しめる〟というたくましい才能があるんだった。なら心配いらないよなと、こいつらとなら何やったってきっと楽しいよなと、一茶は鈴女側の提案の受け入れた。すると鈴女生は言う。


    「うん。ごめんね。けどありがとう。きっと楽しい文化祭にしようね！　あ、それと、どっちもうちで出した企画だから勝手もわかってると思うんだ。だから、──」


    「うん。指示さえくれれば俺おれらはそれに従うから。何でも言って」


    「ありがとう！」


    　満面の笑え顔がおの鈴女生。愛あい想そだけは本当にいい。


    　こうして打ち合わせは終わったが、まだこのあとに、一茶にはやることがあった。


    「おい、終わったぞ。奥おく泉いずみ」


    　一茶が打ち合わせをしている間中、静しずかは同じ会議室内の隅で本を読んでいた。その隣では静の友人だと紹介された鈴リン深シエンという名の鈴女生がケータイをいじっていた。


    　一茶が声をかけると、静はすっと立ち上がる。たったそれだけの動作が優雅だ。相変わらず。


    「思ったよりも早かったですね。それでは案内してくださいますか？　一茶くんが通っている学校、見学させてください」


    



    



    「──あれは何をしてらっしゃるのですか？　踊っ……あ、人間タワーを作り始めましたけど」


    「サッカー部の、ゴールを決めた後のパフォーマンスの練習」


    「へえ。そういえば屋上に揚がってるアドバルーン、あれすごいですね」


    「あれは凧たこ部が揚げてくれたやつ」


    「……凧部？」


    「ああ、非公式だけど部員数はサッカー部より多くて、うちの運動部三大勢力の一角だ」


    「あ、この教室は補習ですか。熱心ですね──って、アルファベットの練習……？」


    「猿さる男だん一年生の目標は、アルファベットに慣れることだからな。覚えるのは二年生になってから。三年でローマ字に突入だ」


    「……そ、それでお隣のクラスは、──これはみなさん何をしてらっしゃるんですか？　学生服のホックを頭の上で留めて、首なし人間状態で彷徨さまよっていますが……」


    「そう、見ての通り首なし人間ごっこだろ。俺おれも昔はよくやった」


    「…………」


    「…………」


    「──……ふふ、あはははは！　はぁ～あ、おかしい。噂うわさに違たがわず面白い学校なのですね」


    　一いつ茶さは静しずかとともに校舎周りを散策している。外へ出てくる前には校舎内もひと通り回ったし、体育館にまで顔を出した。


    　また困ったことに静は行く先々で猿男生にそれとなく自己紹介をし、愛あい想そを振りまくので、校内を巡れば巡るほど一茶と静のあとをコソコソとつけ回す猿男生が徐々にその数を増していく。ほとんどハーメルンの笛吹き状態だ。


    　そしてだるまさんがころんだの要領で一茶が出し抜けに振り向くと、無数の黒い影が一斉にそこらの物陰に逃げこんでいく。まっくろくろすけみたいだ。


    　ちなみに鈴リン深シエンも一定の距離を保ったまま一茶たちのあとをついてきている。


    　一茶と静の間に入ってこないのは、気を利かせてくれているからだろうか。


    　しかし、だったらいっそのことついてこないでほしい。ちょっと不気味だから。


    　ともかくいい加減疲れてきたので、一茶は単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出した。


    「あのさ、何しに来たの？　お前は文化祭実行委員じゃないだろ。……ってなんだよその顔」


    　静は両手を口に当て、いかにも驚いていますといったふうに目を見開く。


    「驚きです！　人を〝お前〟呼ばわりするなんて！　中学生のころはどんな状況でも誰に対しても律りち義ぎに名字で呼んでいたのに！　なんだか男の子らしくなりましたね」


    「あーもー調子くるうわー！」


    　中学時代とキャラが違うことは自覚してるだけに、一茶としては指摘されると恥ずかしい。


    「んなことどうでもいいから俺の質問に答えろよ」


    「ふふふ。すみません、話の腰を折って。ええ、私は文化祭実行委員ではありません。無理を言って同行させて頂きました。目的は二つ。一つ目はＰＲ。今のうちから猿男の方々にも私の顔と名前を覚えておいて頂ければと」


    「ＰＲ？」


    「ええ、ミスコンの」


    「げっ、お前も出んのかよ。……いやまぁ出そうっちゃ出そうなキャラだけど」


    　するとなぜか、静しずかは意味深に目を細める。


    「ふふ、白しら々じらしい。知ってたくせに」


    「はぁ？　知るわけねーだろ。で、二つ目は？」


    「もちろんあなたです。一いつ茶さくんもミスコンに出場すると聞いて、いてもたってもいられずに会いに来てしまいました。中学校の卒業式以来ですからね。お元気そうで何よりです」


    「どーも」


    　実は鈴すず女じよと合同で文化祭をやると聞いたとき、一茶は真っ先に静のことを思い出していた。そして、もしかしたらどこかでばったり鉢合わせするかもなとも思っていて、それがあの朝礼のときに、素直に喜べずにいた理由の一つだった。


    　そう、一茶は静に会いたくなかったのだ。


    　なにせ──、


    「それにしても、すっかり馴な染じんでいるようですね。この学校に。朱しゆに交われば赤くなるとはまさにこのことですね」


    「ああ」


    「喋しやべり方もそうですが、雰ふん囲い気きも、目つきも、佇たたずまいも、何もかもが別人のよう」


    「ああ」


    「中学時代の見る影もない」


    「ああ」


    



    「落ちぶれましたね。一茶くん」


    



    　なにせ静は、こういうやつだからだ。


    　たおやかな笑え顔がおはあくまで崩さず……むしろより一層笑顔としての質を高めて、静はなお続ける。


    「かつては輝かがやかしい道を歩んでいた人がこんな吹き溜だまりのような場所で腐っている様を目まの当たりにするのは哀愁の極み、胸が締め付けられるようです」


    「ぬかせ。俺おれは今も輝いてる。むしろ今のほうが輝いてる」


    　一茶が嚙かみ付くように反論すると、静は手を叩たたいて喜んだ。


    「あはははは！　そんな格好で言われましても。──あ、もしかして今のはボケというやつですか？」


    「本気だっつーの」


    「そうですか。素直に悪びれるならばまだ可愛げのあったものを、いつの間にやら引かれ者の小唄を歌うまでになってしまったのですね」


    「へいへい」


    　静しずかには何を言っても無駄らしい。一いつ茶さは露骨に辟へき易えきする。


    　すると静は声のトーンを一段潜ひそめた。


    「とはいえ、あなたは腐っても鯛たい。きっと何か考えがあるのでしょう。ふふ、結構ですよ。油断も容よう赦しやもするつもりありませんから。私、あのころよりも手て強ごわいですよ」


    「……何の話だ？」


    　一茶は素すで尋ね返す。静が何を言っているのかわからない。


    「とぼけちゃって。わざわざミスコンに出場するということは、私に雪せつ辱じよく戦せんを挑いどみに来たということですよね」


    　一茶は泡あわを食って否定した。


    「おいおい、やめてくれよ！　自意識過か剰じようだぞそれ！」


    　はや三年前、中学時代の話だ。二人の間には、とある因いん縁ねんがある。


    　だから静は、一茶がその因縁を断ち切るためにミスコンという土ど俵ひように上がったのだと誤解をしているらしい。


    「お前と事を構える気なんかねーよ。俺おれはただ純粋にこの文化祭を盛り上げたくて──！」


    「盛り上げたくて？　あはははは、あなたがそんなタマですか。噓うそをつくのは相変わらず下へ手たなようですね。このミスコンには人生が懸かってますから、私、負けませんよ。今度も」


    「…………」


    　一茶は困惑し、言葉を失なくす。


    　ミスコンに人生が懸かかっているだと？　こいつは何を言っているんだ？


    「ちなみに、今後双方の学内で何が起ころうと文化祭は共催されると猿さる男だんとの間で確約は交わされています」


    「ああ、そういえば校長も雨が降ろうが槍やりが降ろうがって言ってたな」


    「ええ、つまるところ文化祭そのものを中止に追い込もうとするような真ま似ねは無駄ですので、ご忠告までに」


    「どんな忠告だよ！　そんなことするわけねーだろ！」


    「ふふ、けれど実際にいるんですよ。文化祭そのものの開催を阻そ止ししようとしてる方が」


    　んなバカな──と言いかけたところで、


    



    ──……文化祭を、ぶっ壊したいの。


    



    　一茶の脳のう裏りをよぎったのは、そんなセリフ。


    （そういえばあいつがそんなこと言ってたけど……まさかこの文化祭、何かあんのか？）


    「さて、そろそろお暇いとまさせて頂きます。一いつ茶さくんと久しぶりにお会いできて、猿さる男だんの案内までしてくださってとても楽しかったです。ありがとうございました。それではまた」


    「おう、帰れ帰れ」


    　静しずかは鈴リン深シエンと連れ立って、物陰で隠れている猿男生たちに小さく手を振りながら去っていく。


    　忌いま忌ましいその背中を目で追っていると、静はふと立ち止まった。


    「あ、そうそう一茶くん！　これは興味本位で聞くのですが、珀亜さんとはその後お会いしましたかー!?」


    「…………っ」


    　ここでその名前を出すか。この女、本当に昔から変わらない──そう憎々しく思うと同時に、一茶の顔からは血の気が失うせ、身体からだは小刻みに震えだす。


    「ちっ」


    　そんな自分が情けなくて一茶が舌打ちすると、静は微笑ほほえんで、今度こそ立ち去った。


    　ちなみにこの後一茶は、物陰に隠れていた猿男生たちに殺到され、「いったいあの子とはどういう関係だゴルァ！」と厳しい事情聴ちよう取しゆをされたが、適当にはぐらかした。


    



    



    　一茶が会議室に戻ってみると、もう誰もいなかった。文化祭の打ち合わせはすんで全員帰ったのだろう。自分も静のせいでかなりの気力と体力を吸い取られた。とっとと帰ろう。


    　一茶は女装から学ランに着替え、辺りを窺うかがいながら校門を出る。


    　芽メ衣イの姿は見当たらない。その代わりにでかい背中がのそのそ歩いているのを見つけた。


    「おーいマチョ村むら、そっちは何やることになった？」


    　一茶はマチョ村に追いついて背中にパンチする。マチョ村は力こぶをつくりながら答えた。


    「おう一茶、うちは洋風の喫茶店と和風の茶屋だ！　フィァ────！」


    「力こぶ関係なくね？　けど喫茶店に茶屋ってまた超絶ベタなとこ行ったな」


    「フィァ、うちのクラスからは〝マッスル喫茶〟を提案していたんだけどな」


    「マッスル喫茶？」


    「コーヒー、紅茶を出す際、砂糖の代わりにプロテインを提供するつもりだった。言うまでもなく、つまみはお菓子ではなくササミだ」


    「おいおい……お前それ……超面白そうじゃん！　想像しただけでワクワクが止まらない！」


    　しかしその企画も、鈴すず女じよ側の都合で却きやつ下かされてしまったらしい。


    「マチョ村はいいのか？　自分んとこの企画をやれなくて」


    「別にいいんじゃねーか？　『鈴女と文化祭ってだけで胸筋が膨ふくらむぜー！』ってうちのクラスの連中も言ってたし！　フィァ！」


    「うはは、そんなこと言うのお前だけだろ。……けど行きたかったなぁ、マッスル喫茶」


    「フィァ！　そんなことより一いつ茶さ！　お前、鈴すず女じよのあのお嬢様とはどういう関係だ！　場合によっては頭ず蓋がい骨こつ砕くぞー！」


    「ぐぅあああああ！　ギブギブギブ～～～！　全然痛くないけど！」


    　マチョ村むらの全然痛くないアイアンクローに痛がるふりをしながら、二人は公園脇わきの小道を抜けようとする。


    　すると前方の街灯の下、影を落として佇たたずむ人の姿があった。


    　静しずかと一緒にいた鈴リン深シエンという鈴女生だ。今は静の姿は見当たらないが、鈴リン深シエンはこちらに気づくと近づいてくる。


    「花はな島じま一茶で合ってるよね？　格好が普通になってるからちょっと確信を持てなくて」


    　出し抜けに、鈴リン深シエンは確認してくる。飄ひよう々ひようとした、人を食ったような笑みを浮かべて。


    「そうだよ。キミは奥おく泉いずみと一緒にいた人だよね？　鈴リン深シエンさんだっけ？　なんか用？」


    「あのさーあ、ミスコン辞退してくれないかな」


    　あまりにもスルッと言うものだから、一茶もマチョ村も呆あつ気けにとられて固まった。


    「……え？　なんで？」


    「辞退したほうが身のためだよ？」


    「あー、心配ご無用。俺おれそういうことするキャラだから。イメージダウンにはならないから」


    「そういうことじゃないんだよなー」


    　頰ほおをポリポリと搔かく鈴リン深シエン。


    「辞退しない？」


    「今辞退したら逆にみんなから顰ひん蹙しゆく買っちゃうんでね」


    　一茶のミスコン出場は猿さる男だんの仲間から結構楽しみにされている。一茶としてはその期待を裏切りたくはないし、そもそも自分自身が楽しめそうだからぜひ出場したい。静のことは知らん。


    「そっかー。じゃあ顰蹙買わずに辞退できるようにしてあげるねー」


    　にかっと快活な鈴リン深シエンの笑え顔がお。


    



    　一茶は顔面をぶん殴られた。


    



    「!?」


    　衝しよう撃げきが、顔面から後頭部へ、痛みを伴い突き抜ける。


    　意識が飛びかけ、星が散り、熱い塊かたまりが鼻の奥から迫せり上がる。


    「『大おお怪け我がのためミスコンには出られません』ってなれば、顰蹙買わずにすむでしょ？」


    　鈴リン深シエンの声だけ降ってくる。気づけば一茶は大の字で天を仰あおいでいた。


    「ガハッ！　げほっ！」


    　鼻血が逆流し、溺おぼれかけ、一茶は慌あわてて寝転がり、血を吐き捨てる。


    　そんな一いつ茶さに歩み寄ろうとする鈴リン深シエンの前に、マチョ村むらが立ちはだかる。


    「ちょ、ちょっとお前何してんだ！　フィァ！　フィァ！」


    　テンパりながらもマチョ村は拳こぶしを激しく鈴リン深シエンに叩たたきつける。が、それはレスラーの流儀に則のつとった、魅せる攻撃。


    「あは、何これ？　殴るふり？」


    　鈴リン深シエンはマチョ村の両肩に手をかけると、ぐいっと引き寄せる。同時に、鋭えい利りな膝ひざをマチョ村の腹部に突き刺した。


    「！　…………っ……ぉぇっ……！」


    　マチョ村が、悶もん絶ぜつして膝をついた。いかなる攻撃にも耐えられるよう鍛きたえに鍛え抜いているあのマチョ村がだ。


    「男相手だと手加減しなくていいから楽しいよねー」


    　およそ女の──いや、常人になせる攻撃ではない。マチョ村がリアルに膝をついたところなど、長い付き合いの一茶でも数度しか見たことがない。


    「しばらく病院に入っててもらうよ」


    　次いで鈴リン深シエンは一茶の頭部を両手で摑つかみ、上半身だけ無理やり起こす。


    　体勢ですぐにわかった。先ほどマチョ村を沈めたあの膝蹴げりを、今度は一茶の顔面にぶち込もうとしているのだ。


    　大おお袈げ裟さではなく〝死〟を意識した。恐怖で心臓が張り裂けそうだった。


    　鈴リン深シエンの右膝が折り畳まれる。色白の美脚が、凶悪な鈍どん器きと化す。


    　しかし、


    「鈴リン深シエン！」


    　鋭するどい叱しつ声せいが、鈴リン深シエンの右膝を下ろさせた。一茶も解放され、鈴リン深シエンの背後を見やる。


    　するとそこには、街灯を反射してきらめく金髪──芽メ衣イ・クロフォードが立っていた。


    「あれれれれれ～？　芽衣ちゃんじゃ～ん！　どしたのー？」


    　この二人、仲間なのだろうか。だとしたら最悪だが……どうも様子がおかしい。


    　芽衣が鈴リン深シエンに向ける眼光には、緊張感と恐怖心が滲にじんでいた。


    「そいつは私が痛めつけてやろうと思って尾行つけてたのよ。横取りしないでくれる？」


    「？　なんで芽衣ちゃんがこいつを？」


    「そんなふざけた男が私を差し置いてミスコンに出場するなんて許せないから、この手で痛めつけてやろうって三日前から狙ねらってたのよ」


    （またミスコンか……やっぱミスコンになんかあるくせーな）


    　そう一茶は察したが、今心配なのはそんなことよりもこれから自分がどうなるかだ。


    「ふーん。なるほどー。まぁじゃあ、人も来ちゃったしあとは芽衣ちゃんに任せるわ。ちゃんとその男、病院送りにしといてよね～」


    　通りすがりのサラリーマンが、小道の向こうからやって来る。


    　それを見た鈴リン深シエンはさっさと立ち去り、残った芽メ衣イは緊張の糸が切れたようにふーっと大きく息をついていた。よくよく見ると、汗に濡ぬれた前髪が額ひたいに張り付いている。


    　そうか、俺おれは芽衣にとどめを刺されることになったのか。短い人生だったが晩年は悪くなかったかも──一いつ茶さが十八年に及ぶ人生を振り返っていると、芽衣に手を差し伸べられた。


    　手首辺りがパカッと開いて銃じゆう火か器きでも飛び出してくるのかと思いきや、そうはならなかった。


    「立てる？」


    　もしかして助け起こそうとしてくれているのだろうか。摑つかんだ瞬間感電とかしねーだろうな。一茶がそんな警戒の眼まな差ざしを注ぐと、芽衣はややばつが悪そうに言った。


    「さっきのは言葉の綾あや。ひとまず、今すぐにはあんたをどうこうするつもりはないわ」


    　どうも害意はないらしい。


    〝今すぐには〟という部分は引っかかったが、一茶は芽衣の手を借りて立ち上がる。


    「ねえあんた、奥おく泉いずみ静しずかとはどういう関係なの？」


    　芽衣が訝いぶかしげに問うてくる。


    　一茶は答えた。


    「……それよりティッシュ持ってない？」


    　鼻血はまだとめどなく流れている。そしてマチョ村むらもうずくまっている。


    



    



    「あー、やっと止まった。イッテー」


    　公園の水道で血を洗い流し、ティッシュを鼻に詰め替え続けること十数分。ようやく一茶の鼻血も止まってきた。


    　マチョ村のほうはずーっと腹をさすっている。いまだ痛むというよりは、女の膝ひざ蹴げりでダメージを受けたことへのショックが大きくてしょげているようだった。


    「やれやれ、お互い久しぶりに酷ひどい目に遭あったな。じゃあ帰るかマチョ村」


    「フィァ」


    「ちょっと！　何ナチュラルな流れで帰ろうとしてんのよ！」


    　逃走を試こころみるも失敗。一茶とマチョ村の肩を、芽衣ががっつり引き止める。


    「ああ。悪い悪い。──これお前のティッシュだったな。返すよ、ありがとう。ポケットティッシュなのにすげーいい匂においがしたよ。さすが鈴すず女じよ生せい！　一味違うぜ！　それじゃ！」


    「コラー！　ティッシュなんて別にどうでもいいわよ！　逃げるな！」


    　二度目の逃走も失敗。厄やつ介かい事ごとのにおいがプンプンするからとんずらしようとしたのだが、さすが鈴女生は鋭するどい。


    「私の質問に答えなさい。あんたと奥泉静の関係は？　知り合いだったみたいだけど」


    　だいぶ苛いら立だたしげに芽メ衣イは追及してくる。もう一度すっとぼけたら……さすがに次は殴られるだろうな。


    　あまり話したくはないのだが、やむをえず一いつ茶さは白状した。


    「たぶん、俺おれと奥おく泉いずみは敵対関係ってことになるんだと思う。あいつとは中学が一緒だったんだよ」


    「え？　奥泉静しずかと同じ中学校？　ってことは、海かい稜りよう？」


    「イェ～ス」


    　海稜中学校──日本が誇る最高学力レベルの国立中学校で、エリートコースの代名詞だ。


    「う、噓うそよ！　あんたみたいなバカが！」


    「イェ～イ！　ヒュー！」


    「うるさい！　ほらもうバカじゃない！　言げん動どうが正しよう真しん正しよう銘めいのバカじゃない！　海稜中なんて全国トップレベルの超名門でしょ!?　あんたみたいなバカに通える学校じゃないわよ！」


    「通ってたポゥ！　週五で通ってたポゥ！」


    　芽衣が信じられない気持ちもわかるが、事実は事実だ。


    「……な、なんで海稜に行ってた人間が今猿さる男だんみたいな最底辺の男子校にいるのよ」


    「ざっくばらんに言うと、俺、奥泉に嫌われてたからハメられちまってさ、まともに高校受験できなくて、入試すら必要ないような高校にしか進学できなかったんだ」


    　芽衣ははっと息を呑のみ、同情的な眼まな差ざしを一茶に向けてきた。


    「ハメ、られた……？　奥泉静に？　それで、猿男に……？」


    　詳細は語ると湿っぽくなる。だから割かつ愛あいした。けれどそれこそが、一茶と静の間にある因いん縁ねん。


    「フィァ、一茶が女絡みのトラブルで海稜中から猿男に来たって話は聞いてたが……まさかあのお嬢様がその原因だったとはなぁ」


    　とマチョ村むらが唸うなる。一茶は猿男の連中にも自分のその辺りの過去はあまり話していない。


    「そう、なんだ……それでそのときの恨みがあるから、ミスコンに出場して奥泉静を邪魔してやろうと考えたってわけね？」


    　静といい芽衣といい、どうしてそういう発想に至るのか。一茶はうんざりして否定した。


    「いやいやだから違うって。俺は純粋に文化祭を盛り上げたかっただけ！　あいつがミスコンにエントリーしてるだなんて思いもよらなかったしさ」


    「つまりあんたのミスコン出場は、ただの偶然？　……そっか、じゃあ奥泉静は早とちりしたわけね」


    　芽衣は一人で腑ふに落ちているようだが、一茶としてはいろいろと納得いかないことだらけだ。


    「大体おかしいぞ。なんでミスコンに出場することがそんな大おお袈げ裟さな話になるんだよ。ミスコンなんてただのショー。お遊びだろ？」


    〝お遊び〟──一茶がそう口にした途端、芽衣は下した唇くちびるを嚙かんだ。


    「……そう思ってるのは部外者だけよ。鈴すず女じよ生せいにとってミスコンは──いえ、文化祭というのは高校卒業後の進路を左右する重要なセレクションだから」


    「は？　セレクション？　どういうことだ？」


    「この文化祭で優れた功績を残した鈴女生は、有名大学や大企業から声をかけられる伝統があるのよ」


    「え……マジで？」


    「当然表おもて沙ざ汰たにされてることじゃないけどね。例年の共催相手だった鳳おおとりの生徒ですら、せいぜい知ってても噂うわさ程度でしょ。で、なかでもすごいのがミスコンってわけ」


    「なんだよ。ＴＶテレビ局のアナウンサーにでもなれるってのか？」


    「はっ、そんなもんじゃないわよ。ミスコンで優勝したら、メビーリーグ大学への入学及び名門ソロリティー『フェリックス』への入会が約束されるわ」


    「「ええええええ!?」」


    　一いつ茶さのみならず、マチョ村むらまでもが仰ぎよう天てんした。


    「おい一茶！　メビーリーグ大学って有名なのか!?　あとソロリティーってなんだ!?」


    「やっぱな！　『知らないけどとりあえず驚いときました』ってニオイがプンプンしてたぜ！」


    　メビーリーグはアメリカにある世界最高峰の大学で、そこのフェリックスといったらゆくゆくはアメリカの政界経済界をリードする超絶エリートたちが集つどう社交クラブソロリテイーだ。


    



    



    　芽メ衣イによると、出店で目覚ましい売り上げを叩たたき出したり、展示物や発表で来場者やその手の関係者をあっと驚かせるものを用意したり……文化祭でそういう功績を挙げた鈴女生は有名大学や、各業界最大手企業からの大学卒業後を見み据すえた〝お声かけ〟があるらしい。


    　例年の伝統だった鈴女と鳳の文化祭はほかと一線を画かくしてハイレベルだとされているのだが、それは何も全国トップレベルの二校の共催だからという理由だけではなかったのだ。鈴女生が功績を残して輝かがやかしい進路を勝ち取るために、〝自分たちが楽しむ文化祭〟ではなく〝徹底的に来場者を楽しませる文化祭〟にしようと工夫するからだ。目的意識が根本から違う。


    「なるほど。鈴女の文化祭実行委員の態度にも納得いったわ。そら主導権を握りたいわな」


    「ええ。鳳が相手だと主導権を握るのにも苦労するみたい。言ってみればそこからセレクションは始まってるわけだけれど……今年は相手が猿さる男だんだからチョロいってみんな喜んでるみたいよ。簡単に丸め込めるし、愛あい想そを振りまくだけで勘違いしてくれるからって」


    　猿男の文化祭実行委員には聞かせたくない話だ。あのお淑しとやかな笑え顔がおの裏でそんなふうに言われていたとは。実際マチョ村は今まさにこの話を聞いて凹へこんでいる。


    「本当にあんたが元海かい稜りよう中なら、これで全部わかったでしょ？　奥おく泉いずみ静しずかの思おも惑わくも、目的も」


    「ああ。奥泉はメビーリーグ大学への推薦枠を得るためにミスコンでの優勝を狙ねらってる。そんな折に旧敵である俺おれがミスコンにエントリーしてきたもんだから、俺がその妨害を目もく論ろんでいると思い込んだ。そこでさっきの鈴リン深シエンとかいう女を差し向けて、俺を排除しようとした」


    「そういうことね」


    　なるほど、文化祭にそういう裏があるのなら静しずかが何をしてこようが驚かない。


    　あいつはそういうやつだ。身に沁しみて知っている──。


    「……ん？　待てよ。じゃあお前は何なんだよ。なんで文化祭をぶっ壊そうとしてたんだ？」


    　今までの話の中に、まだ芽メ衣イが登場していない。一いつ茶さが尋ねると、芽衣は悔くやしそうに顔を歪ゆがませ、体を震わせた。


    「……私も、メビーリーグ大学への推薦枠を狙ねらってミスコンの優勝を目指していたの」


    　その一言だけでもう、おおよその察しはついた。


    「けれど、奥おく泉いずみ静にハメられてミスコンの出場資格そのものを剝はく奪だつされてしまったのよ……！」


    　話は一か月ほど前に遡さかのぼる。


    　何の前触れもなく、人通りの多い駅前で、芽衣は鈴リン深シエンに襲おそわれたそうだ。


    　芽衣も自衛のため応戦。ほとんど一方的に芽衣がやられたらしいが、芽衣も手を出した事実により二人まとめて警察沙ざ汰たに。補ほ導どうというかたちであったため司法のお咎とがめはなかったものの、学校からのお咎めは二人に等しく下された。


    　暴力行為による一週間の謹きん慎しん処分。同時に文化祭実行委員に告げられた。


    　鈴すず之の院いん女子の顔を決めるミス・コンテストに、謹慎処分者が出る資格はなしと。


    　鈴リン深シエンが静の忠実なる下げ僕ぼくであることは周知の事実。静が芽衣を陥おとしいれるために鈴リン深シエンをけしかけたのであろうことは火を見るよりも明らかだった──。


    「あらら。そしたらもう自力でメビーリーグ大学を目指すっきゃねーな」


    　気安く言う一茶に、芽衣はものすごい剣幕で怒鳴る。


    「無理に決まってるでしょ!?　鈴女で成績上位の奥泉静ですら一般入試での入学は諦あきらめてミスコンに懸かけてるのよ!?　ただでさえ落ちこぼれの私が自力で行けるわけないじゃない！」


    「情けないこと言いながら怒んなよ！　……っていうかお前落ちこぼれだったのか。ウケる」


    「～～～！　うっさい！　最底辺の猿さる男だん生せいに落ちこぼれとか言われたくない！　死ね！」


    「死にまっしぇ～ん。……まぁでも大体わかったわ。ハメられてミスコンにすら出られないなら、いっそ文化祭そのものをぶっ壊してやらーってわけだな。そうすりゃ奥泉のメビーリーグ行きも邪魔出来るかもしれねーもんな。そんでその手段として、俺達を襲ったと」


    「ええ……。あんたらをボコボコにしたうえで、猿男に文化祭の中止を要求する脅きよう迫はく状じようを送るつもりだったわ」


    「おいおい脅迫状ってお前……なんつー発想に至りやがる。本当にお嬢様か？」


    　実行しかねないのがまた怖いな……とか一茶が戦せん慄りつしていたら芽衣がぽつり。


    「鳳おおとりはそうやって共催相手から辞退させたのに……」


    「ってもうすでに実行に移してた!?」


    　共催相手が鳳おおとりから猿さる男だんに変わったのは芽メ衣イが原因だったらしい。


    「んなことしねーで直接奥おく泉いずみを襲おそえよ！」


    「あんなバケモノみたいな女が付きっきりなのに手を出せるわけないでしょ！」


    「「確かに」」


    　今しがたその鈴バケ深モノに襲われただけに、マチョ村むらと一いつ茶さは同意せざるを得ない。


    「けど、だからって猿男生を襲うのも勘弁してくれよ。無駄だから」


    「無駄？」


    「うん。何があっても文化祭は強きよう行こうするって奥泉に釘くぎ刺されたぞ俺おれ。そうか、今にして思えば奥泉はこのことを言ってたんだな」


    「そんな……」


    　文化祭開催阻そ止しという静しずかへの報復ができなくなったことを悟り、芽衣は悄しよう然ぜんとうな垂れる。


    「……そんなにメビーリーグへの推薦枠が欲しかったのか？」


    「当然でしょ!?　メビーリーグ入学なんて将来が約束されたようなものだし、どこに出しても恥ずかしくない、優秀で価値ある人間の証じゃない！　あんたも元海かい稜りよう中ならそれがいかに大事なことかわかるでしょ!?」


    　無念、やるせなさ、不安、絶望──それらがこもった悲痛な叫び。


    　実は一茶には、芽衣のそういう気持ちがすごくよくわかる。わかるからこそ、「けどな、芽衣？」と掛けてやりたい言葉もあって、のどまで出かかっていた。


    「…………」


    　けれどその言葉はきっと、今の芽衣には伝わらない。確かな実感を伴わせないと届かない。


    　それもわかる。すごくよくわかる。だって、自分と芽衣はそっくりだから。


    　だから──、


    「よし決めた！」


    「……何よ急に」


    「俺さ、正直ミスコンは出オチでいいと思ってたんだよ。男ってのがバレバレのひっでー女装でステージ上がってさ、一笑い取れればそれでいいかなって思ってた。けど方針をちょっと変える。本気でミスコン優勝を目指すわ」


    「……は？」


    「だからお前も手伝えよ。憂うさ晴らしには持ってこいだぜ。文化祭をぶっ壊すよかよっぽどな」


    　ミスコン優勝という、大マジでやる悪ふざけ──一茶はそれに、芽衣を巻き込むことにした。

  


  
    　


    


    第三章　合コンモンキー


    



    　クロフォード家に生まれた芽メ衣イには、幼少から叩たたき込まれた哲学がある。


    　エリートこそが価値のある人間であり、そうでない者は無価値な人間だという哲学だ。何の取り柄えもない代だい替たい可能な人間に、存在価値などない。


    　だから芽衣は小中高と全国トップレベルの学校へ進んだ。いわゆるエリートコースというものを歩んでいた。


    　しかしエリートコースというのは平へい坦たんな道ではない。階段だ。現状の高みを維持するだけでは凡ぼん百ぴやくの有う象ぞう無む象ぞうと何ら変わらない。ステップアップし続けることが、エリートの条件だ。


    　けれど芽衣は奥おく泉いずみ静しずかにハメられて、エリートコースという階段を踏み外した。


    　その瞬間、芽衣はエリートではなくなった。無価値な人間になった。


    　無価値になった私はなんて惨みじめなのだろう──敗北感と劣れつ等とう感に苛さいなまれた。


    　無価値になった私にはどんな未来が待っているのだろう──悲観と不安と絶望で、胸が押し潰つぶされそうだった。


    　そして芽衣は奥泉静への復ふく讐しゆうに走った。


    　私は、私を無価値に貶おとしめたあいつのことを絶対に許さない。


    　あいつが私にそうしたように、私もあいつを邪魔してやる。


    　芽衣は鳳おおとりの文化祭実行委員を調べ上げ、襲しゆう撃げきし、両校に文化祭の中止を要求する脅きよう迫はく文ぶんを送りつけた。


    



    　鳳との合同文化祭が急きゆう遽きよ中止になったという一報が鈴すず女じよ内を駆かけ巡ったとき、芽衣はどす黒い痛快感に痺しびれた。ほかの鈴女生がなぜそんなことにと悲嘆に暮れるなか、事情を知っている芽衣だけは口端がつり上がらないように抑えるのに必死だった。


    　けれどその後、別の共催相手として野や猿えん峠とうげ男子を迎えることになったと聞いたとき、芽衣はほかの鈴女生と一緒になって啞あ然ぜんとしてしまった。


    　猿さる男だんといえば鳳とは正反対の、最底辺の男子高。鈴女入学時のガイダンスで、「駅などで接近せざるをえないだろうが、猿男の生徒には極力関わるな」と教師から注意を促うながされるほどの悪あく名めい高さだ。


    　だというのに、なぜ今年に限ってそんなところと文化祭を？　──鈴女生の動揺は、不安とも不満とも、好奇心とも取れない浮うわついたものだった。芽衣自身、なぜ猿男になったのかは見当がつかない。


    　けれど一つ言えることがある。


    　猿男生は鳳生とは違い、およそ大勢の無価値な人間の中で一際無価値であるどころか害悪ですらある人間のクズ、社会のゴミどもだ。


    　だからどんなに傷つけようが構わない。


    　実際芽メ衣イが鈴すず女じよで猿さる男だん生せいを見たとき、彼らはいかにも頭が悪そうで、悩みも何もなさそうだった。所しよ作さにも品や教養のなさが滲にじみ出ていて、ずーっとヘラヘラしていて、嫌けん悪お感しか抱いだけなかった。


    　そもそもあのセーラー服を着ている男は何だ。いったい何を考えてあんな格好をしているのだ。


    　気持ちが悪い。気き色しよくが悪い。胸がムカムカし、獰どう猛もうで凶暴な衝しよう動どうに駆かられた。


    　彼らをぐちゃぐちゃに壊して、鳳おおとり同様に文化祭を中止に追い込んでやろう──そう思って男子トイレのドアを蹴けり開けたはずだった。


    



    　なのに今、芽衣は猿男の校門前まで来ていた。


    　いや、この数日も猿男には来ていた。彼らをぐちゃぐちゃに壊すために。


    　けれど今日きようは、その目的がまるで違った。


    



    「よお来たな。まぁ立ち話もなんだし入れ」


    



    　花はな島じま一いつ茶さ、エド、マチョ村むら、フッティー……ぐちゃぐちゃに壊してやろうと思っていたその四人に、芽衣は仲間として招き入れられていた。


    



    



    「ねぇ、本当にいいの？　来校の手続きとかしなくて」


    　芽衣は心配になって尋ねたが、一茶はヒラヒラと手を振るだけだった。


    「平気平気、うちその辺ユルいから。よく野良猫とかハクビシンとかも勝手に入って来るぜ」


    「人を動物扱いするな猿」


    　俺おれがミスコンで優勝する。そうすればお前にとっても静しずかへの意い趣しゆ返しになるはずだ。だから手伝え──と一茶に誘われたその翌日、芽衣はこうして猿男に来ていた。


    　普通他校の生徒が来訪した際は相応の手続きをとるものだが、普通に校舎内に通された。この学校は防犯の意識というものが希き薄はくなようだ。


    「それで、どうやって男のあんたがミスコンで優勝するつもり？」


    　昨日きのうは静への報復の術すべをなくした直後で心が折れかけていたせいか、芽衣には一茶のアイディアがもっともらしいものに聞こえていた。しかし一晩経たって冷静になってみると、男がミスコンで優勝を目指すなんてとんでもなく見当外れで滑こつ稽けいで実現も困難なことのように思えてきた。


    　だから廊下を歩きながら、芽衣は早速本題を切り出したのだが……、


    「…………」


    　誰も何も答えなかった。


    「ねぇ、ちょっと、なんで黙ってるのよ。まさか無策？」


    　芽メ衣イは胡う乱ろんな眼まな差ざしを四人に注ぐ。一いつ茶さ、エド、マチョ村むらの三人がわざとらしく笑い出した。


    「よーよーエド、俺おれたちが無策だと思われてんぞ。言ってやれよ」


    「ああ、実に心外だ。ナンセンスだ。なぁマチョ村」


    「フィァ！　俺が奥おく泉いずみ静しずかの控ひかえ室に襲しゆう撃げきをかけて、リングに上がれなくしてやるぜええええ！」


    「は？　奥泉静にはあの鈴リン深シエンがついてるって話はしたわよね？　もう忘れたの？　バカ？」


    　冷淡に芽衣が吐き捨てると、マチョ村は心底傷ついたように肩を落とした。


    「……レスリングジョークなのに……」


    「なんだ、ジョークだったの。どのみちくすりとも笑えなかったけど」


    　すると一茶がくさしてくる。


    「おいおい、いい加減マチョ村のキャラを摑つかんでやれよ。こいつはヒールレスラーを演じてはいるけど一応は良識人だ。この分厚い筋肉に覆おおわれてるのはガラスのハートだぞ」


    「知ったこっちゃないわよ！　あーもー！　あんたたちの無駄口は本当にイライラするわ。必要なこと以外は喋しやべらないでくれる？　そっちの人を見習ったら？」


    　と、芽衣が指さしたのはフッティーだ。必要なことどころかいまだ声を発しているところすら見たことないが、一茶らに必要なのはこの落ち着きだ。寡か黙もくさだ。芽衣としてはこのフッティーという少年には非常に好感が持てる。しかし、


    「…………」


    　フッティーは芽衣に指をさされた瞬間、急に機敏かつ奇怪な動きで踊り出した。


    「!?　なんかこの動き、テレビで見たことある！　あ、アイドルファンが踊ってるあれだ！　ってそんなことはどうでもよくて！　なにそれ当てつけ!?　無駄なことをするなって話をしてたのに、無意味にわさわさ動くな鬱うつ陶とうしい！」


    「…………」


    　無駄にキレが良くてやたらうまいのがことさら鼻につく。芽衣が怒鳴ると、今度は逆にフッティーが不満げに芽衣を指さし、一茶らを振り返っていた。


    「なによその、『怒られたの納得いかないんですけどー。みんなどう思うー？』みたいなジェスチャーは」


    　そしてフッティーの訴えに、一茶らはうんうんと同調していた。


    「ああ、大丈夫だフッティー。お前は何も悪くない。俺ら的には今のは振りにしか聞こえなかったよな。今のは暗に『踊れ』って言ってるようなもんだった」


    「何が振りよ。バッカじゃないの」


    　策もなく、真剣味の欠片かけらも見当たらない。ただただ不愉快。


    　こんなやつらと一緒にいたってミスコン優勝も静しずかへの報復もできるわけがない。


    　芽メ衣イはもう見切りをつけて帰ろうとした。しかし、


    「けどよぉ一いつ茶さ、レスリングジョークも通じないようなじゃじゃ馬娘をガガ彦ひこのところに連れてって大丈夫か？　ただでさえガガ彦はこういうのに乗っかってこないのに、余計な衝しよう突とつを起こすだけなんじゃねーか？」


    「だいじょぶだいじょぶ。何だかんだであいつも女好きだし、事故ったって何とかなるよ」


    「……ま、それもそうか。フィハハ」


    　マチョ村むらと一茶が、何やら意味ありげな話をし出した。


    「ガガ彦って誰よ」


    　芽衣の問いに、エドが嘆たん息そくしつつ眼鏡めがねを押し上げる。


    「やれやれ。鈴すず女じよ生せいのくせにガガ彦も知らんのか。猿さる男だんの三年生で知らない者はいないぞ」


    「知ってる範囲すごい狭いじゃないのよ！」


    　エドに代わって一茶が続ける。


    「ガガ彦はうちの手芸部のボスでさ、〝美〟へのこだわりが半端なくて、コーディネートやらメイクやら、裁縫やらのスキルがずば抜けてんだ。だからガチでミスコン優勝を狙ねらうならガガ彦の腕が不可欠なんだよ。あいつなら、きっと俺おれのことも美少女に変身させてくれる」


    「あんたを？　あの、昨日きのうまでのふざけた女装ではなくて？」


    　今でこそ普通に学ランで男の格好だが、昨日までの一茶の女装はひどかった。明らかにウィッグだとわかったし、腕毛もスネ毛も未処理でボーボーだったし。まぁ、顔立ちだけはわりと中性的で整ってはいるが……。


    「あれは出オチのウケ狙いだからわざとお下げ劣れつな女装にしたんだよ」


    　お下劣と自覚しつつ人前であんな格好ができるだなんて、この男には羞しゆう恥ち心しんやプライドというものがないのだろうか。


    「そのガガ彦って人、そんなに腕がいいの？」


    「ああ。だから機嫌を損ねないようにしてくれよ。ＯＫ？」


    「ふーん。なんだ一応考えはあるんじゃない。それならそうとなんですぐに言わないのよ」


    　さっきの無策ぶってたやり取りはなんだったのか。


    「事務的会話も混ぜっ返してネタにする。それが俺たち猿男生の流儀であり美学だ」


    「はぁ？　バッカじゃないの」


    　そんな不合理なことをしているから最底辺なのだと、芽衣は内心で納得した。


    



    



    　猿男生に好奇の目で見られつつ、「ミスブロンドだ」「ミスブロンドが猿男に！」などとひそひそ囁ささやかれつつ、芽衣は家庭科室にまで連れてこられた。


    　ルームプレートには家庭科室とある。


    「ちょいーんす。ガガ彦ひこいるか～？」


    　案の定というか何というか、男子校なだけに手芸部は閑かん散さんとしていた。というか中には一人しかいなかった。


    「んー。今手が離せないから少し待ってくれ」


    　部屋の奥、ダダダダダとミシンで何かを縫ぬってる彼がガガ彦なのだろう。


    （あれ？　なんだ。案外普通……）


    　一いつ茶さやマチョ村むらの口ぶりからするにもっとアクが強く、見かけからしてアレなのかと芽メ衣イは思っていたが、ガガ彦は普通に学ランを着て、髪型はロン毛だが清潔感はあり──……、


    「ん、一段落ついた。何か用か？」


    　と、ガガ彦はすっと立ち上がった。


    　学ランの丈が胸までしかなかった。


    「学ラン短ーっ！　長なが袖そでのスポーツブラみたいになってるじゃない！　気持ち悪！」


    「んー」と悩ましげに前髪をいじるガガ彦。


    　しかもその短ランの下にＴシャツなどを着ていないらしく素す肌はだ──……。


    「ってよくよく見たらその学ランもボディペインティングじゃないのよ！　気持ち悪！」


    　そもそもその学ランは服ですらなかった。絵だった。意味がわからない。
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    「ん、ん、んー」とさらに悩ましげに前髪をいじるガガ彦ひこ。


    　そのファッションにツッコむなというほうが無む茶ちやな話だが、どうやらそれが、ガガ彦の神経に障ったらしい。


    「んー……トイレ用洗剤で顔を洗って出直せブス」


    　ガガ彦の第一声には、苛か烈れつなまでの芽メ衣イへの敵意が見て取れた。


    「な!?　な!?　なあああ!?　誰がブスですって!?」


    「んー、身も心もブス。女の嫉しつ妬とは実に醜みにくい。ブス！」


    　しかもこの、アンニュイな表情から繰り出されるミュージカルめいた抑よく揚ようの悪態と来たら憎たらしいことこの上ない。


    「うはは。おい、出合い頭がしらの事故起きたぞ」「フィーッハッハ。さすがじゃじゃ馬娘」「ふっ、期待を裏切らんな」「…………」


    　一いつ茶さたちは一茶たちで何やらこそこそ笑っているのが輪をかけて腹立たしい。


    「いつ私があんたに嫉妬したっていうのよ!?」


    「ん。俺おれの美しさに嫉妬するあまり『気持ち悪！』なんて下品な言葉が出てしまったんだろ？　そういう心がまずブス。身に関してもいろいろあるが……単純に目つきがブス。戦場帰りのようなその鋭するどい目つき……んブス！」


    「～～～～！」


    　嫉妬なんて芽衣には微み塵じんもなかったし、それに何より目つきのキツさは芽衣の密ひそかなコンプレックスだ。それを指摘されたとあっては芽衣もヒートアップせざるをえない。


    「な、こ、こいつ！　人が気にしてることをズケズケと～！　あんたこそ何なのよそのボディペインティング！　──ってよく見たらズボンもピッチピチで丈短いじゃない！　しかも靴はハイヒールパンプスぅ～!?　なんで男がヒール履はいてんのよ！　意味わかんないんだけど！　超悪趣味！　全ッ然美しくなんかないわよ！」


    　改めてその全身を見てみるとヤバすぎるファッションセンスだ。絶対並んで歩きたくない。


    　しかしガガ彦は芽衣の罵ば倒とうにも動じない。むしろ芽衣に憐あわれみの目を向けてくるのだった。


    「んんん……また一人、俺の圧倒的美による被害者が出てしまったか……。俺という光が眩まぶしすぎるせいで、君のような陰を産み落としてしまった。この美しさは罪だ……生まれてきてごめんなさい。俺という存在のせいですべての人間が──いや、森しん羅ら万ばん象しようが俺の美の引き立て役になりさがってしまった！　そのことに怒り、俺をやっかみたくなる気持ちもわかる！　すまない、戦場帰りブス！」


    「…………」


    　もはや言葉もない。こんなにも傲ごう岸がん不ふ遜そんな「生まれてきてごめんなさい」は初めてだ。これもまた猿さる男だんノリのギャグで言ってるのかなと芽衣は思った。


    　けど違った。この男はマジだ。


    「んん!?　いけない！　ブスの見すぎで美のゲシュタルト崩ほう壊かいを起こしそうだ！　何か美しいものを見て美の基準を保たねば！　どこか……どこかに美しいものはないか!?」


    　いきなりパニックを起こしたかと思うと、近くに立てかけられていた姿見に吸い寄せられていくガガ彦ひこ。そして、


    「んふ……鏡の中に美、見～つけた」


    　鏡の中の自分と見つめ合い、恍こう惚こつの表情を浮かべるのだった。


    　この男、本物の勘違いナルシスト野や郎ろうだ。


    「んー。危ないところだった。美のゲシュタルト崩ほう壊かいはかろうじて免まぬがれた。──さて戦場帰り、お近づきの印しるしにこれを贈ろう。きっと似合うよ。目出し帽」


    「これで顔を隠せってかクラァ！」


    　芽メ衣イはガガ彦にローキックを叩たたき込む。へにゃりと崩れ落ちるガガ彦。


    「んん……おっといけない。目出し帽では肝かん心じんの目が剝むき出しだった……はい、アイマスク」


    　ローキックで蹴けり崩したはずなのに悪口が止まらない！　無駄に打たれ強い！


    「「「……ぷぷー、クスクス……」」」「……！」


    　さっきからコソコソ忍び笑いしてる一いつ茶さたちに、芽衣は怒鳴りつける。


    「ちょっと花はな島じま一茶！　あんたまた私のことからかってるわね!?　こんな男が、あんたを美少女に仕立て上げることなんてできるわけがないでしょ！」


    「んんん。美少女？　いったい何の話だ一茶」


    「いやー、実はさガガ彦」


    　そしてようやく一茶はガガ彦に事のあらましを語る。


    　静しずかのこと、芽衣のこと、ミスコンで優勝したいこと──黙って聞いていたガガ彦だったが、一茶の話が終わるやいなや、


    「んー、断ことわる」


    　即答だった。


    「美を競い、美に優ゆう劣れつをつけるミスコンは好きだ。だが、俺おれの美的センスをまるで理解できてないブス揃ぞろいなんだろう？　鈴すず女じよは」


    　と、ガガ彦は意味ありげな視線を芽衣に送ってくる。要は芽衣に自分の美的センスを害されたことを根に持っているのだろう。


    「俺の美的センスを鈴女のブスどもに披露する……それはたとえるなら、ピカソの名画を小学生に評価させるようなもんだ。……意味はわかるな？　相手が小学生とはいえ、バカにされたらピカソだって筆で殴りかかる」


    　ガガ彦はそう言うと、これで話は終わりだとでも言いたげに再びミシンに向かってしまった。


    「!?　……なんであいつミシンでスルメを縫ぬい合わせてるの？」


    　よく見るとガガ彦が縫っていたのはスルメだった。間違いなくイカのあれだ。


    「たぶんレディー・ガガの生肉ドレスにインスパイアされて作ってるんだと思う。実際この前は生肉縫ぬってたし。──ってかほらー、ガガ彦ひこへそ曲げちゃったじゃん。さっきちゃんと注意したのに。機嫌損ねないようにしてくれよって」


    「べ、別にいいじゃない。──っていうかこんなやつなら事前にそうと言っときなさいよ！　……あ、まさかあんた、面白がってわざと説明しなかったんじゃないでしょうね？」


    　何にせよ、こんなわけのわからないナルシストがミスコン優勝に必要だとは芽メ衣イには到とう底てい思えない。スルメのどこが美しいのかと。アホかと。


    　しかし一茶は言う。


    「鈴すず女じよのミスコンってさ、可愛くなくても優勝できちゃうもんなの？」


    「……可愛いだけでも無理だけど、まぁ最低条件としてそこそこ容姿が良くないと無理ね」


    「だろ？　なんだかんだで容姿は大事なわけでしょ？　だったらガガ彦に力を借りないと」


    　冗談でしょと芽衣は一いつ茶さを見るが、一茶の目は本気だ。芽衣は大きく嘆たん息そくし、そして折れた。


    「私にどうしろと？　あいつに頭下げろって？」


    　芽衣が尋ねると一茶はニカッと笑い、そしてガガ彦の肩に組みかかる。


    「おーいガガ彦～、頼むよ、力貸してくれよ～」


    「んんん。すり寄るなブサイク。ほかを当たれ」


    　一茶がブサイク呼ばわりされているのを見て少しだけ留りゆう飲いんが下がった私は性格が歪ゆがんでいるのかしらと、芽衣はちょっとだけ複雑な気分になった。


    　つれないガガ彦に、なおも一茶はめげない。


    「確かに芽衣はお前の美的センスについていけてない。けどお前、芽衣の化粧っ気のなさからしても美容に気を遣ってないんだろうなーってのはひと目でわかるだろ？　意識が低いんだよ芽衣は。美に対して。だからお前のことも理解できない」


    「ん。そういうことだろうな」


    　散々な言われようだ。芽衣は文句を言ってやろうと思ったがエドとマチョ村むらに止められた。


    「けどな、芽衣がそうだからといって鈴女生全員がそうとは限らない。たまたま芽衣はお前のことを理解できなかったけど、鈴女生の中には美的センスが洗練された子も当然いるわけだ」


    「……ん、まぁ、もしかしたらいるかもな」


    「芽衣がお詫わびに、そういう女の子を何人か紹介してくれるってさ」


    「な、なー!?」


    　何を言ってるんだと芽衣が口を挟もうとしたが、やっぱりエドとマチョ村に止められた。


    　一茶の好き勝手な交渉は続く。


    「お前のその美的センスを理解してくれる子たちとさ、ファミレスでお喋しやべりして、盛り上がったらボウリングやらカラオケやら行ったりしてな」


    「ファミレス、ボウリング、カラオケ……んんん。それはまるで、合コンみたいじゃないか？　ん？　ん？　ん？」


    　アンニュイフェイスのガガ彦ひこがグイグイ食いついてくる。妙なところで俗っぽいやつだ。


    「ん。俺おれはちゃんとその合コンでちやほやされるんだろうな？　俺はちやほやされたいんだ」


    「もちろん。だからそういう場をセッティングする代わりに、ミスコンに協力してくれるな？」


    「んー……いい加減、猿さる男だんのブサイクどもに囲まれるのにも飽きていたところだ」


    　ガシッ──一いつ茶さとガガ彦、二人の間で交わされる固い握手。


    「というわけでお前ら……鈴すず女じよ生せいと合コンするぞ！」


    「「うおおおおおおおおおおおおお！」」


    　一茶の高らかなる宣言に、エドとマチョ村むらの熱い雄お叫たけびが重なった。フッティーはフッティーで無言ながらもバンザイしている。


    「……何それ」


    　盛り上がる猿男生を、芽メ衣イは白しらけた目で見ていた。


    



    



    　土曜日の昼食時、一茶はエド、マチョ村、フッティーの三人とともに駅近くのファミレスにいた。鈴女との合コンのためだ。ガガ彦からは少々遅れるとのメールが先ほど届いたが、女性陣もまだ来てないし、ちょっとの遅刻くらいは問題ない。


    　十人掛けの大きなテーブルに、横一列で座る一茶たち。時間からしてもうあと数分もすれば鈴女生がやって来るはずだ。


    「フィァ♪　フィァ♪　フィァ♪」


    　ハンドグリップをにぎにぎしながら、時折思い出したように制せい汗かん剤ざいを吹きかけるマチョ村。


    「ちょ、マチョ村くさいくさい！　ふはははは！　あとギチギチギチギチうるさいぞまったく。これだからマチョ村は。ふははははははは！」


    　そして箸はしが転んでも笑いそうな勢いの、超絶上機嫌のエド。


    　ガガ彦も鈴女生との合コンを楽しみにしていたが、この二人のワクワクっぷりも相当だ。


    「ふふふ、くっくっく。ところで一茶、相手方はどんな子が来るのだ？」とエド。


    「えーっと、前情報によると帰宅部一人に元バドミントン部と元吹すい奏そう楽がく部と文芸部が一人ずつだそうだ。それに芽衣を加えて計五人」


    「「おぉー！」」


    「うはは。『おぉー！』って、何に対する驚嘆だよ」


    　するとエドが得意気に眼鏡めがねを押し上げる。


    「文芸部の子は俺がもらうぞ。本の話で盛り上がれそうだ」


    「エド、本なんて読まなくね？」


    　一茶がツッコむと、エドは尻しりポケットからラノベを取り出した。ドヤ顔で。


    　まぁそんなことだろうとは思ったが……一応ツッコんでおく。


    「お前大丈夫かそれー。お嬢様はラノベを読まないんじゃー？」


    「ふふ、ラノベはこう見えて非常に勉強になるのだ。だからきっとお嬢様も読んでいる。対象年齢は大学生以上にもなっているんだぞ。ほら、たとえばここを見ろ。俺おれたちが習ったこともない、辞書にも載っていないような漢字の読み方をしているだろ？」


    　エドの指先には〝精霊の詠唱省略エレメンツスペルキヤンセリング〟だの〝紅月の魔剣ブラツドムーンサタンソード〟だのといった記述が……。


    「…………」


    「たぶん、こういう読み方は大学に行ってから習うのだと思う」


    「……なるほど、そうきたか。エドってホント頭柔らかいよな」


    　たぶん大学に行ってもこういう読み方は教えてくれない。


    「フィァ！　エドが文芸部にいくなら俺は吹すい奏そう楽がく部の女を食ってやるぜ！」


    「お、意外。マチョ村むらはてっきり運動部系がタイプかと」


    「確かに俺自身の好みは運動部系の女だ。だが、吹奏楽の女っていうのはスポーツマンが好きなんだ。自分にはないものを求めるからな。つまりここでは俺の好みを優先してバドミントン部にいくよりも、吹奏楽部を狙ねらったほうが勝算は高い！」


    「……おう、そうか。頑張ってくれ」


    　勘違いを前提としてるその打算は危険すぎるが、一いつ茶さはあえて放置。


    「フッティーは？」


    「…………」


    　最後にフッティーに尋ねてみると、フッティーはケータイでお気に入りのアイドルの画像を見せてきた。


    「その子は一〇〇〇％来ない！」


    　断言したら、フッティーはガッカリしてふて寝してしまった。


    「フィァ～、けどよぉ、いくら鈴すず女じよとはいえ全員が全員可愛いわけはねーよな。すっごいブスが紛まぎれ込んでたらどうするよ。っていうか全員ハズレだったらどうするよ。えぇおい」


    　マチョ村がそんなことを言い出した。


    「まぁな。一応芽メ衣イにはカワイイ子を連れてこいって言っといたけど、女が言う〝カワイイ〟ほど当てにならないもんはないもんな」


    　と一茶が繫つなぐと、エドの眼鏡めがねがキラリと光った。


    「ふっ、知れたこと。たとえブスが来たとしても、紳士としてガッカリ感はおくびにも出さずに優しく丁てい重ちようにもてなしてやろうではないか。猿さる男だんで鍛きたえたトークスキルを惜しまず発揮し、楽しいひとときを提供してやろうではないか。それこそが男の甲か斐い性しようというものだ。……む、しかしあれだな。下へ手たにブスに優しくして、勘違いされてしまっても厄やつ介かいだな」


    「フィァ！　そんなときは任せろ！　この俺がブスの顔面に毒霧噴きかけてやる！」


    　そう言ってマチョ村は、常備しているピルケースから毒霧のもと（オブラートで包んだ緑色の粉末）を口内に仕込み、エドと二人で高笑いするのだった。


    「「うっひゃっひゃっひゃっひゃ！」」


    「……水を差すようで悪いけど、逆にこっちがハズレと思われる可能性もお忘れなく」


    「!?　い、嫌だー！　ハズレとか思われたくない！　どうしよう一いつ茶さー！」「フィアー！　急に怖くなってきたぞ！」


    　そうして猿さる男だん生せい四人ではしゃいでいると、


    「何を騒いでるのよ。周りのお客さんに迷惑だし恥ずかしいからやめて」


    　ふいに芽メ衣イの声が降ってきたので振り向き──一茶は固まった。


    「？　何よ。何かついてる？」


    「……いや別に。時間ピッタリだなって思って」


    　適当にごまかしたが、実は一茶は今不覚にも、芽衣に見み惚とれてしまっていた。


    　今日きようは休日だから全員私服。一茶たちもそうだし、芽衣もそうだった。芽衣は本当にオシャレに興味がないのか、地味といえば地味な服装だ。


    　けれど着る人間によって、〝地味〟は〝シック〟という褒ほめ言葉に変換される。


    　その点芽衣はとてもシックな装よそおいで、めちゃくちゃ可愛いかった。これで凶暴でさえなければなぁと、一茶は残念な気持ちになる。


    「あら？　あの勘違いナルシストは？」
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    「ちょっと遅れるから先に始めててくれってさ」


    「あいつのために開いてやったのに、何なのよもう。──あ、こちらが今日きようあんたらなんかのためにわざわざ時間を割いてくれた四人」


    　芽メ衣イの背後には四人の少女が控えめに佇たたずんでいた。今回の合コン相手の鈴すず女じよ生せいだ。


    「「「「こんにちは～」」」」


    「…………」


    　鈴女陣四人はお淑しとやかながらも愛あい嬌きようよく挨あい拶さつしてくれる。片や猿さる男だん陣じんは無言で固まった。


    「ちょっと、黙ってないで挨拶くらいしなさいよ。それと、彼女たちに失礼なことしたら即退場させるからね。いーい？」


    　合コン相手は猿男陣の期待をはるかに上回る、芽衣に勝まさるとも劣おとらない美少女揃ぞろいだった。


    「…………ごくり」


    　一いつ茶さの隣で、マチョ村むらが毒霧のもとを飲み込むのが聞こえた。


    



    



    　鈴女陣が来た途端、エドもマチョ村もすっかり借りてきた猫のように大人しくなってしまった。普段口先で美少女を連呼していても、いざ実物を前にすると緊張して萎い縮しゆくしてしまうのが猿男生なのだ。かくいう一茶も少し緊張している。


    　そして平常時ですら猿男生はよくトチるのに、緊張時でやらかさないわけがなかった。


    「本をお読みになられるのですか？　私も好きなんですよ。どういったものを？」


    　お互い自己紹介もすみ、文芸部の子からエドへの一発目の質問。


    「こ、高校生が読むにはいささか敷居の高いものなので、果たして趣味が合うかどうか……」


    　一茶が止める間もなく、エドは堂々とラノベを渡してしまった。


    　アニメのような表紙にまず文芸部の子は目を丸くし、パラパラめくって──どエロい挿さし絵えで硬直した。エドが読んでいたのはファンタジー世界を舞台にしたエロコメだったのだ。


    「た、確かにこれは、高校生が読むには敷居が高いですね……性的な意味で……」


    　悪気はないはずだがエドがしたことは完全にセクハラだ。


    　赤面し、ちょっと涙さえ浮かべている文芸部。


    　異変を察し、エドのラノベをチェックする芽衣。


    「……エド、ちょっと」


    「なんだ」


    　芽衣はエドを呼び出し、二人でどこかへ消えたかと思うと、やがて芽衣だけ帰ってきた。


    「エドは？」


    「おなか痛いから帰るって」


    （腹パンか？　エドに腹パンしたんか!?）


    　開始数分で早くも一人目の脱落者が出てしまい一いつ茶さが戦せん慄りつしていると、店員がドリンクバーのコップを運んでくる。それを、横からマチョ村むらがかっさらって吼えた。


    「フィーッハッハ！　お前らのコップは全て俺おれが預かった！　飲み物なら俺が全員分持ってきてやるから、お前らは楽しくお喋しやべりでもして首を洗って待っていろ！　フィァ！」


    　エドの退場で流れた不ふ穏おんな空気を払ふつ拭しよくするように、マチョ村が率そつ先せんして動く。


    （おお！　ヒールな口調はあれだけど気が利くじゃねーかマチョ村！　それだよそれ！）


    　しかし感心したのも束の間、マチョ村が持ってきた鈴すず女じよ陣じんの飲み物を見て、一茶は嫌な予感がした。鈴女陣はアイスコーヒーかアイスティーかをリクエストしたのだが、そのどちらもすでにミルクと砂糖が入れられた状態で運ばれてきたのだ。


    　ややありがた迷惑だがこれもマチョ村の気遣いなのだろうと、鈴女陣は顔を見合わせながらもそれらを飲んで──眉まゆをしかめて固まった。


    「……ねえマチョ村、あんたこれ、何混ぜた？」と芽メ衣イが尋ねると、


    「ぷ、プロテイン！　レスリングジョーク！　フィーッハッハッハー！」


    　マチョ村の若じやつ干かん無理した感じの笑い声が、店内に虚むなしく響いた。


    　わかるぜマチョ村、渾こん身しんのジョークで場を盛り上げようとしたんだよな。幻まぼろしと消えた名企画〝マッスル喫茶〟を再現したかったんだよな──一茶は内心で涙を流す。


    「……あんたも、ちょっと」


    　しかしその目もく論ろ見みは叶かなわず、マチョ村もまた芽衣にどこかへ連れていかれ、帰らぬ人となった。


    　とんでもない合コンに来てしまった。開始から十分も経たたないうちに二人も脱落するとは。


    　エドとマチョ村のせいで完全にシラけかけた場の空気だったが、しかし、それに歯止めをかけたのはなんとフッティー。


    　手持ち無ぶ沙さ汰たのフッティーが、紙ナプキンでバレリーナを、おしぼりでアヒルを、箸はし袋ぶくろで犬を作り始めてそれが鈴女陣に大ウケ。ただの一言も発していないのに和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きを取り戻してのけ、作り方を教えてくれと鈴女陣から言い寄られていた。


    （フッティーめ、澄ました顔して一番合コンのコツを心得てやがる。ニクいぜ）


    　しかし、天災は忘れたころにやって来る。


    　フッティーによる工作講座でキャッキャと鈴女生が楽しそうにしているときだった。


    「──んん。お待たせ」


    　ガガ彦ひこだ。遅刻したくせに悪びれる様子が一切ないなと一茶は思ったが、それはまぁいい。問題はやっぱりその服装だった。


    　ガガ彦はＲＰＧロールプレイングゲームのラスボスみたいなゴッテゴテな装飾のドレスを着て現れた。


    「帰れー！」


    　芽衣が即怒鳴る。


    「んー。そう怯おびえるな戦場帰り。俺おれの美しさに君の存在が霞かすんでしまわないように、ちゃんと話を振ってやるから。──あぁ、我ながらなんと美しき博愛精神」


    「そんな心配してない！」


    「うははははは！」


    　そりゃあこんなにめかしこんでたら遅刻もするだろう。体積が二倍以上になってるようなドレスだ。よくそのサイズで店の入り口を通り抜けられたものだ。


    「まーまー二人とも落ち着けって。とりあえず座って話そう。な？」


    　一いつ茶さは二人をとりなして、芽メ衣イに耳打ちする。


    「おい芽衣、これはミスコンの成否が懸かかったガガ彦ひこへの接待なんだからな。頼むぜ」


    「わ、わかってるわよ」


    「あのぉ、とても独創的な服ですね」


    　早速鈴すず女じよ陣じんから服について質問されるガガ彦。鼻の穴がぷくっと膨ふくらんだ。


    「んー。独創的……で？　独創的でどうなの？」


    「え？　どうなの？　えぇと、独創的で……その……」


    「独創的で？」


    「独創的でぇ……」


    「……う～つ～く～？」


    「！　美しい！」


    「ん正解！　そう、独創的で美しい！　正解！」


    『ん正解！』じゃねえ。ほぼ言わせてるだけじゃねえか！　──一茶はすんでのところでそのツッコミを飲み込んだ。噴ふき出しそうになるのも堪たえた。


    「服もそうですが髪も綺き麗れいにされてますね。男性でその色いろ艶つやはすごいです」


    　続けてそのロン毛を褒ほめられると、


    「ん～！　聞いたか、マイヘアーよ！　猿さる男だんのブサイクどもは誰一人として気づかずにいたけれど、ついに鈴女の子たちがお前たちの美しさに気づいてくれたよ!?」


    　ガガ彦は喜き色しよく満まん面めん、自分の毛先に話しかけ始めた。


    「しっ！　ほら、君たちも耳を澄ませてごらん。聞こえるだろ？　マイヘアーたちの喜ぶ声が」


    「…………」


    （う～ん！　ごめんガガ彦！　耳澄ませてみたけど、俺たちにはファミレス特有のガヤガヤしか聞こえてこないわ！）


    　その場の全員が曖あい昧まいに笑ってごまかす一方、ガガ彦はご満悦といった様子だ。


    「んー。素晴らしい。この鈴女の子らはわかってる。俺の美的センスについてこれてる」


    　もっとも内容はどうあれ元々この合コンはガガ彦をちやほやするための催しだ。なので、ガガ彦が満足ならそれでいいのだが……、


    「んーんー。君たち鈴すず女じよ生せいも、ん実に美しい」


    「そんな、お世辞がお上じよう手ずですね」


    「んーいやいや、お世辞なんかじゃない。俺おれは本気で言ってる」


    　ここからがまずかった。


    「ブスがブスなりに美しくなろうと努力している。その努力、その精神こそが美しい！」


    「「「「え？」」」」


    「ちょ、ガガ彦ひこさんっ」


    　さすがにマズイと思い一いつ茶さはガガ彦の袖そでを引っ張ったが……袖にくっついていたビーズみたいな飾りがボロボロ落ちただけで、ガガ彦の饒じよう舌ぜつは止まらない。


    「んーけど精神だけでなく視覚的にも美しくなりたいよね？　だったらそこの君はインナーのカットソーにビビッドレッドを持ってくるのは失敗だよ。色が喧けん嘩かしてる。そっちの君はそもそもその系統の服はやめておいたほうがいい。似合ってないから」


    「「「「え……」」」」


    「どんなブスやブサイクでも美しいは作れる！　だからブスとブサイクは甘え！　ブスとブサイクは罪！　はい復唱！　どんなブスとブサイクでも美しいは作れる！」


    「…………」


    　ちやほやされたガガ彦は、調子に乗って失礼極まりない講釈を垂れ出した。


    　無論ラスボスドレスの初対面の男に、こんなこと言われて気分を害されないわけがない。


    「……ねぇ、今この人私のことブスって言った？」「いいえ、私たち全員のことをブスって言ったわ」「グスン……これ、お母さんが買ってくれた服なのに……」「気にしちゃだめ。かわいいよその服」「私……罪なのかなぁ……？」「罪じゃないわ！　気をしっかり持って！」


    　鈴女陣のひそひそ話が漏もれ聞こえてくる。こちらの胃がキリキリ痛む不ふ穏おんなムードだ。


    　とはいえ何とか我慢してくれていた鈴女生たちだったが……ガガ彦はあっさり地じ雷らいを踏んだ。


    「んーしかし身も心もブスなのはやっぱりお前だ、戦場帰り」


    「何よ。っていうかその戦場帰りってアダ名よしてくれる」


    　ガガ彦の増長が、ついに芽メ衣イへと及んだのだ。


    「せっかくの休日なのに何の個性も趣味嗜し好こうもコンセプトも反映されていないファッションに身を包み、ろくな化粧すらしない、美しくなろうという向上心のなきその精神……ん実にブス！」


    



    　──バシャ！×４


    



    　ガガ彦の顔面にぶっかけられる、四人分のコップの水。


    　やったのは芽衣ではない。芽衣より先に、ほかの鈴女陣がキレたのだ。


    「芽メ衣イさん、帰りましょう！」


    　鈴すず女じよ陣じんは全員一斉にテーブルを叩たたいて立ち上がる。可愛かった顔を、おっかなくしかめて。


    「え、あ、ちょっと!?」


    　そして呆あつ気けにとられる芽衣の腕を引いて、後ろ足で砂をかけん勢いで出ていってしまった。


    「…………」


    　猿さる男だん生せいと鈴女生の合コンだ。何事もなく終わるはずはないとは一いつ茶さも思ってはいたが……開始から三十分ともたずにお開きになるとはさすがに思わなかった。


    



    



    「どうしてあんな人たちとお食事会をしようだなんて話になったんですか！　何か弱みでも握られているんですか!?」


    　引きずられるがままに駅まで来ると、芽衣は合コン参加者からそう詰め寄られた。


    　彼女たちが怒るのも無理はない。合コンというものは初めてだったが、あれが最悪なケースであったことくらいは芽衣にもわかった。


    　なので芽衣のほうから謝罪を述べた。不快な思いをさせてごめんなさいと。


    　すると彼女たちは頭を振った。


    「私たちは別にいいんです！　けど、芽衣さんがバカにされているのは許せなくて……！」


    　芽衣には友達らしい友達がいない。だからちょっとズルいけれど、自分のことを慕したってくれている様子の同級生に声をかけた。そうして集まったのが彼女たちだ。


    「うん、ありがとう……」


    　そんなことを言ってくれて嬉うれしい半面、自分はそんな慕われるほどに価値のある人間ではないからと、芽衣は余計申し訳なく思った。


    　仕切り直して女の子だけでどこかでご飯を食べてお茶をしましょう──そう提案されたが、芽衣は丁てい重ちように断ことわった。


    　どうしてもあのバカどもに文句を言ってやらなければ気がすまなかったからだ。


    　芽衣は彼女たちと別れ、ファミレスへと引き返した。


    　自分がバカだった。所しよ詮せんあいつらは社会の最底辺の猿男生だ。今度こそ縁を切ってやろう。


    　ファミレスに戻ると、不愉快極まりない下品なバカ笑いが真っ先に耳に飛び込んできた。


    　先ほどのテーブルからだ。エドとマチョ村むらの姿もそこに戻っていた。


    　せっかくの合コンが台なしに終わったというのに、何をそんなに盛り上がっているのか。


    　大おお股またで行ってみると、一茶たちはフッティーのケータイで動画を見ていた。漏もれ聞こえてくる音声から察するに、その動画はフッティーが隠し撮りしていた合コンの様子らしい。


    　──……バシャ！　……芽衣さん、帰りましょう！　……


    　ちょうどガガ彦ひこが水をかけられたときの映像が流れ出し、


    「「「うっひゃっひゃっひゃ！」」」


    　一いつ茶さとエドとマチョ村むらはそれを見て大爆笑していた。


    「うはははは！　いやー、お前って本当にブレないな！　鈴すず女じよ生せいにあんな態度取れんの猿さる男だんじゃお前くらいだぞ。逆に尊敬するわ！　良かったなエド、マチョ村、お前らよりも断然サイテーだったぞガガ彦ひこは」


    「ふっ。当然だ。俺おれの退場は芽メ衣イの誤審のようなものだったからな。ビデオ判定を要求する！」


    「フィァ。何度ビデオ判定してもエドがセクハラした事実しか再生されないけどな。それにしてもガガ彦が女に水をかけられる瞬間に立ち会えなかったのが惜しいぜー！」


    「んー……なんで水をかけられたのかさっぱりわからない。が、これはこれでありだな」


    　元げん凶きようのガガ彦はというとコンパクトを覗のぞき込み、濡ぬれそぼった前髪をまんざらでもなさそうに整えている。


    「んーそれとフッティー、撮ってるなら撮ってると言ってくれ。俺の角度は右三十一度やや上からのアングルなんだ。次はそれを念頭に置いて頼む」


    「…………」こくこくと頷うなずくフッティー。


    　人を怒らせておいて、人に水をかけられておいて、なぜそんな平然としていられるのか。


    「お、よお芽衣。戻ってきてくれたんか」


    　一茶が芽衣に気がつき、ヘラヘラと笑う。


    「文句の一言も言わずには帰れないわよ」


    「うはは。そりゃそうだ。言ったれ言ったれ。ま、絶対勝てっこないけどな」


    　勝てっこない？　いったい何のことを言っているのかわからなかったが、ともかく芽衣はガガ彦に怒鳴りつけた。


    「ちょっとあんた！　──鏡はいいからこっち見なさい！」


    「んー？」


    「ハッキリ言ってあげる。あんたは美しくもなんともないわ！　これは嫉しつ妬となんかじゃない。純然たる周囲の意見！　周りからはただの悪趣味な変人としか思われてないわよ！　そんなことにも気づかないの!?　バッカじゃないの！」


    　勘違いだとかナルシストだとか、もはやそういう次元の話ではない。この男は一切周りが見えていない。ただただ自分本位だ。


    　それが芽衣には、腹立たしくてたまらない。ブス呼ばわりされたこととは別で湧わく、この男への強烈な反感。


    「『美しくない』『バッカじゃないの』などと言われてしまいましたがガガ彦さん、いかがですか」


    　エドとマチョ村が面白がって、スプーンをマイクに見立ててガガ彦の口元へ持っていく。


    「ほら見なさい。こいつらだってあんたの美的センスとやらをあざ笑ってるのよ」


    　ガガ彦を馬ば鹿かにする態度が、近しい友人からすらありありと見て取れるというのに、なぜこの男は己おのれの美的センスが劣おとっていることを認めようとしない──！


    　すると、ガガ彦ひこは意外なことを言う。


    「んー。猿さる男だんのブサイクどもが俺おれの美的センスを笑ってる──そんなことは百も承知さ」


    「……え？　百も承知？　あんた、自覚あったの？」


    　ポカンと呆ほうける芽メ衣イ。ガガ彦は悠然と続ける。


    「ん。けどそれは美的センスがお互い違うという、ただそれだけの話。こいつらの美的センスに言わせたら俺は悪趣味らしいが、俺の美的センスに言わせたらこいつらのほうこそ悪趣味だ。互いが互いを悪趣味だとあざ笑い合う──結構じゃないか。なぜ美の定義や基準を統一する必要がある。各おの々おの異なるならばそれらを共存させ、対立させておけばいいだけの話じゃないか」


    「…………！」


    　返す言葉が見つからない。


    　先ほど一いつ茶さは言っていた。ガガ彦には「絶対勝てっこない」と。


    　芽衣はその言葉の意味を、ガガ彦の淀よどみない言葉と、依い然ぜんコンパクトに注がれている真っすぐな眼まな差ざしによって痛感させられる。


    「だから、何が美しいかを決めるのは俺なんだ。友人も教師も家族も赤の他人も、周囲の誰の目も関係ない。俺は俺自身が森しん羅ら万ばん象しようにおいて最も美しいと思っていて、それがすべてだ」


    　この男は心の底から、確信的に、周囲の誰の目も気にしてはいない。


    　そんな男を、どうして理屈で負かせよう。


    　このふざけた男には、誰も絶対勝てっこないのだ。


    　なのに、なのに──、


    「……バッカじゃないの」


    　芽衣は負け惜しみのようにそう吐き捨てたが、不思議とこの男に敗北感を覚えなかった。


    　それどころか少しだけ、ガガ彦の超自分本位な精神構造が、羨うらやましいとすら思えて──。


    「んー、しかし今日きようは俺の美的センスに理解を示す子たちにちやほやされて気持ちよかったな。なぜか途中で怒って帰っちゃったけど」


    　満足気に伸びをするガガ彦に、一茶は意味ありげな視線を送る。


    　ガガ彦は鷹おう揚ように頷うなずいた。


    「んーわかってるとも。お前もこのドレスを着たいんだろ？　さっき俺の袖そでを引いてたもんな」


    「違う違う！　すごい誤解！　俺が言いたいのは約束のほう！」


    「んんん。そっちか。まぁ、確かに楽しませてもらったからな。約束破りは美しくない。早速戻るか、猿男へ」


    　ミスコンへの協力──ガガ彦はその約束を果たすべく、超悪趣味なドレスの裾を摑つかんで席を立った。


    



    



    　猿さる男だんといえど休日でも部活動に励む生徒はいるらしく、校舎は平日同様に開放されていた。


    「んー、お前を美しくしてやればいいんだな？　任せろ。この俺が腕によりをかけて究極の美少女に仕上げてあげよう。まず金きん粉ぷんを下地に──」


    「金粉は使わない！　今回は金粉とかはなし！　くれぐれも言っとくけど、お前の美的センスじゃなくて世間一般の美的センスに合わせた美少女だからな？　くれぐれも」


    　一いつ茶さはガガ彦ひこにそう念を押し、


    「あと芽メ衣イたちは廊下で待っててくれ。終わるまで中覗のぞくなよ。……今のは振りじゃないからな。マジで覗くなよ？」


    　芽衣たちにはそう念を押し、ガガ彦と二人だけで家庭科室へと入っていってしまった。


    　廊下に残された芽衣は、手持ち無ぶ沙さ汰たで壁に寄りかかる。


    　一茶たちとはもう縁を切ってやろうと思っていたのに、流れ流されまた猿男に来てしまった。


    　我ながら何をしているのだろうと芽衣はため息をつく。しかし悔しながら、ガガ彦が一茶をどのように変身させるのか、それが気になって帰るに帰れなかった。


    　すると芽衣同様に手持ち無沙汰となったマチョ村むらは首ブリッジや腹筋などの筋トレを始める。


    　エドは例のラノベを読み出し、鼻の下を伸ばしていた。


    　そしてフッティーはというと、ケータイにイヤホンを差し込み、食い入るように画面を見つめ出す。


    「……何を見てるの？」


    　さして興味もなかったが、暇だったので芽衣はフッティーに声をかける。


    　フッティーは相変わらず無言ながら、ケータイの画面を見せてくれた。


    　映っていたのは可愛らしい衣装に身を包んだ女の子が、大勢の観客を前に歌って踊っている姿。どうやらアイドルのライブ動画のようだ。


    　するとフッティーは目をキラキラさせながら、イヤホンをも芽衣に差し出してきた。そのジェスチャーと表情から察するに、「興味あるなら聴く？　聴きなよ！」ということらしい。


    　しかし生あい憎にく、芽衣はアイドルに興味はない。


    「いや、いいわ」


    　なのでつれなく断ると、フッティーは残念そうに一人でアイドル動画の鑑賞に戻った。


    　なんとなく悪いことをした気分だ。と同時に、長く放置していた謎なぞが再発し、芽衣はエドに尋ねてみた。


    「ねぇエド、フッティーってその……喋しやべれないの？」


    　何か特別な事情があるかもしれないので一応芽衣は声を潜ませたのだが、エドは平然と答える。


    「いや、そんなことはない。喋っているところを見たことないが」


    「……意味わかんないんだけど」


    　しかし要領は得ず、謎なぞは深まる一方だった。するとそのときだった。


    「──あなたたち何をしているの？」


    　廊下の向こうから女の人が歩いてきた。妙に若いが、猿さる男だんで私服を着ている女性とあらば十じつ中ちゆう八はつ九く教師だろう。


    「あら？　女の子がいるじゃない」


    　その先生は芽メ衣イを見るやいなや、ぱっと笑え顔がおを咲かせた。


    　遠目からでも雰ふん囲い気きはあったが、いざ対面してみると見み惚とれてしまうほどに美しい人だった。背が高く、スタイルがすごくいい。瞳ひとみはぱっちりとしていながらにとても柔らかくて、優しい。自分の目つきとは大違いだなと、芽衣はちょっとだけ羨うらやましいと思う。


    「あ、えと、私は鈴すず之の院いん女子の生徒でして、文化祭について打ち合わせをしておりまして」


    「あらそうなの。頑張ってね」


    　咄とつ嗟さについた噓うそをその先生は信じてくれたようで、ニコリと微笑ほほえんであっさり踵きびすを返す。


    「綺き麗れいな先生ね。あんな人がこんなサル山にいたら危なくはないかしら」


    　あ、でもこいつら、相手が美人だと逆に何もできないのか。なら安心ね。今もすっかりあの先生を前にして固まってるし──とか芽衣が思っていたら、


    「……あんな先生いたか？」
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    　エドがぽつりとつぶやいた。


    「フィァ、俺おれも知らねーぞ」


    　マチョ村むらが眉まゆ根ねを寄せた。


    「え？」


    　遠ざかりゆく先生は、ピタリとその歩みを止めた。


    



    「うはははははは！　騙だまされたか！」


    



    　耳に馴な染じみのある高笑い。その声は──、


    「「「一いつ茶さ!?」」」


    　先生だと思っていたその女の人はこちらを振り返り、


    「いえ～い」


    　おどけたピース。間違いなく、それは一茶だった。


    「「うおおおおおおおおおおお！　揉もませろ！」」


    「バッチコイやー！」


    　エドとマチョ村の二人は大興奮して一茶に駆かけ寄り、好奇心の赴おもむくままに胸の膨ふくらみを揉みしだいた。最初にやることがそれとか本当に最低だ。


    「マチョ村の胸筋と揉み比べても全然違うぞ！　こ、これが本物のおっぱい!?」


    「フィァ！　しっかし最初の声はどうやって出してたんだ!?　モロに女声だったぞ!?」


    「いや、普通に作った。女声を」


    　器用にも程がある。言われてみれば女性にしては少々低かったが、それでもパッと聞いた感じはなんの疑いもなく女声だった。


    「う、そ……」


    　容姿から、声に至るまで、そのあまりの完成度の高さに芽メ衣イは絶句する。


    　だってどっからどう見ても女の人だ。何より自分はさっきその美び貌ぼうに見み惚とれすらしたのだ。その中身がまさか、男の一茶!?　そして一茶をこんな美人に仕立てあげたのが──、


    　──ガラガラ。


    　芽衣の背後で家庭科室のドアが開く。出てきたのは仏ぶつ頂ちよう面づらのガガ彦ひこ。


    「ちょっと！　まともなコーディネートもメイクもやればできるんじゃないのよあんた！」


    「んんん。まとも？　違う。それはありふれた凡ぼん庸ような美だ。つまらない。本当につまらない。こんな美の基準で競うミスコンの手伝いなんて、つくづく合コンがなければ引き受けなかった」


    　つまりガガ彦は、本人の美的センスは最悪だが、あくまで一般的な美的センスに合わせた美もちゃんと再現できるらしい。なんという才能だろうか。


    　芽衣が舌を巻いていると、一茶が見せつけるようにしてずいっと顔を近づけてくる。


    「どうだ、ガガ彦ひこはスゲーだろ。これでミスコン優勝も絵え空そら事ごとと思えなくなっただろ？」


    　子供みたいに無む邪じや気きで得意気な一いつ茶さの笑え顔がお──それを小こ癪しやくに思うよりも先に、


    （……え？）


    　トクンと一瞬、心臓が小さく跳ねたような気がした。


    　それがなぜなのかは、芽メ衣イ自身にもわからないが……。


    「……ふん、バカにも取り柄えの一つや二つくらいはあるようね！　あんたたちとはもう縁を切ろうと思ってたけど……意外と口だけじゃないみたいだし……もう少しだけ付き合ってみるわ。けどガガ彦、あんた、今日きようの子たちをブス呼ばわりしたことだけは謝りなさい。あと必要以上に辛口だったファッションチェックも」


    「んー？　……ブスにブスと言って何が悪いんだ」


    「クラァ！」


    　──ズバシッ！


    　芽衣はガガ彦にローキックを叩たたき込み、正座させ、謝罪動画を撮影。


    　そしてそれを、今日合コンに来てくれた子たち全員に送った。後にこの動画がきっかけとなり『芽衣は友達を泣かせた男のもとに殴り込みをかけ、謝罪させた』という微妙に尾ひれのついた武勇伝が鈴すず女じよ内で広まることになるのだが、それはまた別のお話。


    「それで、この次はどうするの？　まさか容姿を整えただけで優勝できるだなんて思ってないわよね」


    　一茶は確かに美少女になった。しかし美少女であることは、いわばミスコン優勝争いにおける前提条件でしかない。


    　芽衣が問い質ただすと、美少女一茶はニヤリと笑った。

  


  
    　


    


    第四章　茶ちや島じま一いち花かという女


    



    　週明けの月曜日の放課後。静しずかは図書館で、英字新聞の山を読み崩していた。


    　理由は単純。来年にはメビーリーグ大学へ推薦入学し、そこの名門ソロリティーへの入会も予定されているから。そのための予備知識としてだ。


    　向かいの席では鈴リン深シエンがケータイのゲームに興じている。


    　すると、鈴リン深シエンの肩越しに芽メ衣イの姿が見えた。


    　静は警戒し、机を指先でコツコツ鳴らす。動物のように鈴リン深シエンがその音に気づき、静の視線の先を追って、芽衣を認めた。


    　これで大丈夫。万が一芽衣が強硬手段に出たとしても鈴リン深シエンが盾たてとなるだろう。


    　しかし様子を見ていると、どうやら芽衣は普通に勉強をしているようだった。


    　ああそうか、あの子は受験勉強をする必要があるのだ──そう思うと途端に机に向かう芽衣の姿がいじましく思え、静は内心で勝ち誇り、ほくそ笑んだ。


    



    「姉さん！」


    



    　唐とう突とつに響き渡るその声は、図書館の静寂を切り裂いた。


    　静も何事かと驚く。図書館に、学ランを着たショートカットの美少女が飛び込んできたのだ。


    （……いや、学制服を着ているのだから男？　しかもあの校章は猿さる男だん生せい？　けれどあの顔立ちや声こわ音ねは女そのもの……「姉さん」と叫んだということは、この中の誰かの妹？　弟？）


    　謎なぞで満たされる静の脳内。


    　すると一人の鈴すず女じよ生せいが、椅い子すを倒して勢いよく立ち上がった。


    「!?　一いち花か!?　どうしてここに!?」


    　それは、芽衣。


    　芽衣には一花という妹か弟がいたのだろうか。一花はためらいがちに言う。


    「ごめん。けれどいてもたってもいられなくて……俺おれ、鈴女のミスコンにエントリーしたんだ」


    「!?　なんてことを！」


    　人目も憚はばからず、二人だけの世界かのように大っぴらなやり取り。


    　本来なら図書館なので注意を受けるところだが、込み入った事情がある様子なのでみんな固かた唾ずを呑のんで聞き入ってしまう。


    「俺、れっきとした女だってことを証明したいんだ。だからミスコンの優勝を目指すよ」


    「そんなこと無理に決まってるじゃない！」


    　感情的に叫ぶ芽衣に、一花は目に涙を浮かべて問いかける。


    「もし優勝できたら、また昔のように、俺おれのことを妹と呼んでくれる？　姉さん」


    「～～～！　やめて！　私のことを姉だなんて呼ばないで！　あなたはずっと昔に養子に出て……あまつさえ男として育てられ、すっかり猿さる男だんに染まって粗そ野やになってしまった……。あなたは妹なんかじゃないわ！　赤の他人よ！」


    　聞き耳を立てていた鈴すず女じよ生せいたちはどよめいた。


    　養子に出され、男として育てられ、今や猿男に通っている芽メ衣イの妹!?


    「そんなことない！　俺は……いや、私は、芽衣姉さんの実の妹だ！　正しよう真しん正しよう銘めいの女の子だ！　それをミスコンで証明してみせる！」


    　そう宣言し、涙を振り切り走り去る一いち花か。


    「一花！　──もう、あのバカ……！」


    　芽衣はやりきれないというように、その場にへたり込んだ。


    　野や次じ馬うまたちが心配するふりをして、興味津しん々しんで芽衣に近づいていく。


    「芽衣さん？　大丈夫ですか？」


    「ごめんなさい……大きな声を出したりして……」


    「それよりも、今の猿男生の方はどなたですか？　芽衣さんのことを姉と呼んだり、自分は女だと言ったり、ミスコンに出るとも言っていましたが……」


    「……ここだけの話にしておいてほしいんだけど……」と前置きし、芽衣は野次馬につらつらと大ボラを吹ふい聴ちようし始めた。


    



    



    　──一いつ旦たん話は二日前、合コン後の家庭科室にまで遡さかのぼる。


    「それで、この次はどうするの？　まさか容姿を整えただけでミスコンに優勝できるだなんて思ってないわよね」


    　ガガ彦ひこのおかげで絶ぜつ世せいの美少女へと変へん貌ぼうを遂げた一いつ茶さに芽衣は尋ねた。一茶はニヤリと笑う。


    「わかってるって。このミスコンは美しさだけを競うものじゃない。むしろ、いかに人からの支持を集められるか──ぶっちゃけ、集票力こそが試されてるって言いたいんだろ？」


    　小こ癪しやくだがまさにその通りなので、芽衣は頷うなずいた。きっとミスコンがメビーリーグへのセレクションになっているのも、そういったところに理由があるのだろう。


    　集票力とはつまり、総合的な人間力だ。


    「ええ、容姿の良さなんて、票集めのためのいち要素に過ぎない。勿論容姿がいいに越したことはないけど、ある程度のレベルに達してたらあとは好みの問題になっちゃうしね。だから勝負となるのは、容姿の他のプラスα。奥おく泉いずみ静しずかにとってのプラスαがあの絶対的な政治力で、私にとってのプラスαはその……なんていうか……」


    　何となく自分で言うのも恥ずかしくて芽衣が口篭こもっていると、一茶がズバッと言った。


    「鈴すず女じよでのアイドル性だよな」


    「んな!?」


    「聞いてるぜ～？　その容姿と圧倒的な運動神経、さらには誰にも媚こびない孤こ高こうの物腰が鈴女生のハートをがっちり摑つかんでるんだって？　去年一昨年のバレンタインでもモテモテで、ラブレターも日常茶さ飯はん事じ。直接告白にし来る子も後を絶たないとか」


    「な、なんでそんなことまであんたが知ってるのよ！」


    「合コンの時、お前がエドとマチョ村むらをシメてる間に他の子から聞いた」


    　そんな探りを入れていたとは、抜け目のない男だ。


    　ちなみに『誰にも媚びない孤高の物腰』などと美化されていたが、その実態は単に芽メ衣イが人付き合いが苦手なだけだ。というよりも、芽衣はどうしても他の鈴女生のことを競争相手だと認識してしまうところがあり、そのくせ自分は実力が伴ともなわない落ちこぼれなものだから、対抗心や劣等感が拭えないのだ。鈴女生と一緒にいると肩肘を張ってしまい、疲れてしまうのだ。


    　そういう理由で一人でいるだけなのに、媚びないだの孤高だのと持て囃はやされても芽衣は素直に喜べない。


    （しかもそういう人気がなまじっかあったせいで、ミスコンでも優勝を狙ねらえるかもって希望持っちゃって、結果こんなことになってるんだから、つくづく惨みじめな話よね……）


    　芽衣は鬱うつ々うつとした深みにはまりそうになる。しかし、


    「つまりアイドルになっちまえば、ちゃんと鈴女でも支持は集められるってことだよな。──そういうわけだ、フッティー。このナリの女の子を、文化祭までに、得票率ナンバーワンのアイドル的存在に仕立てあげたい。どうすればいい？」


    　唐とう突とつに、一いつ茶さがフッティーに話を振った。


    「ちょっと、なんでフッティーに聞くのよ」


    　別にフッティーのことを嫌っているわけではないが、よりにもよって一番得え体たいが知れないフッティーに聞かなくても……そもそも喋しやべらないしこの子──と芽衣が思っていたら、エドが眼鏡めがねを押し上げて得意気に言う。


    「ふっ。やれやれ。鈴女生のくせにそんなこともわからんのか。フッティーはな、アイドルのプロフェッショナルなのだよ」


    　フッティーはおもむろにチョークを取ると、まっさらの黒板に、言葉を喋るような滑なめらかさで文字を書き綴つづっていく。


    



    【Ｑ、人気アイドルに必要な要素は何か？


    　Ａ、容姿、パフォーマンス力、バックボーン】


    



    「バックボーン？」


    　さながら授業のようだ。芽メ衣イが疑問を呈ていすると、フッティーはどんどん黒板に返答を書き足していく。


    



    【バックボーン＝物語、背景、人となり、箔はく。


    　極端だけどたとえば、『歌、ダンスが抜群にうまくて絶ぜつ世せいの美少女だけど赤の他人』と『歌、ダンス、容姿はそこそこだけれど知り合いの少女』……応援したくなるのはどっち？】


    



    「ふむ。なるほど。知り合いの女の子のほうを応援したくなるな」とエド。


    



    【アイドルはダンサーではないし、歌手でもないし、美少女を指す言葉ですらない。アイドルとは、何かしらの魅力をもって人を惹ひきつける存在。そして惹きつけるための武器は何でもよく、最も効果的であると思われるのは、バックボーン】


    



    「フィア！　確かにプロレスも同じだ！　選手にバックボーンがあるからこそ面白い！」


    「んー、俺おれくらいの圧倒的美しさを有していれば、そんな回りくどいことを考えなくてもいいんだけどな……ん哀れ！　ブス哀れ！」


    



    【つまり一いつ茶さにバックボーンをでっち上げ、それを鈴すず女じよ内に広めることで支持は得られると思われる】


    



    「……ちょっと。フッティーってもしかしてすんごく頭いいんじゃないの？」


    　芽衣は素直に感心してしまった。学力的な部分ではなく、フッティーはよく知恵が回る。


    「バレた？　そしたらフッティー、鈴女生を虜とりこにできるバックボーン、考えられるか？」


    「…………」


    　十数秒ほどの沈ちん思し黙もつ考こうの末、再びフッティーのチョークがリズム良く踊った。


    



    【ある日芽衣は駅前で、暴漢に襲おそわれている猿さる男だん生せいを助けてやる。


    　その一件は警察沙ざ汰たとなり、学校から謹きん慎しん処分を受けた芽衣はミスコンへの出場を逃のがしてしまうが、一方でひとつの再会をもたらした。


    　なんとその猿男生は、幼少のころに養子に出されて離れ離れになった芽衣の実妹であったのだ。妹は養子先の事情で、男として育てられているらしい。


    　幼少のころ、大の仲良しだった実の妹……しかし芽衣は素直にその再会を喜べずにいた。


    　あんなに可愛らしかった妹が、こんなにも下品で乱暴な猿男生になってしまっているのだから──。


    　芽メ衣イの胸中に去きよ来らいする複雑な思い……それを受けた妹は決意する。


    「私は義父の命令で猿さる男だんに通っておりますが、心までは落ちぶれてはいません。お姉さまの代わりに私がミスコンに出場することで、文化祭を盛り上げてみせます。そして見事優勝することで、私が淑しゆく女じよとしての嗜たしなみも忘れていないことを証明してみせます！　ですから、私がミスコンで優勝できた暁あかつきには……再び私のことを妹と呼んでくださいますか!?」


    　妹は、大好きだった姉に、再び妹と認めてもらうべく、ミスコン優勝を決意する。


    　芽衣の実妹にして、性別を偽いつわり猿男に通う彼女の名は──花はな島じま一いつ茶さ！】


    



    「「「アツ─────い！」」」「んー美しい！」


    　一茶、エド、マチョ村むら、ガガ彦ひこがその筋書きに胸を打たれて叫んだ。


    　確かにそんなバックボーンを持つ人物がミスコンに出てきたら、否いやが応でも応援したくなってしまう。


    「うははは！　この短時間で天才かフッティー！　さりげに芽衣が謹きん慎しん処分受けた事実も美談としてでっち上げてるしな！　よしよしそれでいこう！　芽衣、お前は今日きようから俺おれの姉な。名前も変えよう。花島一茶は世を忍ぶ仮の名前で、本名はそうだな……茶ちや島じま一いち花かだ！　──こんにちは、私、茶島一花。よろしくね」


    「「うおおおおおお！　一花ちゃ────ん！　頑張れ────！」」「んーガンバ」


    「今日からはちゃんとこの設定に沿って行動してくれよ、お姉ちゃん」


    　むう、お姉ちゃんか。下の兄弟がいない芽衣としてはまんざらでもないのが悔くやしい。


    「わ、わかったけど、それをどうやって鈴すず女じよに周知させるの？」


    「うーん、鈴女生の前で一ひと芝しば居い打つか。よし、早速台本を書いて練習するぞ！」


    「えええ!?　お芝居～!?　で、できないわよ！　私そんなこと一度もやったことない！」


    「できるできないじゃなくてやるんだよ。ほれほれ」


    



    



    　──そうした経緯があり、一茶と芽衣は鈴女の図書館で一芝居を打ったのだった。


    　そして野や次じ馬うまたちに、茶島一花という女の子の物語を語って聞かせたのだ。


    　その効果はてきめん。野次馬たちは「これはとんでもない話を聞いた！」とばかりにウズウズして図書館を後にする。おそらく話を広めに行ってくれたのだろう。狙ねらいどおりだ。


    　図書館での一芝居の後、芽衣はコンビニ前で一茶と落ち合った。


    「いや～～～！　超！　超！　超恥ずかしかった～～～！　顔から火が出る～～～！」


    　昨日きのう一茶と何度も練習をした成果は存分に発揮できたようだった。けれど終わってみるとやっぱり恥ずかしく、芽衣は身み悶もだえした。


    「いくら一茶をミスコンで優勝させるためとはいえ、私はなんて馬ば鹿かな真ま似ねを！　目なんかうるませちゃって……私気持ち悪い！　ぎゃー！」


    「おいおい、あの程度で恥ずかしがってたら結局ミスコンで優勝なんて無理だったんじゃねーか？　ま、何にせよナイス演技だったぜ。──『私のことを姉だなんて呼ばないで』！」


    「やーめーてー！　からかってるのね!?　今私をからかったわね!?　殺す！」


    「またまた照れちゃってー。実はちょっと楽しかったろ？」


    「な、……べ、別に楽しくなんてないわよ！　バッカじゃないの！」


    「素直じゃねーなー」


    



    



    　一いつ茶さと芽メ衣イが一ひと芝しば居いを打ったその翌日にはもう、花はな島じま一茶──もとい茶ちや島じま一いち花かの噂うわさは鈴すず女じよ中に広まっていた。


    　元々芽衣はミスコンにおける優勝候補の筆ひつ頭とうだ。その芽衣がミスコンには出場できないとなったとき、芽衣の支持層はぽっかり浮動票となってしまっていた。


    　そこに現れたのが、芽衣の実妹だという一茶。しかも彼女には、涙なしでは語れない波は瀾らん万ばん丈じように満ちた生い立ちバツクボーンと、ミスコン出場に至る経緯があった。


    　それを知った芽衣の支持層がそっくりそのまま一茶の支持に回ったのは、至し極ごく当然の成り行きといえ、一いち躍やく一茶は静しずかの対抗馬として優勝争いに名乗りを上げたのだった。


    「──まったくもう、あんな猿芝居にみんなまんまと乗せられて」


    　ついに一茶が動き出したのを受け、静は昼休み、空き教室に鈴リン深シエンを呼び出した。


    「鈴リン深シエン？　一茶くんを処理しておくよう、私はあなたにちゃんとお願いしましたよね？」


    　あくまで柔にゆう和わな微笑ほほえみを絶やさずに、静は自分よりもはるかに背の高い鈴リン深シエンに詰め寄った。


    　鈴リン深シエンの飄ひよう々ひようとした笑みが、ばつの悪そうな、ご機嫌を伺うかがうような笑みに変わる。


    「あちゃー。いや、私がぶっ殺そうとしたらねー？　こいつは私の獲え物ものだからって芽衣ちゃんが割り込んできたからさー。あーそうなんだって思って任せちゃって……あっ」


    　言い訳の途中で、芽衣は鈴リン深シエンの胸を乱暴につねり上げた。鈴リン深シエンの表情が苦痛に歪ゆがむ。


    「あ、や、い、痛いよ、静ちゃん……あ、あ、んっ……」


    　しかし一見痛そうにしながらも、鈴リン深シエンは徐々に息を弾はずませ、喜悦の色を滲にじませ始めた。


    「その後芽衣さんがどうしたか、あなたはちゃんと見届けるべきでした。なぜ肝かん心じんのところで手を抜いたの？　もしかして、お仕置きをされたくてわざと？　どうなの？　雌メス犬イヌ」


    　静は苛いら立だちをぶつけるように、鈴リン深シエンの胸の先端を、潰つぶれんばかりにつねり上げる。


    「！　あ、あ────、あ──────……」


    　同時に鈴リン深シエンは快楽の喘あえぎ声を上げ、足腰をカクンと砕けさせ、静の前に跪ひざまずいた。


    「……ちょ、ちょっとだけ……」


    　そして恍こう惚こつと蕩とろけそうな表情で、鈴リン深シエンはそう答える。案の定鈴リン深シエンは、静からこんなお仕置きを受けたくて、わざと失敗の種を蒔まいておいたらしい。


    　静しずかはため息をつく。


    「ハァ……あのね鈴リン深シエン、人生はたった一度きり。とても尊いものなの。だからこそ私は、人生においては絶対に勝利者でありたいの。誰かの後こう塵じんを拝するような惨みじめな敗者にだけはなりたくないの。わかるでしょ？　そしてその勝敗を決するひとつの分岐点が、このミスコンなの」


    「うん……ごめんね。すごく大事なミスコンなんだよね。もう遊ばないから」


    　鈴リン深シエンは息を弾ませ、砕けた足腰をビクビク痙けい攣れんさせながら、こくこくと頷うなずく。


    「わかってくれればいいの。……まぁ、一いつ茶さくんに講じる手なんていくらでもあります。あくまで私の邪魔をするというのなら、珀亜さんの時の二の舞いにして差し上げましょう。うふふ。あはははははは」


    　静の禍まが々まがしい哄こう笑しようが、空き教室に響いた。


    



    



    「敵を騙だますにはまず味方からってな。猿さる男だん生せいたちにも〝茶ちや島じま一いち花か〟の噂うわさを流すぞ」


    　票集めのためにも、あと単純に猿男生を楽しませる意味でも、一茶は早速猿男でも一花として過ごすことにした。


    　朝一、ガガ彦ひこに一花メイクを施ほどこしてもらい、服装こそ学ランだが、首から上は完かん璧ぺきな美少女で胸に詰め物も入れている。


    　一茶の入室と同時に、騒がしかった教室が、水を打ったように静まり返った。


    「え？　え？　誰？」「女？」「一茶の席に座ったぞ……」「あの、誰……？」


    　恐る恐る、クラスメイトは歩み寄ってくる。一茶は女声で答えた。


    「花はな島じま、一茶です」


    「「「「「一茶!?」」」」」」


    「みんな、今まで黙っててごめん……実は俺おれ、女なんだ……」


    「「「「「「「えええええええええええええ!?」」」」」」


    「家の事情で、男として育てられてきたんだけど……かくかくしかじかで……」


    　一茶が茶島一花としてのバックボーンを語ると、クラスに動揺が広がり、混乱と疑問の声が上がる。


    「えー!?　けど先週までのすね毛とかは!?」


    　それを一茶は、


    「女の子も無駄毛の処理しなかったらあんなもんよ。ボーボーの剛毛よ」


    「でも、その……お、オッパイは……？　一茶の胸、普通にまっ平らだったじゃん……？」


    「この土日で急激に膨ふくらんだの。成長期よ。今までは単純にまな板だっただけ」


    　華か麗れいなる言い訳ではぐらかした。


    「チンコは!?　何度も見てんぞ！」


    「あれペニバン！」


    　勢いで押し切った。


    「おいおい、一いつ茶さはマジで女なのか……？」「うーん、どうだろ。女の子の無駄毛事情とかおっぱい成長率とか知らねーからなぁ……」「俺は女であって欲しい！　そっちのほうがロマンがある！」「俺は……男であって欲しい……男の一茶しか愛せない……いや別に俺はホモじゃないよ？　そういう意味じゃないウホよ？」


    　一茶は女か否か、紛ふん糾きゆうするクラスメイト会議──しかし結論はすぐに出た。


    「「「「「「「ま、かわいけりゃどっちでもいっか！　一いち花かちゃ────ん！」」」」」」


    　男か女かそれはさておき、一茶が絶世の美少女ルックでそこにいるという事実にクラスメイトはみな熱狂し、やがてその熱は猿さる男だん全体に広がっていったのだった。


    



    



    　放課後、一茶、ガガ彦ひこ、マチョ村むら、フッティーは猿男の屋上で駄だ弁べっていた。


    「フィァ！　一、二年の間でもお前のことは話題になってるぞ！　ただどうやら一、二年は一花と奥おく泉いずみ静しずかとで人気が割れてるらしい」とマチョ村。


    「あー、やっぱか。けどそりゃ仕方ねーよ。あいつがうちにＰＲに来たとき、うまいこと猿男の連中をたらし込んでたもんな～。それに化粧っ気のある俺おれと違って奥泉は清純派だし、そういうのがタイプのやつも多いだろ」


    「んー、俺が施ほどこしてやったメイクで、どこの馬の骨とも知れないブスに負けたら承知しないぞ」とガガ彦。


    「大丈夫。本番での水着審査とパフォーマンス審査にも俺は本気出すからな。圧巻のステージで奥泉派の連中も寝返らせてやるぜ。ちゅーわけで頼むぜ、ガガ彦、フッティー」


    　芽メ衣イによると、ミスコンはちょっとしたスピーチが最初にあって、あとは水着審査とパフォーマンスがメインとなるそうだ。一茶はこの二つにも力を入れるつもりでいて、そのためにはガガ彦とフッティーのさらなる協力が不可欠だ。


    「──あ、いたいた。何よ、用事って」


    　そうして男四人で話していると、ひょっこり芽衣が現れた。一茶に呼び出されて来たのだ。


    「おう芽衣、来たか。鈴すず女じよでの茶ちや島じま一花の評判はどうだ？」


    　そして一茶がそう尋ねてくるので、芽衣は鈴女の状況を思い出して答えた。


    「ええ、上々よ。あのとき図書館にはいなかったはずの子たちまであんたのことを噂うわさしてて、かなり好意的というか同情的に受け止められてるみたい」


    　一花の反響は、あまり鈴女でも人付き合いをしない芽衣ですらが肌はだで感じるほどだった。これは一種のブームと言ってもいいだろう。


    「よしよし、完かん璧ぺきにフッティーの狙ねらいどおりだな。いぇーい」


    　一いつ茶さとフッティーはハイタッチを交かわす。フッティーは胸を張って鼻高々だ。


    「猿さる男だんのほうはどうなの？　あ、というか私はここに来て平気なの？　あんたと話してるところを見られたら設定的にマズイんじゃ……」


    「ああ、猿男生に限って言えばそこまで深く考えないから大丈夫。鈴すず女じよ生せいは矛む盾じゆん点てんとかに目ざといかもしれないけど、うちは細かいこと気にしないから」


    「本当にバカなのね。私たち的には好都合というか、張り合いがないというか……で、ほかには？」


    「？　ほかって？」


    　芽メ衣イが尋ねると、キョトンとする一茶。


    「いやいや、わざわざ私を猿男まで呼び出したんだから、何か用事があるんでしょ？」


    「ああ、それならもう終わった。鈴女での一いち花かの評判を聞きたかっただけだから」


    「はぁぁあ!?　何それ意味わかんない！　そんなの電話かメールでいいじゃない！」


    　いったい何を考えているのかこの男は。無駄なこと、無意味なことが嫌いな芽衣にとって、こういったことは我慢ならないのだが……一茶は言う。


    「どうせお前、理由つけてやらないと猿う男ちに来ないだろ」


    「当たり前でしょ。来る理由がないもの。こんな学校」


    　芽衣が吐き捨てると、一茶は柄がらにもなく優しげに笑った。


    「確かに電話とメールだけでも俺おれらとお前の関係は維持できるけどさ、そんなの味気なくてつまんねーじゃん。ちゃんとこうやって顔を突き合わせて、一緒になってバカやるのが楽しいんだ。というか、そうしないと意味がないんだよ」


    　一茶のわけのわからない理屈に、芽衣はげんなりしてため息をついた。


    「言ってることおかしいわよ。あんたやっぱり元海かい稜りよう中って噓うそでしょ。それとも猿男に来て脳みそ退化しちゃった？　あのね、私たちの目的はミスコンに優勝すること。その目的を達成することだけが私たちが協力関係を結んでいる唯ゆい一いつの意味でしょ。『味気ない』とか『楽しい』とか、そんなのはどうでもいいはずよ」


    　芽衣は正論を言った、つもりだった。なのに今度は一茶のほうがため息をついた。


    「うはは。なるほど。こいつは手て強ごわい」


    「何がよ」


    「別にー。こっちの話」


    　何なのだ一体──釈然とせず、芽衣は怪け訝げんに眉まゆをひそめる。一茶のみならず、ガガ彦ひことマチョ村むらも「んー？　今のやり取りにデジャブが……」「フィァ。芽衣って誰かに似てるような……誰だ？」とかなんとかわけのわからないことを言っている。


    「ともかくだ、用事なんてなくても顔を見せに来てくれよ。もっといろいろ話そうぜ」


    「なんでよ、めんどくさい……」


    　と、芽メ衣イがすげなくつぶやくと──、


    「お前がいると、少なくとも俺は楽しいからだ」


    　そんな、不意に発された一いつ茶さの一言に、芽衣は咄とつ嗟さに返す言葉を見つけられなかった。


    「それにいいのかなー？　お前が来てくんねーと、俺らのほうから押しかけちゃうけどなー。何なら自宅特定して俺おれら全員で突とつ撃げきしちゃうけど、それでもいいのかなー？」


    「は!?　私の家うちに!?　うわっ絶対やめて！　迷惑だから！」


    「うはははは。じゃあ猿さる男だんで待ってるから顔出せよ」


    　何だかうまいこと誘導されたようで芽衣が歯は嚙がみしていると、屋上の階段室のドアが開き、ふらふらとエドがやって来た。


    「い、一茶……」


    「おう、どうしたエド」


    　エドは何やら思いつめた様子で一茶を見つめ、言う。


    「お前……女だったのか！」


    「!?　うはははは！　ほかの猿男生はともかく、なんでエドまで俺が女だって信じてんだよ！」


    「よせ！　もういいのだ一茶。いや、一いち花か。もうそんな、わざと男っぽく振る舞おうとしなくていいのだ……！　う、うああああ……今までさぞ辛つらかっただろうに……！」


    　しまいには感極まって、エドは泣き出した。


    「……ちょっと、あんたのお友達がかわいそうよ。早く誤解を解いてあげなさいよ」


    「うはは。『敵を騙だますにはまず味方から』作戦が思った以上に効きすぎたみたいだな。──エド、ちょっとこっち来い」


    　一茶はエドを階段室の裏へ連れていき、……ほんの数十秒で戻ってきた。


    「何してきたの？」


    「男である証しよう拠こを見せてきた」


    「！　サイッテー！　普通に外じゃない！　近寄らないで不潔！　変態！」


    「おいおい大おお袈げ裟さだぞ。人目もないしいいだろ別に。女子校だって生徒同士で乳ちち繰くり合ったりしてんだろ？　それと一緒だ」


    「ち、ちち!?　そんなことしてる生徒なんているわけないでしょ！　バッカじゃないの!?」


    　芽衣が激げき昂こうしていると、頰ほおを赤く染めたエドがポツリとつぶやいた。


    「……じょ、女性の下半身ってああなっていたのか……実物は男とそう大たい差さないな……」


    「!?　とんでもない誤解をしてる！　ち、違うわよエド！　一茶は男ー！」


    　芽衣にとっては全くもって無駄で無意味で中身がなくて……けれど、肩の力が抜けて、気が楽になるようなそんな時間が、ユルユルと流れていく。そして、


    ──お前がいると、少なくとも俺は楽しいからだ。……


    　人にそんなことを言われたのは初めてで、芽メ衣イは自分のことを面白い人間だと思ったことがなかったから……不覚にもちょっと嬉うれしかった。


    　自分という存在が求められているような気がして、ちょっとだけ、胸がドキドキした。


    



    



    　いわゆる高級住宅街。数並ぶ立派な邸てい宅たくのうちの一軒──芽衣は自宅に帰ってきた。


    「……ただいま」


    　玄関を開けて真っ先に芽衣の目に飛び込んできたのは、ぴっちりと揃そろえられた父の革靴。


    　それを見た瞬間、チリチリと嫌な焦しよう燥そう感と緊張感が胸中で燻くすぶり出す。


    　猿さる男だん帰りで浮うわついていたのに、急に現実に引き戻された気がした。


    



    　アメリカＣＮＮの音声と、食器のこすれ合う音だけが食卓に響ひびく。


    　隣に座っているのは芽衣の母。そして斜はす向むかいに座っているのが、駐日米国大使館の職員である父だ。詳しくは知らないが、役職もかなり上らしい。


    「──……さっき母さんから聞いたんだが、今年は鳳ほう城じよう学園ではなく野や猿えん峠とうげ男子高校とかいう学校と文化祭を共催するそうだな」


    　重苦しい空気のなか、おもむろに父は言う。


    　芽衣としては嫌な話題で、胃が痛くなり鼓こ動どうが早まるが、平静を装よそおって答えた。


    「はい。そういうことになったようです」


    「まぁ、最近は鈴すず女じよと鳳おおとりのお見合いを選民意識だなんだととやかく言う連中も増えたからな。底辺とも関わっておくことで、その批判を躱かわす狙いもあるのだろう。……まったく、エリート同士でパートナーを見つけられて合理的なのに何が気に入らないのだか。そういう意味では野猿峠というのはうってつけの共催相手か」


    　芽衣の脅迫文については知らない父の、文化祭への解釈──目からウロコだった。


    　鈴女がよりによって猿男を共催相手に選んだ理由──それは芽衣の脅迫文を受けて、共催相手の生徒に危害が加わる可能性が生まれた以上、最悪どんな怪け我が人にんが出ようと構わないような学校が望ましかったからだろうと芽衣は考えていた。


    　しかしなるほど。父が言う通り、鈴女には猿男との合同文化祭にそういったメリットもあるのかもしれない。


    　だから何があっても中止にはしないと、強硬姿勢を取っているのだろう──。


    「で、ミスコンはどうだ。出るのだよな？」


    「…………っ」


    　唐とう突とつだった。不意をつくように、父が核心に触れてきた。


    「お前はミスコンでもない限り、兄さんや姉さんのようなレベルの大学にはいけないからな」


    　芽メ衣イの兄と姉は、メビーリーグとほぼ同格の海外の大学に純粋な学力で合格してのけ、現在留学している。父が芽衣に要求しているのも、そのレベルのキャリアだった。そして、


    「優秀な人間こそが価値のある人間だと、お前にはそう教えてきたな。同時に、無価値な人間に生きてる意味は無いとも──。それを今一度肝に銘めいじてミスコンに臨のぞめ。もしもメビーリーグ行きを逃そうものなら、お前など生きてる意味は無いぞ」


    　父にとってそのレベルに達せない人間は、人間ですらなかった。


    「ふん。どうしてお前だけがそう無能に生まれてきたのだか……お前みたいなのが家族にいることが恥ずかしい。上二人だけで十分だった」


    　芽衣への侮ぶ蔑べつを露あらわに吐き捨て、父はそこで会話を打ち切った。


    「…………」


    　芽衣は父に、ミスコンの出場権を剝はく奪だつされてしまったことを告げていない。


    　芽衣が鳳おおとり生せいを襲おそって文化祭そのものを中止に追い込もうとしたのは、静しずかへの嫌がらせだけが理由ではない。文化祭そのものが中止になったとあらば、メビーリーグ大学への推薦枠を獲得出来なかったとしても父への言い訳が立つと考えたからだった。


    　けれどその計画も失敗した。傷口を少しでも小さくしようという言い訳すらももう出来ない。


    　正直に奥おく泉いずみ静にハメられたことを訴えれば父も納得してくれるのではとも考えたが、そんなのは甘い見通しだろう。父もまた権けん謀ぼう術じゆつ数すうの中でのし上がっていった人だ。陥おとしいれられたお前が無能なのだとかえって罵ののしられるに決まっている。


    「……ごちそうさまでした」


    　芽衣はさっさと食事を済ませ、自室に戻り、勉強机に座った。使い古した筆記用具、くたびれた教科書にノートに参考書、かすれたキーの電子辞書……山とある教材が散乱している。


    　この三年間、芽衣は部活はおろか遊びや趣味の時間もなく、毎日毎日この机にかじりついて勉強した。けれど、それでも鈴すず女じよの授業にはついていけず、進級するので精一杯だった。


    　そんな芽衣に、兄や姉と同じレベルの大学になど行けるはずもなかった。


    　だからミスコンだけが望みだった。父に人として認めてもらうための、唯一の可能性だった。


    （けどそれも、もうなくなった！　私はもう、生きている意味が無い……！）


    　机の上にあるものが無む性しように煩わずらわしくて、その全てを乱暴になぎ払い、芽衣は机に突っ伏した。

  


  
    　


    


    第五章　ダメなんかじゃない


    



    　両校の文化祭実行委員による三回目の会合は、鈴すず女じよで行おこなわれた。


    　三回目ともなると当日のタイムテーブルだとか、資材、機材、食材の調達先などの打ち合わせがメインだ。もっとも、それらもすでに鈴女に決められており、猿さる男だん側からしたらうんうんと了承するだけなわけだが。


    「──エド、俺おれたち先に猿男に帰ってるから」


    　一いつ茶さとフッティーはちゃっちゃと打ち合わせをすませ、ほかの文化祭実行委員を置いて先に帰っていった。


    　一茶はただ女装していればいいというわけではない。水着審査やパフォーマンスもあり、その練習に大忙しなのだ。


    「エドくんって、一花さんと仲がいいんだ？」


    　実行委員の鈴女生が、身を乗り出してエドに尋ねてくる。


    　エドはふふんと得意気に眼鏡めがねを押し上げた。


    「ふっ。まぁな。やつは俺が育てたと言っても過言ではない」


    「そうなんだ。ミスコン、楽しみだね。実は私も一いち花かさんのことを応援してるんだよ。一花さんの生おい立ちとかミスコンに臨のぞむ理由とか……もう涙が止まらなくて」


    　一茶が茶ちや島じま一花として今鈴女でノリにノっていることはエドも知るところ。やはり悪い気はしないらしく、エドはますます得意気に眼鏡を押し上げまくる。しかし、


    「けどさ、確かに勢いはあるけど今のままだと奥おく泉いずみさんには勝てないと思うんだ」


    　鈴女生は周りを気にしつつ、エドにそう囁ささやいた。


    「む、そんなに奥泉静しずかというのは人気者なのか」


    「そりゃあもう。だからさ、一花さんをミスコンで優勝させるためにはもうひと押しが必要だと思うの」


    「ふむ。実は俺もそう思っていたところだ」


    　ノリ気のエド。鈴女生の目が、いやらしく細められた。


    「じゃあこういうのはどうかな」


    　鈴女生はエドに耳打ちする。エドはそれを聞き、キラーンと眼鏡を輝かがやかせた。


    「それはナイスアイディアだ！」


    「しかもこれを一花さんには秘密でやって、驚かせてあげたらどう？　きっと喜んでくれるよ」


    「ふふっ。サプライズサポートか。悪くない。そのアイディア、頂こう！　すぐに準備に取りかからなくては！　──ガガ彦ひこか!?　俺だ！　至急用意してほしいものがある！」


    　エドはケータイでガガ彦に連絡をとり、打ち合わせをすべて鈴女生に丸投げして、会議室から慌あわただしく出ていった。


    　ほかの鈴すず女じよの文化祭実行委員もみんなエドの後ろ姿を目で追って、示し合わせたようにほくそ笑んだ。


    



    



    　一方猿さる男だんでは、一いつ茶さとフッティーが人ひと気けのない体育館裏でタブレットを覗のぞき込んでいた。


    　二人ともジャージに着替えており、すでに汗だく。息を弾はずませながら見ているのは、現在大ブレイク中のアイドルグループのライブ映像だった。


    「……！　……！」


    　フッティーがその映像を逐ちく一いち巻き戻ししたり早送りしながら、アイドルの振り付けを完かん璧ぺきなまでに実演してのける。


    　フッティーはアイドルのプロフェッショナルだ。それは何も知識だけに偏かたよった話ではない。アイドルの振り付けまでをもアイドル本人以上のクオリティーで踊ってのける。


    　だから一茶はフッティーからアイドルのダンスを伝授してもらい、それをミスコンのパフォーマンスで披露しようと計画しているわけだ。さらにはこうしてアイドルを研究することで、女の子らしい仕草やしゃべり方にも磨きをかけようというわけだ。それにしても、


    「……！　……！　～～～～！」


    　フッティーは頑がんとして喋しやべらないので、練習しづらいことこの上ない。「こうだよこう！　なんでわかんねーかなー！」みたいに苛いら立だたしげに何度も実演してはくれるのだが……口で説明してくれたほうが手っ取り早いしわかりやすいから喋ってくれないだろうか。


    　ヒーコラ言いながら一茶が練習していると、一茶のケータイに着信が。


    　相手は芽メ衣イだ。向こうから電話をかけてくるとは珍しい。


    「はーい！　なーに、芽衣お姉ちゃん。早速猿男に遊びに来たくなっちゃった？」


    　女声で出る一茶。


    　片や芽衣のほうは切せつ迫ぱく感かんにあふれていた。


    『バカなこと言ってないで早く鈴女へ来て！　大変なの！』


    「どったの？」


    『エドが……エドが！』


    　一茶は血けつ相そうを変えて鈴女へ急行した。


    



    



    　芽衣が一茶に電話をかける数分前──芽衣は教室に居残って本を読んでいた。


    　といってもいわばこれはポーズ。こうして教室に居残っていると、茶ちや島じま一いち花かに関して興味津しん々しんの子たちがそそっと寄ってくるのだ。


    　そういう子たちに一いち花かのことを聞かせてやれば、いい宣伝になる──一いつ茶さが芽メ衣イに授さずけた策だった。よくもまぁこんなせせこましい工作を思いつくものだと呆あきれるが、それが一茶の読みどおりに功こうを奏そうしている様子なので、悔くやしいけれども感心してしまう。加えて放課後に友人とおしゃべりをするという経験があまりない芽衣には、少しだけ楽しい時間だった。


    　そうして一花のことを話していると後輩の女の子が二人、おずおずと声をかけてきた。


    「あ、あの、芽衣先輩、なんか、校門に変な人たちがいますけど……」


    「変な人たち？」


    「はい。それがどうも、一花さんの関係者みたいで……」


    　一花の関係者？　いったい誰かはわからないが、女の子二人が明らかに怯おびえている様子だったので、芽衣は嫌な予感がして校門へ走った。


    　そして啞あ然ぜんとして固まった。


    　校門前に、三角の覆ふく面めんをかぶった大勢の猿さる男だん生せいがいた。それだけでもものものしい雰ふん囲い気きだが、そのうえ彼らは校門から出てくる鈴すず女じよ生せい一人ひとりを取り囲み、恫どう喝かつしていた。


    「オラァ！　お前には信じる神がいるか!?　フィァ！」


    「い、い、いません……」


    　怯えきった鈴女生が何とか答えると、猿男生は仰ぎよう々ぎようしくこう続ける。


    「フィァ!?　いないだと!?　そいつはよくねえ！　テメェ今のままじゃ地獄行きだぞ！」


    「じ、地獄行き……？」


    「そうだ！　すぐにでも心を開き、茶ちや島じま一花という女神を奉たてまつれ！　茶島一花を崇あがめろ！　そうすれば地獄を見ることもねえぜお嬢ちゃん！　フィーッハッハー！」


    （な、何やってんのよあいつら────！　っていうかそこのあんたはマチョ村むらでしょ！　生き生きとヒールキャラを演じて～！　ホントはただのチキンのくせに～！）


    　それは猿男生による、茶島一花の布ふ教きよう活動だった。


    　そして猿男生の群れの中央には、一台のリヤカーが。リヤカーからは絶えずスモーク（おそらくドライアイス）が湧わき出ており、怪しげなお立ち台と化している。


    　そのリヤカーの上からメガホンで、大演説をぶっている一人の男がいた。


    『茶島一花に帰き依えせよ！　さもなくば、さる文化祭に訪れると言い伝えられているアルマゲドンを生き延びる術すべはなし。茶島一花の加護なくして、空より降り注ぐ業ごう火かをしのぐ傘かさが、どうして迷える子羊たちの手にあろうか！　その身を灼しやく熱ねつに焦こがしたくなければ茶島一花を崇め奉れ！　茶島一花教に入信しろ！　ネコと和解せよ！　さぁ！　さぁ！』


    　この男も覆面をしているが、声、佇たたずまい、身振り手振り、そして隠し持ったカンペからして間違いない。エドだ。


    （あのバカ！）


    　覆面なのをいいことに、強引かつ乱暴に鈴女生へ詰め寄る猿男生。恐怖に青ざめる鈴女生。


    　これはまずい。芽メ衣イは急いで一いつ茶さに電話をして、すぐ来るように伝えた。


    　そして通話を切ると、芽衣はエド目がけて猛然と駆かけ出した。


    　風のように猿さる男だん生せいの群れをすり抜け、一気にその中心へ。リヤカーに足を掛けて、跳躍。


    『ん？』


    　エドからしたら、突とつ如じよ視界に芽衣が現れたように見えたことだろう。


    　芽衣は跳躍の勢いを全部乗せて、エドに飛び蹴げりを食らわせた。


    「ぐはぁ！」


    　リヤカーから転げ落ちるエド。


    「フィァ!?　エド───！　大丈夫か!?　だから受け身の特訓はしておけと！」


    「んーエド、その頭ず巾きんを汚さないでくれ。今年のハロウィンでも使うかもしれないんだぞ」


    　マチョ村むらがエドに駆け寄っていく。どこからかガガ彦ひこの声も聞こえた。


    「エド！　あんた何してんのよ！」


    　芽衣はそのままリヤカーの上に着地して、エドを名指しで怒鳴りつける。


    　するとエドは反省はおろか悪びれるでもなく、嬉き々きとして覆ふく面めんを脱いだ。


    「ふっ。やれやれ。早くもバレてしまったか。俺おれのようなインテリは密ひそやかに策を練り、人目につかずに暗あん躍やくしたいところなのだがな。いやーバレてしまったか。まいったな～、まさかバレるとは。しかしまぁ優れた暗躍はバレるのも必然か！　あーバレたバレた！　ふはははは！」


    「密やか!?　暗躍!?　どこが！　すべての所しよ業ぎようが白はく日じつのもとに晒さらされまくりじゃないのよ！　──もう、ちょっとこっちに来なさい！　あんたたちも解散！　ほら、散って散って！」


    　芽衣は猿男生を校門前から撤てつ収しゆうさせる。覆面集団がリヤカーを押してゾロゾロと去っていくのを見送ってから、その場に居残らせたエドとマチョ村とガガ彦に向き直った。


    「改めて聞くわよ。何をしていたの？」


    「ふっ。やれやれ。そんなこともわからないのか。あれは一茶──もとい一いち花かの支持者をさらに増やすべく、茶ちや島じま一花教の勧誘活動を行おこなっていたのだ！　無論一茶には内緒でな。粋いきな計らいだろう？」


    「フィーッハッハー！　強引な勧誘なら得意だぜ！」


    「んー、この頭巾は去年俺がハロウィン用に作ってやったんだ。もっと美しい頭巾を俺としては作りたかったんだけど、こいつらがつまらない美しさでいいっていうから渋々──」


    　芽衣は心底うんざりする。こいつら、害悪級のバカだ。ガガ彦の話とかどうでもいい。


    「バッカじゃないの！　あんなの逆効果に決まってるじゃない！」


    「逆効果？　それはつまり……一茶よりも俺の人気が上がってしまうということか～!?」


    　なぜか舞い上がるエド。


    「どこをどう逆にしたらそういうおめでたい結論に至るのよ！　そうじゃなくて、あんたがあんな布ふ教きよう活動をしたせいで、鈴すず女じよ生せいが一花にマイナスイメージを持ってしまったってこと。せっかくいい感じの流れがきてたのに、あんたが台なしにしちゃったってこと！」


    　茶ちや島じま一いち花かを支持しているのがあんな胡う散さんくさい連中だと思われてしまったら、これまで一花派だった鈴すず女じよ生せいすら一花を敬遠し出してしまう。


    　しかしその辺りのことを、エドはまるで理解できていなかった。


    「ふっ。何をトンチンカンなことを。俺おれは一いつ茶さの人気がさらに上がるようにだな──」


    「だから！　そのやり方を間違えれば不ふ興きようを買うに決まってるでしょって言ってるの！」


    「！　布ふ教きようだけにか!?」


    



    　──パァァン！


    



    　手が出ていた。苛いら立だたしくて、我慢できなくて、芽メ衣イはエドの頰ほおを思いっきり引っぱたいた。


    　突然のことに、痛がるよりも呆あつ気けにとられた様子のエド。ズレた眼鏡めがねを直し、徐々に赤みを増す頰をさする。


    　と、そのとき、二人乗りをしたバイクが二台、猛スピードで芽衣たちのすぐそばに滑り込んできた。


    　それぞれの後部座席に乗っていたのは、ジャージ姿の一茶とフッティー。


    「ありがとぉ～、助かっちゃった～」


    　猫なで声で一茶が運転手に礼を言うと、バイクはすぐに走り去る。ヘルメットで顔は見えなかったが、運転手はどちらも猿さる男だんの学ランを着ていたので友人に送ってもらったのだろう。


    「おいおいどうしたよ。『あ。あそこに全員揃そろってるなー』と思って見てたら急に芽衣がエドにビンタすんだもん。めっちゃ笑ったわ」


    　笑い事ではない。芽衣が睨にらむと一茶も只ただ事ごとではないことを察したらしく、ややふざけたトーンを抑えた。


    　そしてエドたちが犯した愚ぐ行こうの一部始終を、芽衣は一茶に説明してやった。


    「──あー……はっは、なるほど。そりゃやっちまったなぁ」


    　最初は何の疑いも持っていなかったエドたちだったが、一茶の苦笑いを見てようやく自分が過ちを犯したらしいことを察したようだ。「え？　俺たちなんかマズイことしちゃった？」と不安げな表情になっていく。


    「ちなみにエド、その布教活動のやり方を考えたのってお前？」と一茶がさらに問う。


    「い、いや、鈴女の文化祭実行委員にアイディアを貰もらって……鈴女生は厳おごそかな感じで、かつ多少強引なくらいのほうがキュンと来るからって……」


    　エドのことだから、自身の発案でこんなバカげたことをしでかしても芽衣は驚かない。


    　けれどどうやら今回は、鈴女生に吹き込まれてあのような行動を取ったらしい。


    　そしてその鈴女生とはきっと──、


    「そんなことだろうと思った。十じつ中ちゆう八はつ九く、奥おく泉いずみの差し金だろうな。あいつ昔っからそういうイヤらしい手が得意だったから」


    　一いつ茶さの言うとおりだろう。まともな鈴すず女じよ生せいだったらそんなアイディアは出さない。


    　まだキョトンとしているエドたちに、芽メ衣イは言ってやった。


    「あんたらはまんまと奥泉静しずかに踊らされて、私たちの足を引っ張ったのよ」


    　どよめくエド、マチョ村むら、ガガ彦ひこ。


    「そん、な……インテリの俺おれが、踊らされただと!?　奥泉静とは孔こう明めいか!?」


    「いいえ、あんたらがどうしようもない、ただのバカだったってことよ」


    「…………」


    　顔を伏せるエドたち。


    　これが、術じゆつ数すうに陥おとしいれられた人間……なんて無能で腹立たしい存在なのだろう。


    　エドたちの姿が自分と重なる。だからこそ、芽衣はもっと苛か烈れつにエドたちを罵ば倒とうしたくなった。


    　その存在を否定してやりたくなった。


    　己おのれがいかに劣おとった存在であるかを徹底的にわからせてやりたくなった。


    　なのに──、


    「……ぶふっ」「「……フィハ」「……んー」「……ったくよぉ」


    



    「「「「うっひゃっひゃっひゃっひゃ！」」」」


    



    「!?」


    　猿さる男だんの四人は腹を抱え、手を叩たたき、ゲラゲラと笑い出した。声こそ出さないが、フッティーも一緒になってケラケラと笑っている。


    「フィーッハッハッハ！　『名案が浮かんだぞ！』って、自分の手柄みたいにドヤ顔でこの作戦を指揮してたかと思えば、まんまと敵に踊らされてただけだったなんてな！」


    「うははは！　惜しかったな～エド、まーたお前の行動が裏目に出ちまって。ぷぷぷー」


    「くっくっく。いや、この俺を欺あざむくとは敵ながらあっぱれだ。どうやら奥泉とやらはこの俺に勝まさるとも劣らないインテリらしいな」


    「いやいや、お前と違って奥泉は正しよう真しん正しよう銘めいのインテリだから！」


    「んー、美しく一本取られたようだな」


    「「「「うっひゃっひゃっひゃっひゃ！」」」」


    



    「何を……何をヘラヘラ笑ってるのよ！」


    



    　違う。芽メ衣イが見たかったのはエドたちが己おのれの無能を自覚し、打ちひしがれる姿だ。失敗を笑い飛ばしている姿などでは断じてない。


    　なのに、


    「まぁまぁ。いいじゃん」と一いつ茶さ。


    「よくないわよ！　あんたもあんたよ！　なんで怒らないの!?　せっかくあんなバカみたいな三さん文もん芝しば居いまでしたっていうのに、こいつらのせいで全部水の泡あわじゃない！」


    「全部水の泡ってのは大おお袈げ裟さすぎるし、あれはあれで面白かったんだし別にいいだろ」


    〝面白かった〟──一茶の口からその言葉が出た瞬間、芽衣は一茶のスネを蹴けり上げていた。


    「いだ───っ！　……ったく、お前ねー。いい加減怒っちゃうぞ？」


    　一茶はスネを抱えて恨めしそうにこちらを見るが、芽衣こそ一茶を睨にらみ返す。一茶のこういうところが、芽衣は前々から気に入らなかった。


    「『面白かった』って何よ！　私は遊びでやってるんじゃない！　真剣なの！」


    「俺おれたちだって真剣だっての」


    「だったらヘラヘラ歯を見せるな！」


    　抜け抜けとよく言えたものだ。一茶の、エドたちの、どこが真剣だというのだ。真剣ならもっとエドたちを責めるべきだろう。怒るべきだろう。それをなあなあで笑ってすませるだなんて、遊び感覚で事にあたっている証しよう拠こだ。


    「歯ぁ見せるなってお前、体育会系の鬼コーチかよ。お嬢様のセリフじゃねーぞそれ」


    「うるさい！　あんただって奥おく泉いずみ静しずかに復ふく讐しゆうしたいんじゃないの!?」


    　芽衣が一茶たちと手を組んだのは、一茶もまた静に陥おとしいれられてエリートコースから脱落した人間だからだ。静への復讐心という点で共有しているものがあると思ったからだ。


    　なのに一茶からは、静への恨みや憎しみ、復讐心や執念といったものが微み塵じんも感じられない。それが納得いかない。すると、


    「いや、だから静への復讐ってのとはちょっと違うんだって。俺はみんなを楽しませたいし、俺自身で楽しみたいの。それが、俺からみんなへの回答になるから」


    　と、一茶は言った。


    「回、答？」


    「そう。猿さる男だん生せいへの回答。自分自身への回答。静への回答。あと、お前への回答」


    「…………」


    　芽衣は少しだけ考えてみたが、意味がわからない。適当なことを言って煙けむに巻こうとしているのだろうか。一茶はさらに続ける。


    「俺だってお前と気持ちは一緒で、奥泉に一ひと泡あわ吹かせたいって思ってるよ。そのために本気でミスコン優勝を狙ねらってる。けど、ただ俺がミスコン優勝しただけじゃ意味ないんだって」


    「ハァ？　意味あるでしょうよ。むしろミスコン優勝にのみ意味があるんじゃない」


    「それは違う。お前自身がちゃんと楽しんでないと奥泉に勝ったことにはならない」


    　またいつもの戯ざれ言ごとかと芽メ衣イは思った。けれど戯言にしては、あまりにも真しん摯しで力強い言葉だった。とはいえ、納得できるものでもなかった。


    「楽しめ!?　こんな状況じゃ何したって楽しめるわけないでしょ!?　私はメビーリーグ大学に行きそびれた……父が望んでいた進路は絶たれた！」


    　自分は、落らく伍ご者。


    　敗者。


    　無能。


    　無価値。


    　無意味。


    　己おのれの哲学……もとい、芽衣の父の哲学に照らし合わせるのなら、芽衣はもう人間ですらない。


    「私はもう終わっちゃったのに、どう楽しめってのよ！」


    



    「？　この一いつ茶さですら楽しめているのだし、大丈夫だろう」


    



    　回答は、即座に、あっさり、当然のように、エドから返ってきた。


    「え？」


    　芽衣がぽかんとしていると、マチョ村むらとガガ彦ひこも腑ふに落ちたように手をポンと叩たたく。


    「フィァ───！　そういやそうだった！　すっかり忘れてたぜ！」


    「んーなるほど。戦場帰りに見覚えというか、懐なつかしい感じというか、既き視し感かんがあるなと引っかかってたけどようやく思い出した。君は、一年のころの一茶にそっくりなんだな」


    「一年のころの一茶にそっくり？　私が？」


    「……余計なことは言わなくてよろしい」


    　見れば一茶はばつが悪そうにしている。


    　するとほかの連中はすかさず面白がって、ここぞとばかりに一茶をイジる。


    「フィーッハッハッハ！　自分のことは棚に上げて『ちゃんと楽しめ』だなんてよく言えたもんだな。一年のころは『自分はこんな学校なんかに来るはずじゃなかった』とか何とか言って、ニコリとも笑わなかったくせに」


    「……やめろマチョ村」


    （笑わなかった？　この一茶が？）


    「ふはは、俺おれなんて一茶が猿さる男だん生せいのことを最底辺のクズ呼ばわりしているところを何度も目撃しているぞ」


    「……もうその辺にしとけエド」


    （猿男生のことを最底辺のクズ呼ばわり？　この一茶が？）


    「フィァ。ノリは悪い。イジれば本気でキレる。ボケもしなけりゃツッコミもしない。俺おれに構うなオーラバリバリでぶすーっとして、陰険なインテリ眼鏡めがねだったよな」


    「そう。この俺とキャラがかぶっていて大変だった」


    「んーエドはインテリじゃないけどな」


    「うああああ！　やめろー！　はいもうこの話やめ！　そんなことよりサメの話しようぜ！」


    　いよいよ一いつ茶さは顔を真っ赤かにし、本気で身み悶もだえ出した。


    　エドたちはそんな一茶をゲラゲラと笑っている。


    「ねぇ、どういうこと？　あんたってもしかして……無理して猿さる男だんのノリに合わせてたの？」


    「無理してねええええ！　やめろそういうこと言うの！　そういうふうに思われんのが一番恥ずいの！　素すだよこれ素！　だから心置きなく俺のボケで笑っていいんだからね!?」


    　芽メ衣イの疑問を、一茶はムキになって否定する。


    「けど、あんた全然性格が違ったみたいだし……本当は真ま面じ目めなんじゃ……」


    「ああああああ！　『本当は真面目』とか言うなや～！　違うしー！　俺はもう根っからのファンキー＆ハイテンション＆破は天てん荒こうだしー！　──おいエド、ビニール傘がさとチャリを調達してこい！　鈴すず女じよの屋上で鳥人間コンテスト開幕じゃーい！」


    「!?　わ、わかったからバカな真ま似ねはやめなさい！　死ぬわよ！　──エドも本当に調達しに行こうとしないで戻ってきなさい！」


    　芽衣が一茶の過去への追及を切り上げると、一茶もようやく息を整えて話を元に戻した。


    「あーあったく、話が盛大にズレちまった。ともかくだ！　どうせお前、『私の気持ちが猿男生にわかるはずがない！』とか思ってるんだろ。けどこいつらが言うとおり、俺は昔お前に似てたから、お前の気持ちもわかるつもりだ！　だから言ってるんだよ。もうちょっと肩の力を抜いて、文化祭を文化祭としてちゃんと楽しめって。祭りだぞこれ。そりゃあ完全に客のことを考えたプロ根性バリバリの祭りも立派だとは思うけどさ、やっぱ文化祭ってのは客のことなんか関係なしで、催す側の自己満足とか内輪ノリでいいんじゃねーの？」


    「…………」


    　不思議と、不覚にも、一茶の言葉は芽衣の胸に染みこんできた。


    　進路を絶たれ、状況は深刻。笑っている場合などではないと思っていた。


    　けれど一茶は芽衣に、楽しめと言う。楽しんでいいと言う。


    　それは芽衣にとって、甘美な誘惑。その言葉のとおりに自分を苛さいなむすべてを忘れ、楽しめたら、笑えたら、それはどんなにいいだろう。


    　芽衣は自分が文化祭で楽しんでいる姿を想像する。が、


    



    　脳のう裏りにふと思い浮かんだのは、鳳ほう城じよう学園のとある男子生徒。


    



    　すっかり忘れていたことを、考えないようにしていたことを、芽メ衣イは思い出す。


    「……無理よ。私には、この文化祭を楽しむだとか、そんな資格ない……」


    　自分はもう、取り返しのつかないことをしでかしてしまっているのだから。


    「資格って？」


    「だって私、傷つけちゃってる。文化祭を中止に追い込もうとして、何の関係もない鳳おおとりの生徒を……」


    　のうのうと楽しんでいいはずがない。笑っていていいはずがない。


    　こんな身勝手な私には、そんな資格がない──芽衣は罪悪感に駆かられ顔を伏せる。


    　しかし、


    「生きてんでしょ？」


    　あっけらかんと、一いつ茶さは言う。


    「あ、当たり前でしょ！　……けど、あんたたちにしたよりかはもっとちゃんと痛めつけた。相手、一人だったし……」


    「フィーッハッハ！　ならピンピンしてるだろ！　お前の攻撃なんて蚊かが止まったようなもんだ！」


    「マチョ村むらと一緒にしないでよ！」


    「うはは。けどまぁ平気は平気だろ。一緒に謝りに行こうぜ」


    「え？」


    「名前とかわかんねーの？」


    「顔はちゃんと覚えてるけど、名前までは……」


    「そかそか。ま、とりあえず鳳に行ってみるか。そうと決まればレッツゴー」


    「え!?　ちょ、今から!?」


    　そして勝手に歩き出してしまう一茶たち。芽衣もためらいながら、その後を追った。


    



    



    　全国トップの偏へん差さ値ちを誇り、エリートの代名詞たる男子校、鳳ほう城じよう学園──その校門の前に、芽衣たちは来ていた。


    　そして芽衣と一茶は校門からまばらに出てくる鳳生をひとりひとりチェックする。


    　芽衣はもちろん、自分が襲おそってしまった鳳生を直接見つけるため。そして一茶は一茶で鳳生の知り合いがいるらしく、その人を探してくれようとしている。元海かい稜りよう中の同級生だそうだ。


    「そいつに仲立ちしてもらえれば、何かと都合がいいだろ」


    　そんな一茶の気配りには、芽衣も恐縮するばかりだった。


    　するとまたひとり、鳳生が校門から出てくる。


    「「あ！」」


    　芽メ衣イと一いつ茶さの声が重なった。


    「「え？」」


    　二人は顔を見合わせる。まさかと芽衣は目を丸くし、一茶のほうは笑い出した。


    　今しがた校門から出てきたのが、芽衣が襲おそった鳳おおとり生せいだった。


    　そしてどうやらその鳳生こそが、一茶の海かい稜りよう中時代の同級生らしい。


    「うははははは！　なら話が早えーや。おーい時とき任とうぉ～！」


    「!?　ま、待って一茶！　まだ心の準備が……！」


    　一茶は芽衣の躊ちゆう躇ちよなどお構いなしで、時任という名らしいその鳳生を追いかけ、呼び止める。


    　時任は驚いたように振り返り、何度か目を瞬またたかせ、おずおずと口にした。


    「も、もしかして、花はな島じま!?　うわー久しぶり！　中学の卒業式以来だね！　元気にしてた？」


    　かつては一茶と良好な関係にあったのだろう。時任は笑え顔がおを見せる。ただしその笑顔には大きな青あざが咲いていて、口端にも裂傷が入り、痛ましい──。


    「それで花島、そっちの女の子は？　彼女さん？」


    「か、カノ……!?　ち、違います！　断じてこいつとはそんな関係じゃありません！」


    　芽衣は必死に否定する。時任を襲った時、芽衣はニット帽をかぶっていたので、時任は芽衣が襲しゆう撃げき者であることに気付いていない。


    　だから芽衣は意を決し、深々と頭を下げた。


    「す、鈴すず之の院いん女子高等学校三年Ｃ組、芽衣・クロフォードです。あなたを襲ったのは……この私です！　本当にごめんなさい！」


    「「「おー」」」


    　エドたちは芽衣が頭を下げる姿を珍めずらしがってパシャパシャと写メしまくってきたが、時任はというと顔を強こわ張ばらせている。なので芽衣は続けた。


    「いくら頭を下げたって、私が犯した罪は消えません。許してもらえなくて当然だとも思ってます。けれど、それでもどうしても謝りたくて……」


    　唐とう突とつの謝罪に戸惑う時任。その間を、一茶がそっと取り持つ。


    「実は俺もこいつに襲われたんだ。けどなんやかんやあって今はこうしてつるんでて、時任に謝りたかったらしくてさ、押しかけさせてもらった」


    「そう、なんだ……。えーっと、とりあえずどうして僕を襲ったりなんかしたのかっていう事情を聞かないことには何とも」


    　時任にそう言われたので、芽衣は自分の言葉ですべてを話した。


    　推薦枠のこと、ミスコンのこと、奥おく泉いずみ静しずかのこと、そして見み境さかいがなくなってしまった愚おろかな自分自身のこと──。


    　時任は相あい槌づちを打ちながら、物静かに耳を傾けてくれていた。その姿でわかった。この人はとてもいい人なのだろうと。だからこそ芽衣の胸は余計に痛んだ。


    　私はこんな人を痛めつけていたのかと──。


    「──なるほど、奥おく泉いずみさんか。去年一昨年おととしと文化祭でチラッと見たときにはおとなしそうにしてるふうだったけど、相変わらずそんなきなくさいことしてたんだ」


    　芽メ衣イがすべてを話し終えると、時とき任とうは大きなため息とともに、また困ったように微笑ほほえんだ。


    「花はな島じまが一枚嚙かんでるのもそういう理由？」


    「まぁ、偶然っちゃ偶然だけどな」


    　一いつ茶さは肩をすくめ、時任が頷うなずく。


    「うん。事情はわかった。正直襲おそわれたときはすごく痛かったし怖かったから、全然へっちゃらだよとは口が裂けても言えない。動機だって到底納得できない。芽衣さんは、最低のことをした。だから道義的にも心情的にも、簡単には許せない」


    「はい……ごめんなさい……」


    「だから一つ、芽衣さんに頼み事をしようと思うんだ。それでチャラってことでどう？」


    「！　なんでもするわ！　それで少しでもお詫わびになるのなら！」


    　芽衣が俄が然ぜん意欲を見せると、時任はニコリと微笑んだ。


    



    



    　とある年季の入った和風平屋の一室。その大部屋には座卓がズラリと並び、小学生を中心とした子供たちが五教科の問題プリントをわいわいと解いていた。


    　ここは空くう門もん式の学習教室。部屋の前方には小柄な老先生が座っている。教師を定年退職した後にこの教室を開いたそうで、もうヨボヨボのおじいちゃんだ。


    　そして子供たちの最後列で、芽衣と一茶、それに時任の三人が、文字どおり山のような問題プリントを手際よく採点していた。


    「いやー助かるよ。正直文化祭どうこうよりも、バイトに支障が出るほうが僕的には痛くてさ」


    　時任の頼み事──それは、空門式のアシスタントアルバイトの手伝い。時任は芽衣のせいでしばらくバイトを休まざるをえず、その間に仕事が山のようにたまってしまったらしい。それを一緒に片付けてほしいというのが、時任から出された罪滅ほろぼしの条件だった。


    　そんな軽い頼まれ事でいいのかと芽衣は食い下がったが、一茶に促うながされたこともあり、芽衣はありがたく時任の厚意を受けることにした。


    　ちなみにエド、マチョ村むら、ガガ彦ひこ、フッティーの四人も採点を手伝ってくれようとしていたが、小学生用の問題プリントをパラパラめくると表情を曇らせた。なので一茶が、


    「……時任、こいつらは見学扱いってことで、端っこにでも置いといてやってくれないか」


    「うん、いいよ。高校生の体験入塾も随ずい時じ募集してるし、今日きようはそれってことで」


    「ふっ。やれやれ。我々もなめられたものだ。小学生レベルならプリントの採点も勉強を教えることもできたのになー！　あー残念だ！」


    「何が空くう門もん式だ！　こっちは加圧式だ！　かかって来い！　フィァ！」


    　エドとマチョ村むらは負け惜しみというか強がりを言っていたが、結局子供らに混じってプリントをやらせておくことにした。先に帰ってくれても構わないのだが……。


    「さて、僕はちょっと別の仕事をしてくる。芽メ衣イさんたちは引き続き採点をお願い。それと子供らの質問のタイミングが重なっちゃうと先生一人じゃ捌さばき切れないから、芽衣さんたちも子供らに勉強を教えてあげてね。よろしく」


    　そう言って時とき任とうは、採点ずみのプリントの山を抱えて部屋から出ていった。


    （採点はともかく私に子供の相手なんてできるかしら……したことないけど……）


    　と芽衣が不安がっていると、


    「大丈夫か一いつ茶さ」


    「ああ、へーきへーき」


    　エドはなぜか、一茶のほうを気にかける。いったい何だろう。


    　疑問に思っていると、男の子が芽衣たちの方にやって来た。そして芽衣と一茶を見比べて……一茶のほうに声をかける。ちょっと悔くやしい芽衣。


    「しつもんです。このプリント、わからないところがあります」


    「……お兄ちゃん算数苦手だからこっちのお姉ちゃんに聞いて」


    　しかし一茶は男の子をパスしてきた。同情されたのか、めんどうくさがっているだけか……。


    　とはいえ芽衣は男の子に丁てい寧ねいに勉強を教えてあげた。すると、


    「──……あ、そうか！　わかったー！　ありがとうおねえちゃん！」


    　お礼を言われた。嬉うれしい。かわいい笑え顔がおだ。胸がぽっとする。


    　これはなかなか悪くないぞと芽衣は質問に来る子を心待ちにしていたが、来る子ら来る子ら全員最初は一茶のほうへと吸い寄せられていくのだった。


    　どのみち一茶は子供を芽衣にパスしてくれるのだが、何だか釈然としない。


    「……なんでよ。一人くらい私のほうに来てもいいのに」


    「戦場帰りのオーラが出てるからだろ。──いで！　蹴けるなよ！　いや、俺おれにはいくらキツく当たってもいいけどさ、相手は子供だしもうちょっと愛あい想そよくしてもいいんじゃないの？」


    　愛想か……一茶が隣にいる手前少し恥ずかしいが……と思っていたら、


    「あの……」


    　早速子供が質問に来たようだ。芽衣は努めて表情と声こわ音ねを和らげて応対する。


    「はーい。どこがわからないのかな？」


    「いや、そうじゃなくて、なんかあのお兄ちゃんたちが僕たちにわからないところを聞いてくるので勉強の邪魔です。なんとかしてください」


    　見ればエドたちは小学生用のプリントの解き方を小学生に聞きまくっていた。


    「……ちなみに、どうしてそれを私に？」


    「おねえちゃん怖いから、あのお兄ちゃんたちのことも何とかしてくれそうだと思って……」


    「…………」


    　芽メ衣イは悲しみを胸に抱いだき、エドたちをしばいた。


    　やれやれと溜息をつきながら、芽衣は再び席に戻る──と、ふと目に留とまったものがあった。


    　机に向かう子供たちの中に一人、肩を震わせている女の子がいるのだ。


    「……ねえ、あの子もしかして、泣いてない？　どうしたのかしら」


    「うーん。時とき任とうも忙しそうだしちょっと様子見てきてやってくれよ」


    　一いつ茶さは動く気配がないので芽衣が立ち上がり、女の子にそっと寄り添っていく。


    　小学校中学年くらいのその女の子は顔を伏せ、やはりはらはらと泣いていた。


    「どうしたの？　具合でも悪い？」


    「……違う。わからなくて……」


    　女の子が固く握りしめる鉛筆は、算数のプリントの解答欄の上でピタリと止まっている。


    「そうなの。けど泣く必要なんてないのに。誰だって勉強で躓つまずくことはあるわ」


    　芽衣は女の子の頭をポンポンと撫なでながら慰なぐさめてあげた。すると、


    「……噓うそ。みんなすらすらプリント解いてる。私より年下なのに、私より進んでる子もいる。けど私は、学校の勉強にもついていけなくて、お母さんとお父さんにはすごく叱しかられて、こうやって空くう門もんに通っても全然頭良くなんてならなくて……」


    　ギュッと、心臓を鷲わし摑づかみにされたようだった。


    　そして次にこの子が何を言い出すかまで、芽衣には手に取るようにわかった。


    「私、ダメな子……」


    　ああやっぱりだと、芽衣はやるせなさを覚える。この子は脱落してしまった側の子。


    　そして周囲からもその事実を責められて、無能であることを自覚させられてしまった子。


    　芽衣にはこの子の焦しよう燥そう感が、劣れつ等とう感が、閉へい塞そく感が、痛いほどわかる。


    　そうなんだよね。私たちは、親の期待にも応こたえられないような子なんだよね。


    　足あ搔がいたって結果を出せない子なんだよね。


    　わかるよ。わかる。私もそうだから……。


    　そんな、自身も〝ダメな子〟だと自覚している芽衣から出た言葉は──、


    



    「ダメなんかじゃない！」


    



    　声量のセーブができなくて、室内の全員を驚かせる。


    「周りと比べたら勉強が苦手っていう、ただそれだけの話。そんなことだけじゃあなた自身の価値なんて決まらない！　決められない！　親にも、教師にも、誰にも、絶対！」


    　自分で言っていて、これはいったい誰の言葉なのだろうと驚いた。明らかにそれは芽衣自身の考え方とは違うもの。けれど決して、口から出任せの噓うそや詭き弁べんでもない。


    　だってそれは、女の子を励まそうとしてかけた言葉のはずなのに、すべて自分に跳ね返ってきたから。


    　人のために吐き出した言葉が、自分の胸に沁しみこんでくる感覚。


    　そこでようやく気がついた。きっとこれは、自分が人からかけてほしかった言葉なのだと。無意識に押し殺していた反発の声が、願いが、堰せきを切ってあふれ出したものなのだと──。


    「けど勉強が大事なのも事実。だから、あなたはあなたのペースでできる限りをやればいい。そのお手伝いをお姉ちゃんがしてあげるから。だから、もうちょっと頑張ってみよう？」


    「……うん……」


    　芽メ衣イの心からの励ましに、女の子はこくりと頷うなずく。そのひたむきさに報むくいようと、芽衣も一いつ生しよう懸けん命めい、優しく、丁てい寧ねいに、根気強く勉強を教えた。そして、


    「じゃあ次、この問題をやってごらん。焦あせらなくていいからね。時間をかけて考えてみて」


    「えと…………………………あ、これで、解け、た……？」


    「うん。正解。ほら解けた」


    「！　やった！　解けた！　あ、ありがとうおねえちゃん！」


    　それは決して難易度の高い問題ではない。そこそこ勉強ができる子ならば、難なく解けてしまえる程度。解けたからといって取り立てて褒ほめるような問題ではない。

  


  [image: ]


  
    　けれどそれでも、自力で答えに辿たどり着いた頑張りの、なんと尊とうといことか。


    　芽メ衣イはこの女の子が愛いとおしくて、愛おしくて、たまらずギューッと抱きしめた。


    　そしてその騒ぎは唐とう突とつに、教室の後方で起こった。


    「……え？　おにいちゃん？　だ、だいじょうぶ？」と子供の狼狽うろたえる声。


    「!?　一いつ茶さ！　全く、だから大丈夫かと言ったのだ！　おいマチョ村むら！　一茶を至急トイレに運んでやってくれ！　丁てい寧ねいに、お姫様抱っこでだ！」と緊迫した様子のエド。


    「い、いや……肩貸してくれるだけでいいから……」いっぱいいっぱいで呻うめく一茶。


    　何事かと見てみれば、子供に勉強を教えていたらしい一茶が顔を真っ青さおにして机に突っ伏していた。


    「!?　ちょっと、一茶!?　急にどうしたのよ！」


    　芽衣も一茶のもとへ駆かけ寄っていく。一茶は脂汗を流し、呼吸も乱れ、手まで震えていた。


    「なに？　どうしたの？」


    　騒ぎを聞きつけた時とき任とうも戻ってきた。一茶の代わりにエドが答える。


    「なんでかは俺おれも知らんが、一茶は人に勉強を教えようとすると具合が悪くなってしまうのだ」


    「んんん、そういえば一茶が補習の先生役をやって、教壇で盛大に吐いたことが前にあったな。あれは醜みにくかった」とガガ彦ひこ。


    　勉強を教えると具合が悪くなる？


    　だから一茶は、自分のもとに質問に来た子供を全員自分にパスしてきたのか。けれど今自分は女の子に付きっきりだったから、一茶がほかの子供に勉強を教えてやらざるをえなくなり──と、そういうことか。


    　しかし成り行きのほどはわかったが、どうしても解げせない。


    「勉強を教えると具合が悪くなるって何よそれ……心因性の何か？」


    　と、芽衣は思いつくままに言った。すると今度は時任が、ハッと何かに気がついた。


    「心因性……もしかしてそれって、珀亜ちゃんのことと何か関係が？」


    「…………！」


    　時任がその名前を出した途端、一茶の表情がさらに強こわ張ばったように見えた。


    「「「珀はく亜あ？」」」


    　それはエドたちにも聞き覚えのない名らしく、みな疑問符を浮かべる。


    「あ、いや、ごめん。そんなこと話してる場合じゃなかったね。トイレはそっちで、横になれる部屋も先生に言って用意してもらうから──」


    　しかし時任は話をうやむやにするように、テキパキと動き出した。


    　一茶もマチョ村の肩を借り、口元を押さえながら、ふらふらの足取りで退室していく。


    「……悪いな時任……手伝いに来たのに、余計な迷惑をかけて……」


    「いやいや。この短時間であれだけ採点すませてくれたから、すでにお釣りが出てるよ」


    



    「……それと、なんかいい機会だしお前らには言っとくわ……今まで黙ってたけど実は俺おれ……中学のとき、千ヶ崎珀亜って子を自殺に追いやってるんだ……」


    



    「──……え？」


    　一いつ茶さの突然の告白に、芽メ衣イはもちろん猿さる男だん生せいも全員凍りついた。


    「……時とき任とうの言うとおり、この吐き気も珀はく亜あのことが関係してて……う、ウオェ……」


    「花はな島じま！　その話はあとでいいって！　とりあえずトイレに行こう！　マチョ村むらくん、お願い！　僕は飲み物を買ってくる。芽衣さんは引き続き採点と子供たちをお願いするね」


    　時任の指示で我に返ったマチョ村が、一茶をトイレに引きずっていく。


    　芽衣も仕事に戻った。時任に任された以上は自分の役目を果たさねばと、採点や子供たちの相手を精いっぱいにやった。


    　けれどやっぱりそうしてる間も、胸中は今しがた明かされた事実にかき乱されていた。


    　一茶が珀亜という子を、自殺に追いやった？　それはいったい、どういうことなのだろう……。


    



    



    「いやーっはっは！　すっかり心配かけたね君たち。ところでマチョ村、お前ゲロ臭いぞ」


    「お前のせいでもらいゲロしちまったんだろうが一茶ー！　フィァ！　フィァ！」


    「おうふ！　おうふ！　うはははは」


    　結局その後一茶は教室へは戻ってこなかったが、閉室のころにはすっかり快かい復ふくしたようだった。今ではこうしてマチョ村とプロレスごっこを演じながら、空くう門もん教室からの帰路についている。


    「芽衣、心のつっかえはとれたか？　ほら時任への罪悪感的な意味で」


    「え？　あ、うん」


    　芽衣は頷うなずく。もちろんこれで時任を襲おそった事実がなくなるわけではない。けれど、それでも芽衣を苛さいなんでいた時任への罪悪感は、一つの落としどころに収まっていた。


    「んならオッケーだな。うはは」


    　それもこれも、すべては一茶が取り計らってくれたおかげ……芽衣はお礼を言おうとしたが、何となくタイミングが摑つかめず、照れくさくもあり、口をもにょもにょさせているうちに、


    「じゃあ俺らはここで。時任も今日きようはいろいろサンキューな。ばいちゃー」


    　一茶はフッティーとガガ彦ひこと連れ立って、夜の街へと消えてしまった。この三人はこの後さらにパフォーマンスと水着審査に向けての特訓があるらしい。


    （どうして「ありがとう」のたった一言がスッと出ないのよ……私らしくもない）


    　芽メ衣イは自分の煮え切らない態度を不思議に思う。しかし何よりも、


    （……私今、『ありがとう』の一言も言えない無礼な女だと思われたかしら……あーっ、バカバカ！　やっちゃった～……──って、あれ？　なんで私そんなこと気にしてるのかしら……）


    　自分が一いつ茶さにどう思われているかを気にかけ、後悔していることが、一番の不ふ可か解かいだった。


    「……変わったなぁ、花はな島じま」


    　芽衣が疑問を覚える一方、遠ざかっていく一茶たちがまた何やらバカ笑いしているのを眺めながら、時とき任とうがそうつぶやいた。


    「こいつらもそう言ってたけど、そんなに今と違ったの？」


    　エドとマチョ村むらを指さして芽衣が尋ねる。すると予想をはるかに上回る答えが返ってきた。


    「うん。花島は海かい稜りよう中で常に成績トップ、おまけに生徒会長まで務めたスーパーエリートでさ。あんなに砕けてなくて、勉強とか成績とか進路とか、そんなことしか頭にないような人だったんだよ。あ、ちなみに僕は生徒会の会計だったんだ」


    「か、海稜中で成績トップ!?　生徒会長!?　それって実質全国の中学生の頂点なんじゃ!?」


    「な、なんということだ……完全に俺おれとキャラがかぶっている……！」


    「フィァ、かぶってねーぞ」


    「……それで、珀はく亜あちゃんっていうのは？」


    　思い切って、芽衣は時任に聞いてみた。時任はやるせなさそうに頭を振った。


    「花島はああいう言い方をしたけど、違うよ。珀亜ちゃんは死んでない。自殺は未遂に終わって今も生きてる。それにその自殺未み遂すいだって、奥泉に仕向けられたことなんだ」


    　そして時任は語ってくれた。一茶の中学時代の話を──。


    　千せんヶが崎さき珀亜という女の子は一茶の同級生で、成績は最低レベル。いわば海稜中の落ちこぼれであったらしい。けれど明るく社交的な人柄で、みんなから愛される人気者だったそうだ。


    「花島とは何もかもが正反対だったんだけどさ、だからこそなのかな、二人はすごく仲が良かったんだ。花島にとって珀亜ちゃんは唯ゆい一いつ友達と呼べる人だったと思う。……いやもしかしたら、異性として意識もしていたかもね、お互いに」


    　優秀だが人望があったわけではない一茶が、選挙戦を制して生徒会長になれたのも、珀亜による大々的な擁よう立りつがあったからこそだった。


    「で、この生徒会長選で花島に負けたのが奥おく泉いずみだったんだ。奥泉はプライドが高かったから、この落選が相当悔くやしかったみたいでさ、花島と珀亜ちゃんを密ひそかに目の敵かたきにし始めたんだ」


    　そして中三になり、高校受験を控える身になり──二人の悲劇は始まった。


    「珀亜ちゃんは家の方針で、鈴すず女じよを第一志望校に決められてしまったんだ。そこで花島は、何とか珀亜ちゃんを鈴女に合格させようと、付きっきりで勉強を教え始めた。そしたら奥泉まで、『私も鈴女を目指してるから一緒に勉強しましょう』って近づいてきた」


    　じわりじわりと、話に不ふ穏おんな気配が漂ただよってきた。


    「けど、なかなか珀はく亜あちゃんの成績は伸びなかった。奥おく泉いずみはそこにつけこんだ。花はな島じまに対しては、もっと厳しく珀亜ちゃんに勉強を教えるように唆そそのかした。一方で珀亜ちゃんに対しては、『私たちがこんなに一いつ生しよう懸けん命めい、貴重な時間を割いてまで教えているのに』と嘆いてみせた。そうして珀亜ちゃんに重圧がかかるように仕向け、苦しめた。そして入試直前の模試、珀亜ちゃんはＥ判定を出してしまい、学校の屋上から飛び降りた」


    　芽メ衣イの耳の奥で、珀亜の悲鳴が聞こえた気がした。


    「その後奥泉が、珀亜ちゃんの自殺未み遂すいの原因は花島だって、珀亜ちゃんの両親に吹き込んでさ。それで裁判で訴えるとかって騒ぎにまでなって、花島は心身ともにボロボロ。話し合いの末裁判沙ざ汰ただけは免まぬがれたけど、まともに入試も受けられず、あとはみんなが知るとおり……」


    　すべてを語り終えた時とき任とうは、どっと疲れているように見えた。


    　芽衣もまたやるせない思いで頭が重く、額ひたいを押さえる。


    　壮絶な過去だった。普段の一いつ茶さの様子からは想像もつかない。


    　芽衣が胸を痛めていると、エドが毅き然ぜんと時任に挙手した。


    「すまない。ちょっと途中から話についていけなくなった。もう一度説明してもらっても？」


    「うん、もちろん。どこから？」


    「一茶はスーパーエリートだったというくだりから」


    「途中どころかヨーイドンで躓つまずいてんじゃないのよ！」


    　真ま面じ目めな話をしているというのにこの男は……芽衣が呆あきれていると、エドはマチョ村むらから説明を受けようとゴニョゴニョ密談し始めた。けれどもういっそのことエドは一茶の過去を知らないままでいいと思う。


    「そういうわけだから、正直僕は奥泉のいる鈴すず女じよとの文化祭って乗り気じゃなくてさ、共催じゃなくなって嬉うれしいんだよね」


    　と、時任はいたずらっぽく笑う。芽衣への気遣いもあろうが、きっと本心でもあるのだろう。


    　しかしそれを考えると、つくづく芽衣には一茶という男が不ふ可か解かいでならない。


    　時任ですらいまだに静しずかを忌き避ひするくらいなのだ。ならば当事者である一茶は静への怒りや憎しみ、恨みが滾たぎっていて然しかるべきではないのか。


    　そしてエリートコースからの脱落者として、絶望に暮れていて然るべきではないのか。


    　この私のように。


    　なのになぜ、一茶は自分と違ってあんなに笑っていられるのだろう。


    　もう人生を諦あきらめたから？　やけくそ？　投げやり？


    　いくら考えてもわからない。──知りたい。


    　ならばその答えは直接本人に聞くしかなさそうだった。

  


  
    　


    


    第六章　そちら側へは


    



    　翌日の放課後。芽メ衣イは猿さる男だんにやって来た。もはや芽衣が猿男に来るのも慣れたもので、猿男生はおろか教師まで普通に挨あい拶さつしてくれたりする。


    　他校の生徒に対しこんなにオープンでウェルカムなのはやはりおかしいが、しかし、悪い気はしない。芽衣は真っすぐに家庭科室へ向かった。


    　家庭科室では例のごとくたった一人、ガガ彦ひこがミシンに向かっていた。


    「一いつ茶さは？」


    「んー。姿見を担かついで屋上へ。パフォーマンス用の歌とダンスの練習だ」


    　作業の手は止めずガガ彦は答える。今日きようはスルメなどではなく、ちゃんとした服を裁さい縫ほうしているようだ。


    「何作ってるの？」


    「一茶のパフォーマンス用の衣装。某アイドルの歌とダンスをやるから、一茶がそのグループのメンバーだったらという仮定でデザインした。ん～……ハァ、なんて低俗な美しさだ」


    　自分でデザインしたのか。相変わらず無駄に高い服飾スキルだ。


    　机には型紙などのほかにも、完成案が描えがかれているらしきスケッチブックやらが散乱していた。それを芽衣が見ようとすると、ガガ彦はささっとまとめて隠してしまう。


    「んーだめだめ。見るな」


    「む、何でよケチ」


    「んんん。ちなみに水着も改造してオパーイがあるように見せるつもりだし、パレオも作ってエキゾチックな美を表現するつもりだ。一茶は男なだけあって上うわ背ぜいがあるからな。それを生かさない手はない」


    　そう言いながら、ガガ彦は作業に戻っていく。その横顔に、芽衣はぽつりとつぶやいた。


    「楽しそうね」


    「んー？　楽しそう？　こんな美的センスの欠片かけらもない衣装作りが楽しいもんか。頼まれたから友達のよしみで渋々作ってるだけ。俺おれだったらもっと個性あふれてコンセプチュアルな美しい衣装にするけど、一茶がそれを止める。……つくづくブサイク！」


    　などとガガ彦は悩ましげにぼやくけれども、やっぱり芽衣にはどことなく楽しそうに見えた。


    「……私も少しはオシャレに気を遣ってみようかしら」


    　ふと芽衣の口から、そんな独り言が洩もれる。早速ガガ彦が口を挟んできた。


    「んふんふ。初心者は勘違いファッションに走りがちだ。君がブスな服を着てるところを見るのは楽しみだ。んま、せいぜい失敗を繰り返しながら美的センスを磨くといいよ」


    　ガガ彦にだけは言われたくない。ミシンに向かってなかったらローキックを叩たたき込んでいるところだが、芽メ衣イは頷うなずいた。


    「それも一理あるのよね……。ねえ、もしよかったら今度私にどんな服の系統とか、ブランドとか？　があるのか、似合いそうか、教えてよ。あくまで一般的美的センスに照らしてね」


    「んー？」


    　驚いたのか、ガガ彦ひこの作業の手が止まった。


    「女の子向けのファッションにも詳しいんでしょ？　それとも初心者に指し南なんするのは嫌？」


    「んーいや、この俺おれから美を学ぼうとする謙けん虚きよな者は歓迎だけど……」


    「実は合コンのときに初めて自分と人のファッションっていうものを意識して見比べたんだけれど、やっぱり私は少し無む頓とん着ちやくすぎたみたい」


    　ガガ彦は、ガガ彦本人のやりたい放題にさせておくととんでもないファッションセンスを発揮する。しかしこちらがきちんと手た綱づなさえ握っておけば、一般的感覚におけるオシャレな格好もちゃんと作れる男なのだ。だからガガ彦にファッションについて指南を受けるのは、あながち悪くない手だと芽衣は考えた。今は文化祭にかかりっきりだけど、いつか、そのうち……。


    「じゃ、私は屋上に行くわ。頑張ってね」


    「ん、ん、ん」


    　なぜか口をパクパクさせて動揺しているガガ彦を置いて、芽衣は屋上へ向かった。


    



    　


    　屋上に出てみると、アイドルソングが流れていた。タブレットに繫つないだスピーカーからだ。


    　一いつ茶さがダンスの練習をしているのだろう──と思いきや、


    「いっつ～……あー……またやっちまったなぁー」


    　一茶はストレッチマットを敷いて仰あお向むけになり、フッティーに足を伸ばしてもらっていた。顔にタオルをかけているので表情はわからないが、その声こわ音ねには苦痛が滲にじんでいる。


    　どうやら一茶はダンスの練習中、足が攣つってしまったようだ。


    「…………」


    　声をかけようとしたらフッティーが芽衣に気づき、しーっと人さし指を口元へ。そして芽衣を手招きし、一茶の攣った足をチョイチョイと指さした。


    　お前もちょっとやってみろ──ということらしい。


    （え!?　わ、私が!?　こういうのやったことないけど……！）


    　戸惑いつつも、芽衣はこっそりフッティーと入れ替わり、見よう見まねで一茶の足を伸ばしてやった。フッティーはニヤニヤしながらその様子を見守っている。すると、


    「……あ～、サンキューフッティー。だいぶ良くなってきたわ」


    　そう呻うめく一茶。芽衣はほっと胸を撫なで下ろす。フッティーと入れ替わっていることに一茶が気づいていないのも、何だかいたずら心をくすぐられていい気分だ。


    「──フッティー、悪いんだけど肩腰背中も頼んでいい？　どうにも張っちまっていかんわ」


    　今度はごろんとうつ伏せになる一いつ茶さ。フッティーが声なく笑いながら「どうぞ続けて」とジェスチャーしてきたので、芽メ衣イも得意になって一茶のお尻しりにペタリと座った。リクエストどおり、肩から背中にかけてを揉もみほぐしてあげようとしたのだ。しかし、


    （──……あれ？　や、やだ……なんか、変な感じ……ムズムズするような……）


    　勢いで腰を下ろしたものの、一茶のお尻と自分のお尻が密着しているという事実とその感触が、芽衣を妙にドギマギさせる。一茶にはすでに三角絞めを極きめており、身体接触は初めてではないはずなのに、そのときと今とではなぜか全然違う。


    （……な、なにこれ……なんでドキドキしてんの私……？）


    　無む性しように気恥ずかしくなり、芽衣は一茶のお尻から腰を上げようとした──が、すぐさまこうも思ってしまった。


    　たかだかマッサージのために体が密着しているだけなのに、こんなにも動揺していると二人にバレたら、自分はふしだらな女だと思われるのではないだろうかと。


    （～～～～！　そ、それだけはイヤ！　なんかイヤ！）


    　なので芽衣はさも何でもないように取り繕つくろって、そのままマッサージを開始した。


    「あ─────……ンギモッヂイイ……」


    　緊張と気恥ずかしさとは裏腹に、芽衣のマッサージは一茶によく効いている模様。


    　一茶は下品ながらも恍こう惚こつとした呻うめき声を漏もらす。


    　指先から感じる一茶の肩や背中や腰の感触は、やはり女の子のそれと違って筋肉質で、依い然ぜん芽衣をドギマギさせたが、しかしこうして気持ちよくなってくれているのなら満更でも──、


    「フッティー、お前太った？」


    「クルァ！」


    ──ゴスン！


    　芽衣は一茶の頭に肘ひじ鉄てつを落とした。


    「いっだ!?　何すんだよフッティー……ってあれ!?　芽衣!?　来てたのか!?　っていうか今マッサージしてたのお前か!?　いつの間に入れ替わった!?」


    　ようやく芽衣の存在に気がついた一茶は慌あわてふためき、フッティーはケタケタと声もなく笑っていた。


    　体重のことを言われたら、芽衣の胸の高鳴りや顔の火ほ照てりも一気に冷めた。


    　やっぱり最低だこの男は。デリカシーも何もあったもんじゃない。


    「な、何だよその責めるような目は。何か用か？」


    「いや別に。どうしてるかなーって思って」


    　芽衣はつんと答える。すると一茶は顔をほころばせ、


    「ん？　──おお、そかそか。うんうん。よく来たな。けどお前は見学禁止だ。ゲラウ」


    　嬉うれしそうにしながらも、階段室を指さして芽メ衣イに退去を命じるのだった。


    「な、なんでよ！　あんたまで私を仲間はずれにする気!?」


    　ガガ彦ひこといい一いつ茶さといい！　なぜ隠そうとするのか！　──芽衣が憤ふん慨がいすると、一茶はそうじゃないと笑った。


    「当日に見たほうが楽しいからに決まってんだろ。エドとマチョ村むらも俺おれが練習中は出で禁きんだぜ」


    　なんだそういうことだったのか、と芽衣はほっとし、取り乱したことに赤面する。


    「二人は今プロレス同好会の部室で遊んでるからそっち覗のぞいてみろよ。フッティー、案内してやってくれ」


    「…………」


    　フッティーはこくりと頷うなずくと、芽衣を手招きして階段室を下りていく。


    　フッティーの後を追いつつ振り返ると、一茶はスピーカーの繫つながったタブレットを操作して、最初からアイドルソングを再生していた。


    「一茶の歌とダンスのほうはどう？」


    「…………」


    　廊下を歩きながら芽衣が尋ねると、フッティーはちょっと皮肉な微笑ほほえみを浮かべ、手をヒラヒラさせた。「まぁまぁかな」というジェスチャーだ。


    「手厳しい。ま、フッティーと比べちゃったらね。フッティーはダンスがとても上じよう手ずだから」


    　そして思ったままに素直に褒ほめると、フッティーはちょっと驚いたようにしながらも、テレテレと頭を搔かいた。


    「フッティーはアイドルが好きなのよね。今一押しのアイドルはいるの？」


    「…………！」


    　芽衣がなんとなくそんな質問をすると、フッティーは俄が然ぜん嬉き々きとしてケータイを取り出し、待ち受け画面を見せてきた。可愛らしい女の子のバストショットだ。


    「あら、確かにカワイイわね。フッティーはこういう子がタイプなんだ。イベントとかも観みに行ったりするの？」


    　フッティーはケータイのスケジュール帳を開く。大体毎週末のコマが赤く塗られていた。


    「もしかしてこの赤いところがイベントなの？　熱心ね～。アイドルはわからないけれど、私も流は行やりの歌手とかのライブに行ってみようかしら。行ったことないのよね」


    　そんなことを話しながら、芽衣とフッティーは一いつ旦たん校舎を出て裏手にある、年季の入ったプレハブ小屋にやって来た。


    　中に入ると、中央に正方形のリングがあった。サンドバッグや筋トレ器具、ボクシンググローブなんかも壁に掛かったりしている。そして、


    「フィァ！　どうだオラァ！」


    「す、すごいぞマチョ村！　とんでもない体勢のはずなのに全く痛くない！」


    「フィ──ァ！　この技モノにしたぞ───！」


    　リング上ではマチョ村むらがエドを肩に担かつぎ上げて、何やらとんでもない体勢にさせていた。


    　エド、後頭部に自分の足首が来てるけど……本当に痛くないのかしら……心配になる芽メ衣イ。


    「ん？　お。上がってこいオラァ！　ビビってんのか！　フィァ！」


    　マチョ村は芽衣の存在に気がつくと、エドをそっと下ろしてから豹ひよう変へん。ロープから身を乗り出して芽衣を挑ちよう発はつし始めた。ヒールのスイッチを入れたようだ。


    「……そうね」


    　そしていざマチョ村の挑発に乗って芽衣がリングによじ登っていくと、マチョ村は急に怖おじ気けづいて反対コーナーまで逃げていった。


    「!?　れ、レスリングジョーク！　今のはレスリングジョーク！」


    「わかってるってば。何もしないわ。っていうか私の攻撃なんて効かないくせになんでそんなに怯おびえるのよ」


    　一いつ茶さ曰いわく「女にマジギレされると精神的に凹へこむ」とのことらしいが、そんなに怯えられて凹むのはこちらのほうだ。


    　生まれて初めて芽衣はリングというものに上がる。狭いプレハブの中の狭いリングだが、その中心に立ってぐるりと周りを見回すと、不思議と世界が広く感じられた。


    「プロレスって、女の人でもやるのよね？」


    「フィァ!?　興味あるか!?　ＤＶＤあるぞ！　見ろ！」


    　マチョ村は目を輝かがやかせて、隅にあったホコリまみれのブラウン管のテレビをつけた。わざわざそのテレビの前にパイプ椅い子すまで用意してくれる。フッティーといい、男の子は自分が好きなモノを人に披露するのが大好きらしい。


    　自分の趣味というものを一切持たない芽衣にはわからない感覚だ。……そういえばいつの間にかフッティーが姿を消した。一茶のところに戻ったのだろう。


    「わ！　すごい！　──すごいけど、今投げられるほうもわざと跳んでるわよね？　さっきから攻撃も避けないし……なんだかインチキくさいわ」


    　芽衣、マチョ村、エドの三人で女子プロのＤＶＤ鑑賞。芽衣はプロレスについておぼろげなイメージは持ってはいたが、こうしてちゃんと観みるのは初めてだ。なかなか興味深い。


    「フィーッハッハッハ！　プロレスは基本的にはショーだからな！　格闘技とは違うんだ」


    「え？　そうなの？　やらせってこと？」


    「ショー！　漫才でボケた人間に対して『あいつ今わざと変なこと言ったんだ』なんて言わないだろ!?　それと同じだ！　みんな承知のうえで楽しんでるんだ！　フィァ！」


    「漫才もあまり見ないからそのたとえもピンと来ないけど……要は楽しめってことね？」


    「フィァ！」


    「うん、わかったわ」


    「フィ、フィァ……？」


    　芽メ衣イが素直に納得すると、マチョ村むらからもエドからも怪け訝げんな顔をされた。何やら今日きようはよくそういう顔をされる。それにしても──、


    「……この人たちのアクロバティックな動き、ちょっとカッコイイわね」


    　元々運動は好きなほうだし、芽衣の得意分野だ。だからテレビの中のプロレスラーがやっていることのすごさや華は、芽衣にもちょっとわかる。


    「フィァ！　そうなんだ！　わかるかこの素晴らしさが！」


    「──お、楽しそうじゃーん。俺おれも混ぜろー」


    　休憩の合間に顔を出した一いつ茶さとフッティーも交えたりしつつ、マチョ村の嬉き々きとした解説を聞きながら、芽衣は時が経たつのも忘れ、プロレスを観みて過ごした。


    



    



    　下校時間の予よ鈴れいが鳴って、一茶はダンスの練習を切り上げた。


    　フッティーは先に帰らせて、一茶は一人柔剣道場へ行き、ざっとシャワーを浴びた。


    　そういえば一茶がシャワー室に顔を出すと、先客だった柔道部員と剣道部員は乙女おとめの如ごとく顔を赤らめ、「ダメです一いち花かさ────ん！」と悲鳴を上げながら裸はだかで逃げ出していった。


    　一花の姿とバックボーンを披露してすぐは、一茶が男か女か半はん信しん半はん疑ぎの猿さる男だん生せいが多かったものの、最近ではこういう反応ばかりされる。つまり猿男生のほとんどが、すっかり一茶のことを女だと信じ込んでいるようだった。それは無論、一茶が徹底的に女として学校生活を過ごしている成果であって、一茶としてはしめしめとほくそ笑むばかりだ。


    　汗を流すとどっと疲れが押し寄せる。


    　本番まで時間がないため仕方がないことだが、フッティーの練習はかなりハードだ。


    　一茶は鉛なまりのようになった腕を学ランの袖そでに通し、ヘトヘトの体を引きずって昇降口を出る。


    　すると校門脇わきに、金色にきらめく人影が佇たたずんでいた。つい先週まではその姿を見かけては逃げ出していたものだが、今はもうそんな必要もない。人間変われば変わるものだ。


    　一茶はふらふらの足取りに喝かつを入れ、背筋を伸ばし、疲れている様子などおくびにも出さず、芽衣に歩み寄っていった。


    「エドとマチョ村は？　一緒じゃねーの？」


    「用事があるとかで先に帰ったわ」


    「なんだ、お前も帰っててよかったのに。どうせ俺このあとヒトカラ行くぞ」


    「ヒトカラ？　って何？」


    「一人でカラオケの略」


    「もしかして歌の練習？　……ちゃらんぽらんそうに見えてよくそんなに頑張れるわね」


    　半ば呆あきれたように芽衣が言うので、一茶は答えた。


    「ミスコンには、俺おれが今したいことのすべてが詰まってるからな」


    「……女装？」


    「うははは。なんだ、いいボケ放り込めるようになってきたじゃん」


    「え、いや、本当にそうなのかと思ったんだけど」


    「……マジか。俺、今したいことのすべてが女装だと思われてんの？　傷つく」


    　そして二人は駅に向かって歩き出した。


    　一いつ茶さも学ランとはいえ化粧をバッチリしてるので、何も知らない人から見れば、二人の美少女が並んでいるように見えるだろう。実際通行人に振り返られたり、遠巻きに指をさされたりと注目を浴びた。


    　こういうとき、色目を使ってきた男どもに変顔を返したり、奇声や奇行を披露するとめちゃくちゃ面白かったりするのだが……今は隣に芽メ衣イがいるので自じ重ちようしよう。たぶん蹴けられる。


    「ねぇ、あんたって海かい稜りよう中でもトップのエリートだったんだってね」


    　おもむろに、芽衣がそんな話を振ってきた。


    「エリートだなんて照れるぜよ～。まぁ、否定はしないぜ！」


    「千せんヶが崎さき珀はく亜あさんの話も時とき任とうくんから聞いたわ。奥おく泉いずみ静しずかにどんなことをされたのかも全部。……詮せん索さくするような真ま似ねしてごめん」


    　そして謝られてしまい、一茶はばつが悪くなって頰ほおを搔かいた。


    「いや、お前が謝ることはねーよ。ほら、体調不良時って妙に心細くて、おセンチになるじゃん？　空くう門もん教室で気持ち悪くなったとき、俺完全にそんな気分でさ、その勢いで思わせぶりなことを言うだけ言って、けど快かい復ふくしたらこっ恥ずかしくなっちゃって、何事もなかったようにしらばっくれたんだ。本当は、ちゃんと俺の口から説明しなきゃなんねーのにさ」


    「うん……説明、してほしい」


    　芽衣はそう言って、一茶の袖そでを引いて立ち止まる。


    　しおらしく、けれど食い入るような上目遣い──その引力には逆らえない。茶ちや化かせない。


    「……飲み物だけ買っていい？」


    



    



    　二人は通りがかったコンビニ前のガードレールに腰かける。


    　一茶は今しがた買ったスポーツ飲料をがぶっと飲み、一息ついて、胸の内を吐と露ろし始めた。


    「……そう、俺は今でも人に勉強を教えようとすると珀亜のこと思い出しちまってダメなんだ。俺はあいつを、自殺に追い込んじまったから」


    　全国トップクラスの学校に進学して、社会的地位の高い職業に就つく……そうあるべきだ、そうでなきゃいけない、そうでなかったら落ちこぼれの屑くずだ。この世にいてもいなくても変わらない無価値な存在だ──当時の一茶は、本気でそんな考え方をしていた。


    　だから海かい稜りよう中に入った以上は男なら鳳おおとり、女なら鈴すず女じよに進学できなければ落ちこぼれだと思っていた。


    　一いつ茶さが珀はく亜あに必死になって勉強を教えたのも、珀亜には落ちこぼれになんてなってほしくなかったから。良かれと思ってやったことだった。


    　けれど後々になって──それこそ猿さる男だんに入ってしばらくしてから気がついた。


    　自分は珀亜に、間違ったエゴを押し付けていただけだったのだと。


    　確かに静しずかに乗せられたりはしたけれど、結局のところ珀亜を追い詰めたのは自分に違いなかったのだと……。


    「け、けど珀亜さんだって、家の方針とはいえ鈴女への進学を自みずから望んだわけでしょ？　だったらあんただけの責任でもないじゃない。その当時の全員が間違っていたのよ」


    　慰なぐさめようとでもしてくれているのか、芽メ衣イは一茶にそんなことを言ってくれた。


    　一茶は素直に嬉うれしく思う。あとは、今まさに芽衣自身が間違っていることに気付いてくれればいいのだけれど……しかしこればっかりは、口で言ってもわからないことだと一茶は身を持って知っている。自分もそうだったから。だから、今はまだ芽衣に何も言わない──。


    「珀亜さんにはその後会ってないの？」


    「あいつが飛び降りてからは一度も会ってない。お見舞いにも謝罪にも行けてない。向こうの親にも二度と近づくなって言われちゃってるし、今となってはどこにいるかも知らないし」
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    　と口にしながら、一いつ茶さは自みずからの言葉に頭を振った。


    「いや、それも言い訳だな……」


    　珀はく亜あの両親から接触禁止を言い渡されてなかったとしても、自分は珀亜に会いに行けないだろう。


    　珀亜と──いや、自分の犯した罪と向き合うのが怖くて……。


    「そう……。……けどあんた、ホントにエリート志向バリバリだったのね。それがどうして今、そんなバカみたいになっちゃったの？」


    「バカみたいとは失礼なやつだな……俺おれは正しよう真しん正しよう銘めいのバカだぜ!?　フーワッフーワッ！」


    「そういうのいいから」


    「んだよノリ悪いなぁ」


    「……そうね、ごめんなさい。今のは私の言い方が悪かったわね。改めて聞くわ。どうしてあんたは今、そんなに笑ってられてるの？」


    　芽メ衣イはすがるように体を寄せ、ぐっと顔を近づけてくる。普段はつんとしているその表情が、今は少し、泣きそうですらある。


    「だってあんた、海かい稜りよう中でトップってことは、余裕で鳳おおとりにも通えてたはずなんでしょ？　それが猿さる男だんみたいな最底辺に転げ落ちて……絶望とか、しなかった……？」


    「うん。したよ。猿男入学当初は本気で人生終わったと思ってたね」


    　正直に、あっけらかんと、一茶は即答した。


    　中学時代の一茶はエリート意識の塊かたまりだった。そんな一茶が、小学生レベルの基礎問題すら解けない連中の中に放り込まれたのだ。


    　絶望した。悲観した。憤いきどおった。ヤケになった。そして無論猿男生のことなんて見下していたから、仲良くやる気なんて毛もう頭とうなく、壁をつくり、鼻持ちならない態度をとった。だからすぐに誰も近寄ってこなくなり、孤立した。けれどそれでよかった。一茶はもう何もかもが煩わずらわしく、一人でいたかった。


    　なのにただ一人、一茶のそうした態度がクールなインテリ眼鏡キャラに見えている大バカ野や郎ろうがいた。


    「え、もしかしてそれって……エド？」


    「うはは。正解。エドは昔っからあんな調子でインテリに憧あこがれててさ、今は俺コンタクトだけど当時は眼鏡めがねかけてたから余計に俺に対抗心を燃やして、『インテリ眼鏡は二人もいらん！』とか言い出してさ。俺のことをバカキャラに転向させようとあれこれ画かく策さくし始めたんだよ」


    　エドはそういうことを発案するのが大好きで、それを実行に移す行動力があった。大量のギャグマンガを読ませようとしてきたり、ヤフー知恵袋で「同級生をバカキャラにしたいのですが……」と相談したり、「いっそその仏ぶつ頂ちよう面づらをいかしてヤンキーキャラになればいいのだ！」とか言い出して本物のヤンキーに喧けん嘩かを売ったり……けれどそんな方法で一茶が変わるはずもない。


    　するとやがて万ばん策さく尽きたエドは、毎日欠かさず猿さる男だんの同級生を一人ずつ捕まえて、一いつ茶さのところに連れてくるようになる。別に自分の友達でなくてもお構いなしでだ。そして連れてきた猿男生にこう言うのだ。


    



    ──俺おれにはどうすることもできなかったから、お前の手で花はな島じま一茶をバカキャラにしてくれ。


    



    「うはは。今考えてみても超他人まかせ。俺は一人でいたかったのに超迷惑。けど猿男生って、奇跡的なまでに漏もれなく全員バカだけど、奇跡的なまでに漏れなく全員気のいいやつだったんだ。ふてくされて壁つくってるやつなんて、普通は相手にしないだろ？　けどエドが俺にちょっかい出し始めると、ほかの猿男生も俺のことを面白がって構ってくれたんだ。エリート意識をこじらせて、猿男を見下してる俺をだぜ？　人がいいにも程があるよな」


    　マチョ村むらも、フッティーも、ガガ彦ひこも……出会いは全員そう。エドが一茶のもとに連れてきて、そうして知り合ったのだ。


    「そうやって一年かけて、俺はついに猿男の同級生全員と知り合いになっちまった。そしたらエドが言うんだよ」


    



    　──同級生は全員連れてきてしまった。次は上級生を連れてくる。それでも足りなければ下級生を連れてくる。お前がバカになるその日まで。


    



    　それを聞いて、一茶はとうとう腹を抱えて笑ってしまった。猿男入学以来初のことだった。


    　先輩や後輩まで連れてこられてはたまったもんじゃないと観念したのだ。降参だった。


    　そうして一茶はクールなインテリ眼鏡めがねキャラをエドに譲ゆずり、自分は猿男生バカになることにした。


    「──……失敗ばかりのエドもたまにはいい結果をもたらすのね」


    　と、静かに耳を傾けていた芽メ衣イは、頰ほおを緩ゆるませ、柔らかくつぶやく。


    「ああ。俺は一年かけてエドに──猿男の連中に教えてもらったんだ。いろーんなことを。それで今の俺がある。……ガガ彦じゃねーけど、俺は今の俺が好きだ。そんでそう思わせてくれた猿男の連中のことが大好きだ。本当に感謝してる。だから俺はこの高校最後の文化祭を盛り上げて、あいつらと目いっぱいに楽しみたかったし、あいつらを目いっぱいに楽しませてやりたかった。それが俺からあいつらへの、ささやかな恩返しになると思ったから」


    「なるほど……それであんたはミスコンに出場しようとしてたわけね。あの超お下げ劣れつな女装で」


    「うはは。そのとおり」


    　一茶が文化祭を盛り上げたかったのも、ミスコン出場なんてバカをやったのも、ひとえに猿男生のため。猿男生を楽しませてやりたいがため。


    　けれどそれは、最初だけ。


    　今はもう一いつ茶さは、猿さる男だん生せいだけのためには動いてない。


    　楽しませてやらなきゃいけない人間が、もう一人増えた。


    「……お前も罪な女だよな」


    　最初はミスコンなんて出オチでいいと思っていたのに、そいつの笑いの沸ふつ点てんが異常なまでに高いせいで、こんなにも連日クタクタになり、喉のどもこうしてカラカラだ。


    「な、何よ急に」


    「……いや、さっきちょろっと話したんだけど、エドもマチョ村むらもフッティーもガガ彦ひこも、軒並みお前が自分に惚ほれてるって勘違いしちまってるぞ」


    「は、ハアァァァァ!?　なんでよ！」


    「急に人当たりがよくなったからじゃね？　気をつけろよー。俺おれらみたいな男子校のやつは──特に猿男生は異常なまでに女に惚れやすいから。たまたま同じドアから電車に乗り込んだだけで『この子もしかして俺に気があるんじゃ……！』とか考え出す生き物だからな」


    「な、何よそれ……怖いんだけど……」


    「怖いだろ？　けどそんな男子高校生が平然と街をうろついてるんだぜ。そのことを意識すると日常がスリリングに思えてきて楽しいだろ」


    「楽しかないわよ！　あーあ、あんたのせいで男の子に無用な警戒心を持っちゃいそう」


    　げんなりして額ひたいを押さえる芽メ衣イ。


    「うはははは。──ま、かくいう俺も勘違いしちまったけどな。黙ってこっそりマッサージしてくれるなんて、もしかしてこいつ、俺のこと好きなんじゃないかって……」


    「──……は？　私があんたのことを、好、き…………は────!?　ち、ちちちち違うから！　そんなことありえないから！　ないないない！　絶対ない！　あのマッサージはただフッティーの代わりにやったことで、あの、ドキドキしたのだって、マッサージをうまくできるかどうかっていう、ただそれだけのはずで……だ、だから違うんだから！　私があんたみたいなバカを相手にするなんてありえないんだから───！」


    　顔を真っ赤かにして慌あわてふためく芽衣。


    　こいつをからかうのはやっぱ楽しいな……って、ああ、そうか。猿男の連中も、俺に対してこんな感じだったのかな──ふと一茶はそんなことを考える。


    　そしてこのスポーツ飲料を飲み切ったらヒトカラに行こうと思っていた一茶は、喉が渇かわいてはいたものの、ゆっくりゆっくりそれを飲んだ。


    



    



    　一茶とは駅前の繁華街で別れた。本当に一人でカラオケに行くそうだ。


    　実は芽衣はカラオケというものに行ったことがない。興味はあるので、いつか一茶たちに頼めば連れていってもらえないだろうかと密ひそかに願う。


    　自宅までの帰りの道中、芽メ衣イは一いつ茶さとの会話を反はん芻すうする。


    　一茶が今笑えている理由はわかった。それはエドや──猿さる男だん生せいがいたからだ。


    　そしてそれは芽衣にとって納得のいく答えだった。なにせ芽衣自身も猿男生と行動を共にすることで、今まで経験したこともない感情が芽生えつつあったから……。


    　あいつらと一緒にいるのは、本当に気が楽なのだ。肩かた肘ひじを張る必要もなく、煩わずらわしいことを何も考えずにいられる。


    　けれど芽衣はそれを手放しに受け入れることもできずにいる。


    　だって〝何も考えなくていい〟というのはつまり、ただの現実逃避なのではないかと。


    　そしてぬるま湯に浸つかり、たとえば進学の失敗という現実を直視しなくなったような人間のことを、人は〝落ちぶれた〟というのではないだろうかと……。


    　芽衣は自宅の玄げん関かん扉とびらを開けた。


    　真っ先に父親の革靴を見つける。途端に陰いん鬱うつな気分になる。


    「おかえりなさい芽衣。ちょっと……」


    　母が奥からパタパタと出迎えにやって来て、居間のほうへと芽衣を招く。なんだろう。


    



    「ミスコンには出られないそうだな」


    



    　ソファに沈み新聞を広げている父から、何の前置きもなく、そんな言葉を浴びせられた。


    　ぞっとして、芽衣は足をすくませる。母は台所へと引っ込んでいく。


    　ついに、ばれた。


    「メビーリーグ行きを逃のがした貴様は、無価値な人間だ」


    「…………」


    「生きている意味は無い」


    「…………っ」


    　心を殺しにかかるような、断言的な存在否定を、芽衣はただただ黙だまって浴びる。


    「一度落ちぶれた人間が這はい上がれるほど世の中は甘くない。特に貴様のように秀ひいでた才のない者はな。だから貴様はミスコンという非正規のルートを頼ってでもエリートコースにしがみつくべきだった。しかし貴様は失敗した。貴様の学力では進学できるのは日本の六大学がいいところだろう。そんな大学を卒業したところで、行き着く先はせいぜい日本の民間大手企業のいち社員。替えがいくらでも利きく働き蟻ありだ。なまじエリートコースを歩んでいただけにその失敗、落差は実に惨みじめだ。身内からそんな人間が出てくるなんて信じたくもない」


    　父は新聞から顔もあげない。芽衣を一いち瞥べつすらしない。無価値な人間など見たくもないというように。無価値な人間のために新聞を読む時間を邪魔されたくないとでもいうように──。


    「将来が潰ついえたのなら、それはそれで仕方がない。というか、こうなるであろうことはある程度想定済みだ。はなから貴様に期待などしていない。せめて兄さんや姉さんの足を引っ張らないような今後の身のふりを考えて報告しろ。その腐った頭でもそれくらいは考えられるだろう。今月中だ。いいな」


    「……っ」


    　きっぱりと話を打ち切る父親……芽メ衣イはたまらず、自分の部屋へと逃げ込んだ。


    「ハァ……ハァ……！」


    　胸が張り裂けそうだった。ドアに背を預け、そのままずるずるとへたり込む。


    　涙が頰ほおを伝って落ちる。


    　屈くつ辱じよく……いや、これは屈辱ですらない。己おのれの無能を、無価値を、ついに決定づけられてしまったことへの純然たる悲しみだ。これは、そういう涙だ。


    　するとスクールバッグの中のケータイが鳴った。


    　誰だろう。自然と頭に思い浮かんだのは一いつ茶さだったが、違う。電話帳未登録の電話番号からの着信だ。芽衣は通話ボタンを押す。


    「……もしもし？」


    『芽衣さんですか？　私です。奥おく泉いずみ静しずかです』


    「!?」


    　電話番号を調べること自体は造ぞう作さもないはずなので驚かない。けれど、いわば抗争中に当たる相手からの電話がかかってくるとは思わなかった。


    「な、何の用？」


    『えぇ、私、芽衣さんに謝りたくて』


    「謝りたい？」


    『はい。芽衣さんのお邪魔をしてしまったことに対してです』


    「ふざけないで！　今さら謝って何になるのよ！　あんたのせいで私は、落らく伍ご者の烙らく印いんを押されて……！」


    　カッとなって芽衣は怒鳴りつけたが、電話口の静の声こわ音ねはあくまでしおらしい。


    『ええ、本当に申し訳ありません。けれど聞いてください。私もそうだったのです。私もミスコン優勝を逃のがそうものなら、母から虫ケラ同然の評価を与えられていたことでしょう』


    「…………っ」


    　悲痛な告白に、芽衣の心は図らずも揺らいだ。


    『うちの母も私に求めるハードルが高くて苦心しています。少々大学や就職先のグレードが下がったくらいで、何がいけないというのでしょうね……。けれどそういう親のもとに生まれてきてしまった以上、親の出すハードルを越えなければならない。私も必死だったのです』


    　静も自分と似た境きよう遇ぐうにいる──そうなると芽衣としては静を責めづらく、責める資格もない。


    　すると、


    『そう、私と貴方あなたは同じです。私は貴方に共感し、同情しているのです。そこでお詫わびの気持ちも込めて一つ、ご提案があります』


    「提案？」


    　静しずかの言葉が、するりと芽メ衣イの心の隙すき間まに入り込む。


    『私の母が鈴すず之の院いん女子の理事長兼校長であることはご存じですね？　母には色々ツテがありまして、実はとある海外大学へ芽衣さんを推薦するように掛け合っていたのです。確かに大学としてのグレードは数段下がりますが、決して悪くはない話のはずです』


    「え。……い、いいの？」


    　絶望的だった状況に、思わぬところから救いの手が差し伸べられる。確かにそれなら悪い話ではない。父への面めん目ぼくもいくらかは取り戻せるだろう。が、


    『ええ。ただし条件があります。文化祭当日、一いつ茶さくんを物理的にミスコンに出場できないようにしてください』


    　思考が、息が、一瞬止まる。


    「……い、一茶を？　物理的、に？」


    　それはつまり、一茶がステージに立てないように、一茶の体に何らかの危害を加えるか拘こう束そくをしろということか。一茶を裏切れということか。


    『はい。実は本命の手はほかに打ってあるんです。が、念には念をということで、保険をかけておきたいのです。その役目を芽衣さんにお任せしたいなと。いかがでしょうか』


    「…………」


    　進路か一茶か、人生を左右する選択が、突とつ如じよとして芽衣に突きつけられた。


    



    



    　その日、聖域とすら称される淑しゆく女じよの花園、鈴之院女子高等学校には大勢の学ラン姿の男どもが往来していた。


    　文化祭前日の準備日だ。そこかしこで飾り付けがなされ、テントが設置され、資材や器材を運ぶ生徒で大おお賑にぎわいだ。鈴すず女じよ生せいも愛あい想そよく笑い、猿さる男だん生せいも緊張しながらもデレデレと鼻の下を伸ばしている。


    　ただしよくよく観察してみるとすぐにわかる。鈴女生が主に指示を出し、猿男生を手足のごとく使っている。接客系の出店をするところでは、鈴女生が猿男生にかなり厳しく接客マナーを叩たたき込んでいる。


    　一見和わ気き藹あい々あいとしたムードの裏には、しっかりとこの文化祭の真の目的意識が働いていた。社会の縮図のようなものが見えた気がして、芽衣は猿男生を少し気の毒に思うと同時に、だからこそそちら側へは回りたくないなともふと思ってしまった。


    　浮うわついた校内を、芽メ衣イは重い足取りで歩く。芽衣は一いつ茶さを捜していた。話したいことがあったのだ。それはもちろん、静しずかからの提案について──。


    　静からの提案は、芽衣にとって非常に魅力的なものだった。芽衣と静の対立における落としどころとしても悪くない。


    　だから芽衣は、一茶に懇こん願がんしようと考えていた。静から進学先を斡あつ旋せんしてもらうために、ミスコンの出場を控えてくれないかと。


    　あの一茶なら、すんなり「いいよ。進路も大事だもんな」とか言ってくれそうな気もして──。


    「ちょっと待てーい！　急にどういうことだそりゃ！」


    　前方から一茶の声が聞こえた。急いで行ってみると、文化祭実行委員会本部の前で、一茶と鈴すず女じよ生せいが何やら言い争っていた。一茶はバッチリ一いち花かメイクだが声は完全に素すに戻っている。


    　相手の鈴女生はミスコンの運営らしい。彼女は突き放すように、冷淡に言う。


    「理事長命令です。いくら何でも悪ふざけがすぎる、と。だってあなた、男性ですよね？　静さんもはっきりそう言ってましたよ」


    「奥おく泉いずみが言っていることが本当かどうか確かめてみるか!?　うおおおお！」


    　搔かきむしるように学ランを脱ぎ出す一茶。ミスコン運営はそれすらもつれなく切り捨てる。


    「セクハラで警察に訴えられたいんですか？」


    「そうやってすぐピーポくんの影チラつかすのはよくないと思うな。……ごめんなさい！」


    「話は以上です。あまり静さんのお手を煩わずらわせないでください。それでは」


    　時間の無駄とでも言いたげに、ミスコンの運営は本部に入っていった。一人その場に残された一茶は、途方に暮れたように立ち尽くす。


    　一茶があんな顔をするなんてよっぽどだ。いったい何があったのだろう。芽衣が声をかける。


    「一茶、どうしたの？」


    「あ、芽衣！　聞いてくれよ。やっべーんだよ。大人げもなく鈴女の理事長が口出ししてきちゃってさー、俺おれ、ミスコンの出場不可だって」


    　すぐさま芽衣は理解した。静が言っていた本命の手とはこれのこと。


    　母親である理事長権限を利用した、出場の禁止。


    「た、大変じゃない。どうするの？」


    　しかし口ではそう言いながら、芽衣は心のどこかでこれをチャンスだと感じていた。


    　もし一茶がこれで諦あきらめてくれたら、自分が一茶をどうこうする必要がなくなるからだ。一茶が諦めてくれるのなら、静の件についても話をしやすくなるからだ……。


    　お願い。諦めて。諦めて。諦めて──芽衣は祈るように一茶を見上げる。が、


    「んー……こうなったらゲリラ的にやるっきゃねーかなー。ステージに乱入するスタイルで。マチョ村むらが喜びそうだな。けど非公式でステージ上がっても優勝はできないだろうしなー」


    　一いつ茶さはすぐさま次なる手を考え始めてしまった。諦あきらめるという選択肢など、はなからないかのように──。


    　その一茶の姿に、芽メ衣イはなるほどと納得した。静しずかは一茶がこう言い出すことも見越していたのだ。だから物理的に一茶をミスコンに出場できないようにしろと言ってきたのだ。


    　芽衣は最初、一茶のこういう前向きなところが鼻について大嫌いだったが、最近はちょっといいなと思い始めていた。けれど今はその前向きさが心苦しくてならない。


    「一いち花かさんのこと、残念でしたね……」


    　そう芽衣のもとに、そっと耳打ちしに来る一花支持の鈴すず女じよ生せいが何人いたことか。


    　おそらく静サイドの人間が積極的に流る布ふしたのだろう。一茶のミスコン出場不可の知らせは、夕方ごろには鈴女、猿さる男だん両校の生徒に知れ渡っていた。


    「い、一花ちゃん！　ミスコンに出られないって本当!?　どうすんの!?」


    「う～ん……一花、困っちゃって……ふ、ふ、ふえ～ん」


    「！　な、泣かないで一花ちゃん！　……クソッ、一花ちゃんを泣かせるなんて許せねー！　おいお前ら！　丸太だ！　丸太持ってこい！　鈴女の理事長室の扉とびらをぶち破って直じか談だん判ぱんだ！」


    「それはマジでやめろ。これ以上話がこじれたらさすがに挽ばん回かいできねえ」


    「え、あ、はい。すみません一花ちゃん……いや、一花さん」


    　そして血気あふれる猿男生をなだめ抑える一茶の姿も何度も見た。


    　両校生徒の間に漂ただよう落らく胆たんの色は濃く、あの猿男生たちですらも沈んでいる。それはつまり、いかに一茶が期待されていたか、楽しみにされていたかということの裏返し。エドのヘマなどはあったものの、それでもなお一茶を支持してくれている人がこんなにもいたのだ。


    　胸が痛んだ。こんな状況を生み出した静に、自分はこれから加か担たんしようとしているのだと思うと、ひどく罪悪感を覚えた。


    　すると一茶はあっけらかんと言う。


    「うはは、そんな不安そうな顔すんな。何とかするから」


    　違う。そうじゃない。私はそういう心配をしているんじゃない──芽衣は胸中で叫んだ。


    　静の提案の話を切り出すにはいい機会だった。けれど結局言えなかった。


    　このタイミングで一茶に懇こん願がんしたら、一茶は本当に許してくれそうな気がした。だからこそ、そうするのはズルいと芽衣は思った。


    　一茶から許しを得てはいけない。自分を正当化してはいけない。


    　自みずからの行おこないを悪として受け止め、裏切り者として一茶に憎まれるべきだ。


    　芽衣は一茶には何も告げず、静の提案を呑のむことにした。

  


  
    　


    


    第七章　花はな島じま一いつ茶さという男


    



    　普段は上品で落ち着きある、淑しゆく女じよによる淑女のための学び舎や、鈴すず之の院いん女子高等学校──しかし今日きように限っては老ろう若にやく男なん女によ問わず大勢の人でごった返し、威勢のいい呼び込みや、浮かれきったはしゃぎ声で大おお賑にぎわいだ。


    　鈴すず女じよ猿さる男だん合同文化祭──ついにその日がやって来た。


    「いらっしゃいませ～。大変申し訳ございませんが、大人気につき少々お時間頂きま～す！」


    　一茶のクラスのクレープ屋とおでん屋も、呼び子が待ち時間の看板を掲かかげるほどの大繁盛。調理などはほぼすべて鈴女生が担にない、一茶はノータッチだったのだが、いざ当日になって味見をしてみて驚いた。


    「!?　うまっ！　……じゃなくて……美お味いしい～！　ほっぺた落ちちゃいそう～！」


    　めちゃくちゃ美う味まい。高校の文化祭のレベルをはるかに超えた、感動的な美味さだった。


    　進路がかかっているだけに鈴女生はガチだと重々承知していたが、まさかこれほどとは……。まだ一茶は自由時間を与えられていないのでほかを回ってはいないが、きっとどこもこれくらいのハイクオリティーなサービスを提供しているのだろう。一茶は素直に舌を巻いた。


    　けれど同時に、痛感もしていた。


    「そこの人遅い！　早く溜たまってる洗い物をすませて！」「さっきの接客態度はなんですか？　真ま面じ目めにやってください」「すみません。仕事が終わっていないのであなたのシフトは三十分延長です。いいですね？」


    「「「「「「「「「「は、はいぃぃぃ！　ごめんなさいぃぃぃぃ！」」」」」」」」」」


    　基本、猿男生はふざけることにこそアイデンティティーを見いだしている人種だ。当然文化祭ともなれば浮うわついて、おふざけに走り出そうとしたり、サボったりしようとする。しかしそのたびに猿男生は鈴女生から本気のお叱しかりを受けていた。かつ、こき使われまくっていた。


    　なんかもう、こういうところまで高校の文化祭のそれではない。バイトだバイト。


    　なのでお客様満足度の異様なまでの高さとは裏腹に、サービスを提供しているこちら側はあまり楽しいものではなく、さすがの猿男生も音を上げて、一茶に泣きついてきた。


    「「「「「「「「「「一いち花かちゃ～ん」」」」」」」」」」


    　一茶は眉間に皺しわを寄せる。これが最後の文化祭だというのに、今ひとつ猿男の仲間たちがノリ切れていないのをひしひしと感じる。それが心苦しくてならない。良くも悪くも猿男生は人がいいから、鈴女生に逆らったりもしない。それがもどかしくてならない。


    「……ちょっと私、文句言ってくる」


    　たまらず一茶は鈴女生に話をつけに行こうとした。


    「!?　い、いいよ一花ちゃん！」「俺おれらにとっちゃ鈴女生と文化祭をやれたってだけで奇跡だからさ！」「そうそう、贅ぜい沢たくは言わないよ」「お客様の笑顔が俺おれたちの笑顔だしな（白目）」


    　しかしそれを、猿さる男だん生せいが引き止める。


    「それにほら、鈴すず女じよ生せいと揉もめた時に矢や面おもてに立たされるのは、文化祭実行委員の一いち花かちゃんでしょ？」「たたでさえ一花ちゃん、ミスコンに出ちゃダメって言われて凹んでるだろうに、その上さらにそんなことになったら申し訳ないしさ……」


    「……みんな……」


    　猿男生が鈴女生に逆らわないのは、どうやら一いつ茶さに気を遣つかってくれているのも理由の一つらしい。こき使われ過ぎて白目を剝むいているやつまでいるというのに、つくづく人のいい連中だ──一茶は眉間の皺しわを解き、密ひそかに口元を綻ほころばせる。


    　しかし、


    「っていうか一花ちゃんに文句言いに行かせるとかお前ら恥ずかしくないのかよ!?」「本当だぜ！　それでもお前ら男か!?」「そうだそうだ！　お前らがガツンと言ったれ！」「お前そういうの得意だろ！　行って来い！」「いやお前が行けし！」「いやお前が」「いやお前が」


    　鈴女生に文句を言いに行く役を、互いに押し付け合い出した。


    　すると鈴女生が現れて一いつ喝かつ。


    「ちょっと！　何を騒いでるんですか!?　仕事して下さい！」


    「「「「「「「「「「は、はいぃぃぃ！　ごめんなさいぃぃぃぃ！」」」」」」」」」」


    　猿男生が鈴女生に逆らわないのは、単純に鈴女生が怖いというのもあるようだ。


    　なんとも情けないが……まぁ、らしいっちゃらしいので、一茶としては逆に笑ってしまった。


    　そしてそんな猿男生の姿を見ていたら、ますますメラメラと燃え上がってきた。


    　絶対に、何が何でもこいつらを楽しませてやらねばという、使命感にも似た思いが──。


    「──茶ちや島じまさん。自由時間行ってきていいですよ。一時間後にはまた戻ってきてくださいね」


    　そしてお昼前、ひたすら皿洗いをさせられていた一茶にもようやくお暇ひまが出た。


    　さてじゃあどこへ行こうかなと一茶が考えていたら、折りよくケータイにメールが届く。


    　芽メ衣イからだ。ちょっと話があるから顔を貸してほしいとの内容だった。


    　一体何だろうと思ったが、ともかく一茶は芽衣に呼び出された場所へ向かった。


    　特別教室棟の最上階。特別教室棟でも出し物はやっているのだが、こちらは文化系部活動などの展示が主なので、人気はさほどなく、特に最上階はまるまる文化祭に使用されないフロアとなっている。


    　最上階に行くと、芽衣が一人、廊下の窓から向かいの校舎を眺めていた。


    



    　その手には、金属バットが握られていた。


    



    「──……え？　芽衣？」


    　間抜けな声をあげる一いつ茶さ。芽メ衣イはこちらを振り向いて、痛ましく表情を歪ゆがめて一言絞り出す。


    「ごめん、一茶」


    「……バット持ってその表情でそんなこと言われると、めちゃくちゃ不安になるんだけど？」


    　嫌な予感がして、一茶は狼狽うろたえながら後ずさる──と、背中に何かがぶつかった。


    「!?」


    「やあ」


    　驚いて振り返ると、凶暴な笑みを浮かべた鈴リン深シエンが立っていた。


    



    



    　あてもなく、芽衣は校舎内を歩いていた。


    　来場者はみんな楽しそうだった。笑い声がそこかしこから聞こえてくる。


    　それが芽衣にはひどく不愉快で、耳障りだった。


    　今楽しそうにしている人と目が合ったら睨にらみつけてしまいそうだったから、芽衣は俯うつむきがちで彷徨さまよった。


    「んー、戦場帰り」


    　芽衣のことをこんなふうに呼ぶ男は一人しかいない。顔を上げると、スルメを縫ぬい合わせたベストを着ているガガ彦ひこがそこにいた。


    「んー美しいだろ？　スルメ帷かた子びら」


    （そういえば作ってたなこんなの……文化祭用だったんだ……）


    　本来ならそれは奇異すぎる格好だ。けれど今日きようは文化祭だからか、さほど周りも気にしていない様子なのが芽衣には可お笑かしかった。


    「んーところで一茶を知らないか？　そろそろ準備したいのに電話にも出ない。んブサイク！」


    　言われて芽衣は気付いた。時刻はすでに二時を回っている。ミスコンは文化祭の目玉イベントとして三時から体育館で行おこなわれる予定だ。


    「ガガ彦、聞いてないの？　一茶はミスコンに出場できなくなったのよ」


    「んんん、鈴すず女じよの理事長がどうこうってやつか？」


    「うん、そう。それ」


    　ほかにも一茶が出場できない理由があるが、芽衣には言えない。少なくとも、今はまだ。


    「きっと一茶はもう、ミスコンを諦あきらめてしまったんじゃないかしら」


    　芽衣はいけしゃあしゃあとこんなことを言える自分に驚く。一方ガガ彦は鼻で笑った。


    「んーふっふ、君こそ聞いてないのか？　一茶は理事長のことは絶対どうにかするって言ってたぞ。だからどうにかするんだろう。一茶は、諦めの悪さだけは美しい。顔はブサイク」


    　素晴らしい信頼関係ね。それを壊すような真ま似ねをしちゃってごめんね──芽衣が心の中で謝ると、ガガ彦は悩ましげに小首を傾かしげた。


    「……んーどうした？　何かあったのか？　せっかく最近の君は飛び込みの選手のようで美しかったのに、もったいない」


    「……飛び込みの選手？　どういうこと？」


    「ん、君は落ちていく姿こそが美しかった。なのに今の君のその顔つきは、高飛び込み台にしがみついてみっともない──そんな、初めて会ったときの君のようだ」


    「…………」


    　芽メ衣イは何も答えず、ぷいっとそっぽを向いてガガ彦ひこと別れた。


    「んー？　ノーリアクション？　さてはこの俺おれから美しい認定を得られて照れてるな？　んー！　照れる君は〝うつく〟！　〝うつく〟！　〝うつくしい〟まであと一歩！」


    　照れてる？　違う。いたたまれなくて、まともに顔も合わせられないだけだ。


    



    



    　ガガ彦と別れたあと、芽衣は今度はエドを見つけた。文化祭実行委員の腕わん章しようをつけて、トングとゴミ袋を持っている。どうやら校内のゴミ拾いをしているらしい。


    「ふっ、文化祭実行委員副委員長の俺が率そつ先せんしてゴミ拾いをすることで、ＮＯノーポイ捨ての意識を生徒だけでなく来場者にも促うながすのだ」


    　何やらご立派なお題目を掲かかげてはいるが、芽衣にはどうもそうは見えない。


    「エド」


    「ん？　おお芽衣。ゴミがあるなら捨てるがいい。この袋が『燃えるゴミ』で、この袋が『燃えないゴミ』で、この袋が『どっちかわからないゴミ』だ」


    　見ると『どっちかわからないゴミ』の袋だけが異様に膨ふくらんでいた。


    　ゴミの分ぶん別べつもまともにできないのかと芽衣は呆あきれたが、まぁそれはいいとして──、


    「エドはゴミ拾いで、鈴すず女じよの委員長は今何をしているの？」


    「本部で文化祭運営にまつわる処理に追われているようだ」


    　やっぱりそうかと、芽衣は歯は嚙がみする。ゴミ拾いは立派だが、とはいえ副委員長がするような仕事ではない。明らかにエドは本部から体ていよく厄やつ介かい払いされているだけだ。


    　それに気がついていないエドは幸せなのか、不幸なのか──ともあれ見ていていい気はしない。


    「ねぇエド、今年の文化祭、楽しんでる？」


    「ふっ、やれやれ愚ぐ問もんだな。今のところは当然……イマイチだ！」


    　エドですらこの文化祭を楽しみきれずにいるのならほかの猿さる男だん生せいも推おして知るところだろう。鈴女生として芽衣は申し訳ない気持ちになってくる。


    「まぁいいさ。なにせそろそろ始まるだろう。ミスコンが」


    「え？」


    「実は楽しみにしていたのだ。一いつ茶さのやつ、衣装もパフォーマンスも本番のお楽しみだからと言って見せてくれなかったからな。あいつのことだ。きっと面白いことをしでかしてくれるだろう。鈴すず女じよの理事長のことも、『大丈夫だ』とあいつは言った。ならきっと大丈夫なのだろう」


    「…………っ！」


    　わかりきっていたことのはず。なのに改めてそんなことを言われてしまうと、芽メ衣イは罪悪感で胸が押し潰つぶされそうになる。


    　エドもそう、ほかの猿さる男だん生せいもそう、鈴女生だって──大勢の人が一茶を楽しみにしていた。彼が何かしでかしてくれることに期待を寄せていた。


    （それを壊したのが私なんだ。自分の、進路のためだけに）


    「？　おい、芽衣!?」


    　エドと一緒にいるのが辛つらくて、芽衣はその場から逃げ出した。


    　一人になりたい。猿男生も鈴女生も来場者も視界に入れたくない。


    　足が向かったのは誰もいない場所。校舎から離れた部室棟の裏。


    　芽衣は壁際の段差に腰を下ろし、両手で顔を覆おおう。


    



    　──復ふく讐しゆうってのとはちょっと違うんだって。……


    　──俺おれはあいつらと目いっぱいに楽しみたかったし、あいつらを目いっぱいに楽しませてやりたかった。それが俺からあいつらへの、ささやかな恩返しになると思ったから……。


    



    　芽衣の脳のう裏りにフラッシュバックする、いつかの一茶の言葉。


    （復讐じゃない!?　だったら別にミスコンなんて出ないでいい！　楽しみたいし楽しませたい!?　そんな感情よりも進路のほうが大事に決まっている！　私は間違ってない！　……はずなのに……！）


    



    「──どうしたの？　こんなところで一人うな垂れたりして」


    



    　ふいに言葉が降ってきた。驚いて顔を上げ、芽衣はさらに驚いた。


    　そこに立っていたのは、猿の着ぐるみ。手には風船の束を持っている。


    「具合でも悪いの？　保健室行く？」


    　やや幼おさない気もするが、男の子の声。出し物の宣伝か何かでそれをかぶらされた猿男生が、大方ここで仕事をサボっていたのだろう。


    「いえ……大丈夫。体調不良とかではないから……」


    　心配してくれるのはありがたいけれど、放っておいてほしくて芽衣はつれない返事をする。


    　それでどこかへ行ってくれるかと思いきや、猿の着ぐるみは動かない。


    「じゃあ気分の問題？　それはいけないなぁ。せっかくの文化祭なんだから楽しまなくっちゃ」


    　あまつさえ、そんなことを言い、浮かれたように、妙にキレ良く踊り出す。


    　人の事情も知らないで呑のん気きなことを──芽メ衣イは苛いら立だちを隠せずに、ついつい本ほん音ねを吐と露ろした。


    「……楽しめないわよ。私には、その資格がない……！」


    　すると、猿さるの着ぐるみはピタリと踊るのをやめた。そして、


    



    「資格がない？　そんな寂しいことを言わないで。君を楽しませるために、水たまりができるほどの汗を流し、グズグズになるほどマメを潰つぶし、攣った脚や肩腰背中の痛みに耐えながら、慣れない歌やダンスの猛特訓をした猿さる男だん生せいもいるっていうのに」


    



    「──え？」


    　芽衣は言葉を失い、猿の着ぐるみの瞳ひとみを見つめる。黒目がメッシュだが、その奥にある顔はわからない。その声も聞いたことがない。けれど、この着ぐるみの中の猿男生って──。


    「今度はどんなことをしちゃったの？」


    　猿の着ぐるみが優しく問いかけてくる。芽衣は搾しぼり出すように答えた。


    「……一いつ茶さを、ミスコンに出られないようにした。そうすれば海外の大学への推薦を約束するからって、奥おく泉いずみ静しずかが……！」


    「ふーん。けどおかしいね。自分の進路が約束されることが君の本来の望みだったはず。一度は潰ついえたその望みが再び叶かなうというのなら、君は今、素直に喜んでいるべきじゃないのかな」


    　メッシュの黒目は芽衣の心を見み透すかしているようだった。猿の着ぐるみの問いかけは、まさしく芽衣が自分自身で疑問に思っていたこと。まるで自問自答をしているような気分だ。


    「だって一茶を犠ぎ牲せいにしちゃってるから……」


    「じゃあ一茶の件も何もなく、もし奥泉静に大学を斡あつ旋せんしてもらえてたらどう？　心の底から喜べてた？」


    　簡単に想像できた。きっと大学へ進学できた喜びも安あん堵ども、一瞬で過ぎ去ることだろう。


    　だって、鈴すず女じよに来たときがそうだったから。なんとか合格をしたときにはほっとしたけれど、いざ入学して以降は、成績や、鈴女卒業後の進路について、悩み苦しんでばかりだった。


    「僕にはね、想像できないんだ。その海外の大学とやらへ通う君が笑っている姿を」


    　言われて泣きそうになった。自分にもできなかったから。そしてそこでも笑えないのだとしたら、自分はいったいいつになったら心の底から安堵し笑えるようになるのだろうか。


    　その明確な答えが、自分自身の中にも見いだせない──！


    



    「君はレールから外れてしまうことを極端に恐れているけれど、果たしてそれは、そんなに恐れるべきことなのかな。レールにすら乗ったことのない僕にはわからない。けど、一茶はその答えを知っていて、ミスコンという場で君に伝えようとしてくれてるんだよ」


    



    「！」


    　大理石のがらんどうに一本の針が落ちたような、か細くも鋭するどく響き渡る一言だった。


    　それは迷いと苦悩のまどろみから、芽メ衣イを覚かく醒せいさせる。


    「奥おく泉いずみ静しずかにハメられ、エリートコースから最底辺に転げ落ち、それでもヘラヘラしているあの男がいったいどんな景け色しきを見せてくれようとしてくれているのか。……単純に気にならない？」


    　ああ、気になる。すごく知りたい。


    　一いつ茶さが導き出した答えが、自分にも納得のいく答えとは限らない。


    　景品が何かも明かされていないくじに、全財産を賭かけるようなものだ。


    　けれど、そのくじを用意してくれたのがあの一茶だというのなら、きっとハズレはないだろう。


    　そう思わせてくれるだけの期待と信頼は、この二週間足らずで生まれてしまった！


    



    「──ありがとう、フッティー！」


    



    　芽衣は飛ぶように立ち上がる。


    　激励のつもりか、アイドルファンの奇妙な踊りを踊っている猿さるの着ぐるみに見送られ、芽衣は校舎へと走った。そして、人混みをかき分け、とある洋風喫茶店へ。


    　カーテンで目張りされたそこのバックヤードに芽衣は飛び込んだ。


    「マチョ村むら！」


    「フィァ!?」


    　何人かの猿さる男だん生せいが食器の片付けをさせられていた。突然の芽衣の登場にみんな目を白黒させて、その中にマチョ村の姿もあった。


    「ごめん！　こいつ借りる！」


    　芽衣はマチョ村の肘ひじを摑つかみ、喫茶店から飛び出す。


    「フィア！　なんだいったい!?　も、ももももしかして、告白!?　このタイミングで!?」


    　芽衣に引っ張られる形で走らされているマチョ村は、なぜか鼻の穴をぷくりと膨ふくらませる。


    「違う！　お願い、力を貸して！　殴り込みするわよ！」


    「フィァ……？」


    　期待感で輝かがやいていたマチョ村の表情が、一気に不安げにしぼんだ。


    



    



    　特別教室棟最上階の一室。他教室で余った机や椅い子すなどが後方に寄せられ、積み上げられている。


    　物置部屋。文化祭においては見向きもされないエアポケット。


    　そこで一いつ茶さは革製縄なわ跳とびで両手両足を縛り上げられ、無む造ぞう作さに転がされていた。目と口元には殴られた痕あと。後頭部にもかなり大きなタンコブができていて、今も鈍どん痛つうに苦しめられている。


    　そして積み上げられた机の上では鈴リン深シエンがケータイをいじっていた。そこから動かないところを見ると、鈴リン深シエンはどうやら一茶の監視役のようだ。


    　鈴すず女じよ理事長による出場権の剝はく奪だつ、加えて物理的な出場機会の剝奪──ミスコンの開始時間も刻一刻と迫り、残り三十分を切っている。メイクや着替えのことを考えるとギリギリの時間だ。


    　けれど一茶はさして焦あせってはいなかった。状況打破の策があるからではない。ミスコンに出られなくてもいいと、そう思い始めていたからだ。


    「もっとなんか抵抗するかと思ったのに、案外おとなしいね。なんか拍ひよう子し抜け。芽メ衣イちゃんもそう。また何か無茶をするんじゃないかって静しずかちゃんに警戒されてたけど、結局こうして懐かい柔じゆうさせられちゃってるんだもん。そりゃあこれで邪魔者はいなくなったけどさ、面白くなーい」


    　鈴リン深シエンの方から声をかけてくる。この部屋に放り込まれてすぐ、芽衣は足早に立ち去った。だからなぜ芽衣がこんなことをするのかの理由は、鈴リン深シエンの口から聞かされた。


    　カクンと、膝ひざの力が抜けたような感覚を一茶は覚えた。


    　そりゃあ最初はがっかりしたし、裏切られたような気もした。


    　一茶には芽衣に見せたいものがあった。教えたいことがあった。そして芽衣に見せてほしいものもあった。そのすべてがミスコンには詰まっていた。


    　けれど一茶はすぐに思い直した。それもまた自分のエゴで、選択権は芽衣にあるのだと。


    　無念だけど、悔くやしいけれど、芽衣がミスコンなんてものよりも進路を選んだのなら、それを尊重すべきなのではないかと──。


    「そういえば君、女って本当？　静しずかちゃんも『ふふふ、お馬ば鹿かさん。そんなわけがないでしょう』とか言いつつ、若じやつ干かん疑ってたみたいだけど」


    　常識的に考えたらまさしくそんなわけがないのだが、一いち花かメイクは静に疑惑を抱いだかせるほど美しいということなのだろう。衣装も含めてそれらを観客に披露できないとは、ガガ彦ひこには申し訳ないことをした。ダンスや歌の練習に付き合わせたフッティーにも悪いことをした。


    「俺おれが女かどうかは確かめてみればわかるぜ？」


    「おお。そうするー」


    　一茶が投げやりに挑ちよう発はつすると、鈴リン深シエンは机の山から下りてきた。


    「え？　──え、ええええ！　ちょ、ちょっと待って！」


    「暴れんなー」


    　鈴リン深シエンは恥じらいも何もなく、乱暴に一茶のベルトを外し、ズボンを下ろした。


    「いや～～～！　マジで勘弁して！　マジで～！」


    「……なーんだ。やっぱ男か。がっかり。退屈だし、女の子だったらつまみ食いしちゃおうかなーって思ってたのに」


    　一いつ茶さはズボンを下ろされた挙げ句がっかりされた。泣きたくなる。あとつまみ食いとはなんだ。そっちの人なのだろうか。


    　一茶が何とかズボンをたくし上げようともがいていると、


    ──ドムッ！


    　鈴リン深シエンの蹴けりが、一茶の腹部を強きよう襲しゆうした。


    「……ガハァ……！」


    　迫せり上がる吐き気。悶もん絶ぜつ。


    「私さーあ、男ってあんまし好きじゃないんだよね」


    　歩く、座る、ケータイをいじる……それくらいの気安さで、鈴リン深シエンは人を傷つける。


    　冗談や軽口でごまかしていた鈴リン深シエンへの恐怖心が一気に噴出し、一茶の心臓は早鐘を打つ。


    「サンドバッグにでもして暇ひまつぶしするかー」


    　鈴リン深シエンは笑った。


    　一茶は苦り切った。


    



    ──バァンッ！


    



    　割れんばかりの勢いで、教室の引き戸が開け放たれた。


    「一茶！」


    「！　芽メ、衣イ……!?」


    　何をしに来たのだろうと、一瞬疑問に思った。


    　けれど芽衣がそんな表情でバットを握っていることが、後ろにマチョ村むらを引き連れていることが、その疑問自体野や暮ぼなものなのだと告げていた。


    　何があって、どんな心境の変化があったのかは知らない。


    　けれど芽衣は、一茶を助けに来てくれたのだ。


    　一茶をミスコンのステージに立たせるために──！


    　しかし、


    「「なっ!?」」


    　一茶が軽く感動したのとは対照的に、芽衣とマチョ村は一茶を見た途端にギョッと後ずさった。


    　芽衣が赤面して叫ぶ。


    「し、ししし信じられない！　あんたなんて格好でいるのよー！」


    「フィァ─────！　この裏切り者！　お前一人だけしっぽり抜け駆がけか！　童どう貞ていの鉄の契ちぎりはどうしたー！　ぶっ殺すぞ！」


    　そういえば一いつ茶さは鈴リン深シエンにズボンを下ろされたままだった。


    「いや……よく見て……痛めつけられてるだけだから俺おれ……」


    「フィア!?　そういうプレイじゃないだろうな!?」


    「……お前……」


    　マチョ村むらのガチギレっぷりが鬱うつ陶とうしく、一茶はもぞもぞとズボンを上げる。男二人がアホなやり取りをする一方で、芽メ衣イと鈴リン深シエンはすでに臨りん戦せん態勢に入っていた。


    「芽衣ちゃーん。いちおー聞くけど何しに来たの？」


    「一茶を返してもらいに来たわ」


    　ヘラヘラしながらも冷厳な威圧感のある鈴リン深シエン。燃えるような闘志を眼光に宿す芽衣。


    　ぶつかり合う視線は火花を散らし、室内の空気がヒリついた。


    「裏切るの？　大学に行けなくなっちゃうんじゃないの？　……まぁいいけどさ。私的にはおいしい展開だし。ようやくお祭りらしくなってきたねえ！」


    　直後、開戦。


    　鈴リン深シエンは手近にあった机の脚を引っ摑つかみ、立て続けに二つぶん投げた。


    「そぉれ！」


    　山なりなんて生なま易やさしい軌き道どうではない。猛スピードで一直線に、二つの机は芽衣とマチョ村をそれぞれ襲おそう。
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    　芽メ衣イはバットを脇わき構えにすると、低い体勢で床ゆかを蹴けり、飛んできた机をかい潜くぐる。机は壁に激突しものすごい音を轟とどろかせる。


    　マチョ村むらはまともに机をその体で受けた。机もろとも過か剰じようなまでにド派は手でに倒れるが、あくまでレスラー的な倒れ方。ノーダメージ。


    「マチョ村は一いつ茶さを！」


    「フィァ！」


    　マチョ村は一茶のほうへ。そして芽衣は鈴リン深シエンへ。


    　芽衣は剣けん客かくのようなバット捌さばきで、連撃に次ぐ連撃を鈴リン深シエンに繰り出す。


    「うっひひー。すごいすごい！　どこで習ったの？」


    「体育の授業で習ったのよ！」


    「はっはっはっは～！　体育の剣道をこんな実戦向けに応用するなんて、その才能には恐れ入るねえ。──まぁ、私ほどじゃないけどさ」


    　芽衣も凄すさまじい運動神経の持ち主だ。しかし驚くべきはやはり鈴リン深シエン。鈴リン深シエンは嵐あらしのような芽衣の猛攻をすべて易やす々やすとかわしてのける。


    「フィァ！　解けた！」


    　マチョ村が叫び、一茶の両手足が解放されたのと同時に、バッシャーンと教室の窓ガラスが砕け散った。


    　金属バットが回転しながら外へ飛んでいくのが見える。


    　芽衣はバットを振り上げたような体勢のまま固まっており──その肩と胸の間かん隙げきに、ボールペンの尻が深々とめり込んでいた。


    「か……あっ……！」


    　何の変哲もない赤のボールペン──握っているのは、無論鈴リン深シエン。


    　芽衣は突かれたところを押さえ、激痛に苦く悶もんしながら膝ひざを折る。


    「私は剣道なんかじゃなくてもねーえ、普通の座学でも実戦向けに応用しちゃうんだよ。すごいっしょ」


    　鈴リン深シエンは得意気にそう言うと、座学で用いるボールペンを内ポケットにしまった。


    　芽衣はもう動けそうもない。残るはマチョ村だが──。


    「そっちの大きい人って、大きいだけで役立たずなんだよねー」


    　無類のタフネスを誇るマチョ村だが、鈴リン深シエンの攻撃によるダメージが通ってしまうことは立証ずみ。おまけにマチョ村はレスラーなので、相手を傷つける攻撃はしない。


    　つまり、マチョ村には鈴リン深シエンに勝つ術すべがない。はずなのに──、


    「フィァ！　負けたら即引退だ！　かかってこいオラァ！」


    　マチョ村は、レスラーの流儀で鈴リン深シエンを挑ちよう発はつした。


    「うん。オッケーイ」


    　鈴リン深シエンが疾しつ走そうする。一瞬にしてマチョ村むらと肉にく薄はくし、重力を無視したかのような跳ちよう躍やく。


    　そして軽々とした身のこなしとは裏腹に、稲いな妻ずまのように鋭するどい膝ひざがマチョ村の顔面に突き刺さった。


    　──ゴギャッ！


    　飛び膝蹴げり──マチョ村の眼球がぐるんと白目を剝むいた。壊れたように鼻血が噴き出す。


    「ダッメ押し～♪」


    　着地からの二撃目は、がら空きのマチョ村の腹に放たれる、峻しゆん烈れつな後ろ蹴げり。


    　──ズドォ！


    　槍やりのような鈴リン深シエンの踵かかとが、マチョ村の腹部に深々と突き刺さる。


    「……ぁ……ぅ、ォェ……」


    　くの字に折れるマチョ村の巨体。


    　マチョ村の口から吐き出される、苦く悶もんと唾だ液えき、そして、


    「プフ───ッフィァ！」


    　毒霧！


    「!?　うわっ！　な、これっ……～～～っ目が！　イッッッッッタイ！」


    　催さい涙るい作用のある緑の煙が、まともに鈴リン深シエンの顔面にかかりその目を潰つぶした。


    「フィ、フィァ……！」


    　そしてマチョ村は鼻血をダラダラ流し、ふらふらになりながらも、鈴リン深シエンを羽は交がい締めにした。


    「ちぃ！　あ─────男気持ち悪い！　触んな！」


    　視界を奪われ、バックも取られた鈴リン深シエンは取り乱す。マチョ村の足の甲を砕かんばかりに何度も何度も踏み潰すが、マチョ村はその痛みに耐えて叫んだ。


    「フィァ────！　台本通りに捕まえたぞ芽メ衣イ────！」


    　蹲うずくまっていた芽衣がいつの間にか立ち上がり、歯を食いしばって駆かけ出していた。


    　そしてマチョ村の背後に回りこむと、その背中を踏み台にして芽衣は跳躍──ほとんど教室の天井に張り付く高さにまで跳んだ。


    「放せ！」


    　鈴リン深シエンは膝を畳み、マチョ村の股こ間かんを踵で容よう赦しやなく蹴り上げる。


    「──……っ」


    　男として致命的一撃──マチョ村は悲鳴すら上げられず、そのまま仰向けに倒れてしまう。


    　そう、鈴深を羽交い締めにしたままの体勢で。


    



    「でかしたわよ、マチョ村」


    



    　涙でぐしゃぐしゃの鈴リン深シエンの目には、朧おぼろげにしか見えていないだろう。


    　仰あお向むけの鈴リン深シエンの真上、天井すれすれには、位置エネルギー満タンの芽メ衣イ！


    「!?　放せぇぇぇェェェエエエ！」


    「うああああああああああ！」


    　鈴リン深シエンの絶叫。


    　芽衣の咆ほう哮こう。


    　芽衣は天井を蹴けって、重力に脚力を上乗せし、膝ひざを畳んで猛落下！　


    　──ズムゥン！


    　渾こん身しんの、ツープラトンフライングニードロップ！


    「──ガハァ……！」


    　芽衣の膝は鈴リン深シエンの腹に深々と突き刺さり、鈴リン深シエンは一度大きく空気と唾だ液えきを撒まき散らす。


    　鈴リン深シエンは少しの間ピクピクしていたが、やがて白目を剝むいて、ぐったりと失神してしまった。


    「……ハァ……ハァ……」


    　へたり込む芽衣。鈴リン深シエンをどかして大の字になるマチョ村むら。


    　静寂の訪れた教室。芽衣とマチョ村の乱れた息遣いだけが耳につく。


    　ピクリとも動かなくなった鈴リン深シエンをしばし呆ぼう然ぜんと眺めていた芽衣だったが、やがてぽつりとつぶやいた。


    「か、勝った……」


    「フィ、フィァ……」


    「勝った！　マチョ村！　私たち勝ったのよ！　あのプロレスのＤＶＤが役立ったわ！」


    「フィァ────！」


    　ようやく勝ち名乗りを上げる芽衣とマチョ村。一人で勝てないなら二人がかりでと、プロレス同好会の部室で観みたＤＶＤを参考にして打ち合わせしていたらしい。


    　このバケモノみたいな女によくもまぁ勝てたものだ。


    「──って喜んでる場合じゃなかった！　一いつ茶さ！　　体、大丈夫？」


    「なんとか」


    　芽衣が心配して駆かけ寄ってきてくれる。一茶はダメージを確認。あちこち痛いけれど動けないほどではない。顔の傷も、ガガ彦のメイク術があればなんとかなるはずだ。


    「ミスコン、出られるのよね？　大丈夫なのよね？」


    「むしろ、出ていいの？」


    　一茶がミスコンに出場するということは、芽衣がせっかく静しずかに提示してもらった推薦枠をみすみす逃のがすということだ。


    　一茶がそのことを指摘すると、芽衣はばつが悪そうに視線を逸そらす。


    「うはは。別に皮肉とか意地悪で聞いたわけじゃねーよ。単純に、いいのか？　って」


    「……みっともないところを見せたわね。けれど私は、自分の進路よりもあんたのミスコンを選んだわ」


    　真っすぐ一いつ茶さの目を見て、芽メ衣イはハッキリと意思表明。不安げな色こそあれど、そこに迷いの色はない。


    「うん。そうか」


    　こんな自分に期待を寄せてくれていることが、一茶には嬉うれしい。その勇気には胸が熱くなる。


    「この責任、取ってよね。くっだらないもの見せたら許さないから」


    「うはは、そんなこと言われちゃうとプレッシャ～。けどまぁ期待しててくれ。最っ高にくっだらねーもの見せてやるから」


    　一茶は芽衣の差し出した手をとって、立ち上がった。


    



    



    　ミスコン開始時刻五分前。体育館は大盛況というレベルを超えて、猿さる男だん生せい、鈴すず女じよ生せい、一般来場者でごった返していた。


    　全員立ち見で、照明はステージを照らすライトのみ。観客のざわめきは熱気と期待感を帯び、まさしく文化祭を締めくくる一大イベントとしての舞台は整っていた。


    　舞台袖そででは運営スタッフが各おの々おの所定の位置につき、開始時刻を待っている。


    　そんな中で、和わ気き藹あい々あいとはしゃいでいるのはミスコン出場者の四名だ。


    「毎年のことながらすごい人ですね。去年まで向こう側だったのに、まさか私が出ることになるなんて」「ねぇこの服変じゃないよね？　だいじょうぶよね？」「あぁ、自己紹介とか絶対嚙かんでしまいそう……」


    　メビーリーグ大学の推薦枠が懸かかったミスコンである。にもかかわらず、彼女たちは誰も互いをライバル視などしていない。


    　それもそのはず。なぜなら出場者は全員、静しずかの息がかかった者たちだからだ。


    「みなさんせっかくお綺き麗れいなのに、そんなに緊張して顔を強こわばらせていたら台なしですよ。リラックスリラックス」


    「「「は～い」」」


    　実際のところ他の出場者三名は静と比べてしまうと明らかに見劣りするのだが、静はそう言っておっとりと微笑ほほえんだ。


    　それにしても、拍ひよう子し抜けするほどに他た愛わいもない勝負だったと、静はこれまでを振り返る。


    　芽衣への対応にはやや労力を割いたし、一茶のミスコン出場には驚かされた。きっと一茶は自分への復ふく讐しゆうを目論もくろんでいるに違いないと、静は警戒した。


    　けれど結局一茶はこちらになんの妨害工作も仕掛けてこないまま、静の思惑通りこの体育館にすら来られない状態になっている。


    　いったい一いつ茶さは何がしたかったのやら。猿さる男だんに行って頭がおかしくなってしまったのかもしれない。


    　ともあれ今回も自分の勝ちだった。静しずかはまた順当にエリートコースの階段を上がれたことに胸を撫なで下ろし、階段を上り損ねた人間を見ては誇らしい気分になる。


    　静は敗北の味を知っている。中学時代の生徒会会長選挙だ。


    　あのとき静は一茶と珀はく亜あに敗北を喫し、海かい稜りよう中においては何の肩書も得られず、一山いくらのうちの一人に甘んじさせられた。進路にあまり影響を及ぼさなかったとはいえ、常に集団のトップにいなければ気がすまない静にとっては耐えがたい屈くつ辱じよくだった。


    　あんな思いは二度とごめんだし、何より今回は進路がかかっている。


    　絶対に負けられない勝負に、自分は勝ったのだ。


    「開始一分前でーす。出演者のみなさんは準備をお願いしまーす」


    　さあ始まる。これはもはや、勝敗が決したあとの祝賀セレモニーだ。


    　照明の当たらない真っ暗なステージの下、キャーキャー騒ぐことしかできないような顔も名前もない負け組どもよ。


    　せいぜいこの勝利者たる私を引き立て、盛り上げろ──！


    「ふふふ、引き立て役は引き立て役なりの意地というものをお見せしてやりますよ静さん」


    「そんな引き立て役だなんて。冗談でもそんな卑ひ下げはしないで。とても可愛らしいですよ」


    「そうは言っても静さんと私たちとでは月とすっぽんですよ～」


    



    「本当ですぅ～！　静さんに比べたら私たちなんて排水口に絡まる抜け毛の塊かたまりみたいなもんですぅ～モジャモジャ～」


    



    「!?」


    　ヨイショする三人の出場者と、謙けん虚きよを装よそおいにこやかに応対する静──その間に突とつ如じよとして割り込んできた第三者。


    　全員がギョッとして振り向くとそこには、学ランを身にまとった絶ぜつ世せいの美少女──茶ちや島じま一いち花かこと花はな島じま一茶が立っていた。


    「……どうしてこちらに？」


    　驚きよう愕がくを押し殺し、努めて冷静に静は尋ねる。一茶は皮肉な笑みを返した。


    「どうしてってのは、理事長に出場禁止を言い渡されたはずなのになぜ？　ってことですか。それとも、怖～いお姉さん二人に監かん禁きんされてるはずなのになぜ？　ってことですか」


    「……もちろん前者です。後者は何のことを言っているのやら」


    　静は内心で歯は嚙がみする。つまり鈴リン深シエンと芽メ衣イは一茶の拘こう束そくに失敗したのだ。


    「いやー確かに理事長からストップかけられてるけどさー、もしかしたらなんか奇跡が起きて俺おれも正式にミスコンに出場できるようになるかもしれないじゃん？」


    「……そんな奇跡が起きるといいですね」


    　いけしゃあしゃあとそんなことを抜かす一いつ茶さに、静しずかは苛いら立だちと、焦あせりを覚えた。


    　そんなことが起きるものか。この学校の最高権力者である母のことは押さえてある──そう自分に言い聞かせる一方で、一茶の表情を見ていると不安になってくるのだ。


    　これは、何かを企たくらんでいる顔だから。


    「それではミスコンを始めますので、みなさんよろしくお願いしますね」


    　司会の鈴すず女じよ生せいが、出場者たちにそうひと声かけてステージに出て行った。


    　観客席から浮うわついたどよめきが起こる。


    　一茶は続ける。


    「理事長ってのは学校における神様みたいなもんだからさ、そりゃいち生徒には太た刀ち打うちできねーよ。けどさ、この文化祭、共催にした時点で神様は一人じゃないんだよな」


    『ただいまより、鈴すず之の院いん女子高等学校・野や猿えん峠とうげ男子高等学校共催、ミス・コンテストを開催いたします！』


    　司会の開会宣言で、体育館は大歓声に揺れる。


    　しかしそれすらも静の耳には入っていない。司会がミスコンにおける諸注意や審査内容、投票システムなどの説明を始めるが、それも意に介するところではない。


    　静の脳のう裏りをぐるぐる駆かけ巡っているのは一茶の言葉。


    （神様？　一人じゃない？　いったいこの男は何を言っているの!?）


    『──審査内容につきましては以上です。最後に、ミス・コンテスト出場者につきまして、野猿峠男子高等学校の校長先生よりみな様にお知らせがあるそうです』


    　生ぬるい空気がふわっと静の顔にかかった。


    　それは、静のすぐ脇わきを五十そこそこのオッサンがどすどすと駆け抜けていったからだ。


    　ハッとして静が振り返るとそのオッサン──猿さる男だんの校長はステージに躍おどり上がり、司会からマイクを奪っていた。


    『イェ～イ！　盛り上がってる～!?　フゥッフー！』


    「ヒューヒュー！　校長ヒュー！」


    　校長のテンションがいつにもまして少しおかしい。そして一茶らのいる舞台袖そでから校長を煽あおっている教頭のテンションもまたおかしい。


    　が、その理由は二人の顔の色で明白。二人は赤ら顔だった。


    　──校長あんた酒飲んでるだろコラー！


    　猿男生から野や次じが飛ぶ。


    『あ～ん？　出店で売ってたんだからいいだろ別に』


    　──売ってるわけねーだろ！　物ぶつ議ぎを醸かもすような噓うそつくなー！


    　すぐにバレる、かつ迷惑極まりない噓うそを平然とつく校長。とんでもない。


    　しかし、このとんでもなさこそ一いつ茶さの窮地をひっくり返してくれる力。


    『そんなことより聞いたぞ！　うちからミスコンにエントリーした花はな島じま一茶がよぉ、男だからミスコンには出場させませんとかって決定が下されたらしいじゃねぇか？』


    　会場中がどよめいた。一茶のミスコンへの出場禁止は先日もたらされた悲報。結局、やむなしと一茶以外の可愛い女の子──そう、たとえば奥おく泉いずみ静しずかを応援しようという風潮が流れていたのだが……校長が叫んだ。


    『もう……バカかー！　あんなに可愛い男がこの世に存在するわけねーだろーがー！　だ・か・ら、』


    



    　ためる校長。


    　固かた唾ずを呑のむ観客。


    　……え？　うそ、マジで？　まさか!?


    



    『当文化祭における最高責任者たるこの猿さる男だん校長の公正なる判断と権限に基づき、本校の花島一茶を正式に女性と認め、ミス・コンテストへの出場資格を与えるものとしまーす！』


    



    「「「「「「「「「「うおおおおおおおおおおおお！　マジでかぁぁぁぁ!?」」」」」」」」」」


    



    　爆発する大歓声。


    『そういうわけで、レディースエンドジェントルメ～ン!?　準備はいいかー！　ミス・コンテストをおっ始めるぞー！　メイクサムノ───イズ！』


    



    「「「「「「「「「「うおおおおおおおおおおおお！　校長ぉぉぉあんた漢おとこだぁぁぁぁ！」」」」」」」」」」


    



    『え、えーと……そ、それでは改めまして、ミス・コンテストを始めさせていただきます』


    　校長のテンションに軽く引きつつ、司会は改めて開会宣言。


    「そんな……そんな！」狼ろう狽ばいする静。


    「わーい奇跡起きたー」白しら々じらしく喜ぶ一茶。


    　神たる鈴すず女じよ理事長の決定を覆くつがえす、もう一人の神の采さい配はい。


    　さすがの静も苦虫を嚙かみ潰つぶしたように顔を歪ゆがめた。


    　そして舞台袖そでに引っ込んできた校長が一茶に言う。


    「おう花島、これでいいんだろ？」


    「はい。バッチシっす。……すみません、鈴女の理事長とあとあと揉もめそうなことなのに」


    「がっはっは！　他所と揉もめるのが怖くて猿さる男だんの校長が務まるかよ。ましてや、あんな必死に土下座して頼み込まれちゃあな。……お前の入学当初を知ってるだけによ、お前の口からあんなに熱い愛の告白が聞けるとは思わなかったぜ」


    「うはは、そのことについてはご内密に……けど本当、恩に着るっす。あざす」


    「がっはっは！　おう。ケツは校長先生が持ってやるからよ、好きにやれ。──あ、教頭！　追加のビール買ってきてくれた～!?」


    「買った買った！　二階からも見れるから二階行って見ましょう、ミスコン！　美少女！」


    「「ウヒョ～！」」


    　そして校長は一いつ茶さの肩をパシィンと叩たたくと、教頭と一緒にさっさと立ち去った。


    「……やってくれましたね。一茶くん」


    「ガキの喧けん嘩かに大人を連れ出してきたのはそっちが先だ。文句を言われる筋合いはねーよ」


    　そうヘラヘラと笑いながら、一茶はエントリー番号５番のプレートを胸につけた。


    『それでは出場者のみなさんに入場して頂きましょう！　エントリーナンバー１ぃ～、──』


    「さ、どっちの女子力が高いか勝負しようぜ」


    　戦いのゴングが鳴るかのように、４つ打ちのアッパーなＢＧＭが爆音で流れ出す。


    



    



    　猿男の校長が高らかに一茶のミスコン出場を宣言したのも、出場者が順々に入場してくるのも、最後に一茶が舞台袖そでから出てきたのも、芽メ衣イは客席からちゃんと見ていた。


    　マチョ村むらがその巨体を生かして道を開いてくれて、ぎゅうぎゅうの客席のど真ん中にまで来られた。隣にはエドもいる。首から下が猿の着ぐるみのフッティーもいる。ガガ彦ひこは衣装担当なので一茶に付き添い舞台袖にいるはずだ。


    　順番で行おこなわれる出場者の自己紹介スピーチ──ついに一茶へとマイクが渡る。


    『野や猿えん峠とうげ男子高等学校の花はな島じま一茶──改め茶ちや島じま一いち花かです。あの、校長先生がバラしちゃったので告白すると、実は私、女なんです！　幼おさないころに養子に出され、養子先の事情で男として育てられてきましたが……訳あって、女であることを証明しなくてはなりません……。離れ離れで育った姉に、自分のことを妹だと認めてもらうためです！　姉は今、この会場のどこかで見ているはずです！　だから私、絶対にミスコンで優勝してみせます！』


    　──ウオオオオオオオオ！


    　この地鳴りのような大歓声を一身に浴びているのに、よく緊張感の欠片かけらもなく、あんなナチュラルな笑え顔がおで淀よどみなく喋しやべれるものだ。


    　見ているこっちは一茶が失敗しないか、ちゃんとやれるか、気が気でないというのに──芽衣は手を合わせ、祈るような思いでステージを見つめる。するとそんな芽衣に、エドが言う。


    「ふっ。やれやれ。これだから遊びを知らない鈴すず女じよのお嬢様は困る。こういうのは、そんな祈るように見るものではない」


    「そ、そんなこと言われても……じゃあどうしろっていうのよ」


    「…………」


    　するとフッティーが着ぐるみの中をごそごそまさぐり、芽メ衣イにサイリウムを差し出した。


    「フィァ！　良かったな芽衣！　それ貸してくれるってよ！　フッティーがアイドルイベントでここぞというときに使う自家製サイリウムセイバーだぞ！」


    「な、なんか周りの人たちが持ってるのよりすごい大きいけど……いいの？　借りちゃって」


    「…………」


    　フッティーがこくこくと頷うなずくので、芽衣は合わせた手を解き、サイリウムを握る。


    　フッティーの着ぐるみの中からは次々とサイリウムが湧わき出てくるので、エドとマチョ村むらも両手に持つ。エドに至っては鼻にまで突っ込んでテンションを上げていた。


    「うお────！　一いつ茶さ────！」


    「フィァ──────！」


    「……さすがに私はそこまでできないわよ、エド」


    『それでは水着審査からスタートです！』


    　順番に水着の鈴すず女じよ生せいが現れて、ステージの中央でポーズをとったりくるりと回ったり──中でも、群を抜いてカワイイのは、やはり静しずか。


    『エントリーナンバー４、奥おく泉いずみ静さん！』


    　普段は制服に手厚く包まれている体が、布面積少なめの大胆な水着によって晒さらされる。


    　男どもは言うまでもなく、女性からすら黄色い歓声が上がった。


    　豊満な胸と腰つきは扇せん情じよう的で、そのプロポーションはまるでグラビアアイドルだ。それに輪をかけ、照れくさそうにモジモジしているのがまた見ている側のハートをくすぐる。


    　が、


    『エントリーナンバー５、茶ちや島じま一いち花かさん！』


    　静とは対照的に、颯さつ爽そうと、堂々と、現れる一茶。


    　一茶はこれまで女であることをほのめかしつつ、終始学ランで過ごしていた。


    　それもすべては今この瞬間のインパクトのため。


    　ついに学ランを脱ぎ捨てた一茶の水着姿は──！


    　──うおおおおおお！　一花ちゃ──────ん！


    　どっと沸わき立つ観衆。それもそのはず。


    「す、すごい……どっからどう見ても女の子じゃないのよ！　どうなってるのあれ!?」


    　太めのホルターネックのビキニに、スラリとした脚線美が映えるパレオ。それら水着自体のデザインも、自分が着てみたくなるほどにかわいい。


    　そしてそれに身を包む一茶のプロポーションは、メイクのことなど忘れさせる健康さを放ち、本当に女なのかと半はん信しん半はん疑ぎだった者たちも納得してしまう完かん璧ぺきな仕上がりだ。


    「フィァ!?　どういう魔法だ!?　顔の傷も綺麗になくなってる！　か、か、かわいすぎるぞ───！」


    「……まさか、一いつ茶さのやつ、本当に女なのでは……？　あ!?　だとしたら俺おれはあのおっぱいを揉もんだことになるのか!?　う、うひょほおおおおお！」


    「落ち着きなさいエド！　あれ男だから！　男のはずだから！　たぶん！」


    



    



    　水着姿を披露した一茶は、満面の笑みで手を振りながら舞台袖そでに引っ込んでいく。


    　舞台袖は今や戦場。慌あわただしくスタッフや出場者の手伝いが駆かけずり回る。


    「んー衣装、隠されたりハサミ入れられたりしないようにちゃんと見張っててやったぞ。さあ着替えろ。急げ急げ」


    　ガガ彦ひこもフル稼か働どうだ。一茶にスポーツドリンクと汗あせ拭ふき用のタオルを投げ、大事そうに抱えていたトランクケースから自作の衣装を引っ張り出し、水着の上から一茶に着せる。


    「ふぃー……思った以上に疲れるなこれ」


    　一茶は必死だった。茶ちや島じま一いち花かという女を演じることに神経をすり減らし、緊張は疲労を加速度的に募つのらせる。けれど、


    「うはは、思った以上に楽しくもある」


    　そう、一茶のステージ上での笑え顔がおは本物だった。断じて作り笑顔や演技ではない。


    　一茶は今、心の底から楽しかった。


    　猿さる男だんで磨きをかけた女らしさでこの大観衆をまんまと騙だまし、あまつさえ盛り上げられていることが、一茶のいたずら心と遊び心にビンビン来ている。


    『それでは次のパフォーマンスは、エントリーナンバー４、奥おく泉いずみ静しずかさん。歌を披露してくださるそうです！』


    　すでにミスコンはパフォーマンスにまで進み、舞台袖からは静が歌っているのが見える。


    　大胆な水着から打って変わり、静のイメージに合った清せい楚そなワンピースに衣装替えをして流は行やりの恋愛ソングを歌っていた。


    　しかし甘い。甘すぎる。一茶に言わせてみればカラオケと何ら変わらず、そんなものはパフォーマンスではない。ミスコンに至るまでの裏工作にばかり力を入れて、本番のことなど片手間程度にしか考えていなかったのだろう。


    　静のカラオケが終盤に差しかかったとき、ガガ彦は仕上げのコルセットを縛り終える。そして、トランクケースからボイスチェンジャー付きのメガホンを取り出して、一茶に手渡した。


    「んんん。着付けもギリギリ間に合った。さあ行って来い。飛び込み選手」


    「？　飛び込み選手？」


    「んーお前もまた、高みから落ちていく姿が美しい一人だということだ」


    「……何言ってるのかさっぱりわからん。ってもう出番だ！　ちょっと行ってくるわ！」


    『──はい、奥おく泉いずみ静しずかさんありがとうございました！　とても素敵な歌で会場中が聞き惚ほれてしまいましたね！　では、最後のパフォーマンスになります。エントリーナンバー５、茶ちや島じま一いち花かさん！　歌とダンスを披露してくださいます！　どうぞ！』


    　司会と入れ替わりで、一いつ茶さは照明の落ちたステージの中央へ。


    　始まりを予感させるつかの間の静寂。観客のさざめき。


    　イントロ。ピンスポ。かわいい衣装。


    　ショーの幕開けは淑しとやかなピアノの旋せん律りつ。


    　そっとメガホンを口元へ。ボイスチェンジャー機能をオン。


    　伸びのあるデジタルな歌声に、観客は驚嘆のどよめきを上げる。


    　品しなのある艶なまめかしい振り付け。


    　まだイントロ。けれどすでに観客は惹ひき込まれて釘くぎ付づけに。


    　そしてＡメロ突入と同時にビートが加速。ギター、ストリングス、ピアノ、ホーン……多彩な上モノが咲き乱れては跳ね回り、観客の期待値が頂点に達したそのとき、


    



    『みんなー！　盛り上がっていくよー！』


    



    　──ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！


    



    　大爆発する歓声。床ゆか壁天井を揺るがす熱狂。


    　まばゆいばかりのステージに、トップアイドルが舞い降りた。


    　誰も彼もが夢中になっている。


    　誰も彼もが興奮している。


    　誰も彼もが楽しんでいる。


    　そしてこの場にいる誰よりも、一茶本人が夢中で、興奮し、楽しんでいる。


    　こんな瞬間のために自分は生きているのだと、確かな実感に心が躍る。


    



    　これこそが猿さる男だん生せいへの、静への、芽メ衣イへの、一茶からの回答──観みてるか？　猿男のお前ら。


    　猿男入学当初、俺おれはお前らのことが大嫌いだった。


    　頭は悪いし、うるさいし、品がないし、合理的じゃないし……気に食わないところを挙げたらキリがない。同じ人類とすら思えなくて、それこそ猿だと思ってた。


    　けれど猿の群れにいるうちに、いろんなやつがいることを知って、俺は変われた。


    　毎日が楽しくなった。将来のことばかり気にかけて、心休まる暇ひまもない中学時代とは大違いだ。


    　猿さる男だんなんかに来て人生終わったと思ってたこの俺おれが、お前ら猿男生のおかげで人生に希望が持てるようになったんだ。


    　救われたんだ、本当に……。


    　だから俺は、みんなに感謝してる。


    　たとえばガガ彦ひこ。なんだかんだ文句を言いつつ、今日きようも俺をこんな美少女に仕立てあげてくれた。さすがだよ。それと実はお前のそのナルシズム、俺結構影響受けてんだぜ。お前を見てるとさ、自分で自分を肯こう定ていしていいんだって思えるんだ。ありがとう。


    　たとえばフッティー。お前やっぱスゲーわ。茶ちや島じま一いち花かっていうアイドルを作れたのは、間違いなくお前のおかげだ。器用に何でもできて、知恵も回って、空気も読めるお前を見てると、学校の偏差値なんかじゃ人間は測れないってつくづく気づかされるよ。ありがとう。


    　たとえばマチョ村むら。俺は知ってるぜ？　お前はヒールなんかじゃなくてただのビビリで、喧けん嘩かだって本当は怖くてしたくないくせに、ちゃんと仲間のピンチのときには体を張ってくれる、熱いヒーローだってことを。お前が味方にいるってだけで、本当に心強いんだ。ありがとう。


    　たとえばエド。お前への感謝の気持ちはどんな言葉でも言い表せない。お前がいなかったら、今の俺はないって断言できる。俺みたいな嫌なやつに構ってくれて……俺を猿男生にしてくれて……本当にありがとう。俺、お前に会えて良かったよ。


    　ほかにも猿男生一人ひとりに俺は感謝してる。心の底から。いつも。


    　けど、言葉にするのは照れくさいし、サブイボもんだし、お前ら絶対調子に乗るから、俺は行動で示すことにしたんだ。


    　ただでさえ今日は退屈で窮屈だったろ。鈴すず女じよ生せいに顎あごで使われて、お遊びもさせてもらえなくて、フラストレーション溜たまりまくりだっただろ。


    　つまらねーよな。暴れ足りねーよな。楽しみてーよな。


    　だから、俺がお前らをはしゃがせてやる！　騒がせてやる！　楽しませてやる！


    　それが、俺からお前らへのささやかな恩返しだ！


    　──そして、もう一人、どうしても楽しませたかったやつがいる。


    　芽メ衣イ、お前だよ。


    　俺は猿男の連中に、言葉じゃなくてその生き様で教えてもらった。


    　だから猿男の連中にそうしてもらったように、俺もお前に教えたかったんだ。


    　進路に躓つまずいたくれーで、エリートコースからドロップアウトしたくれーで、最底辺に転げ落ちたって、人は無価値になりはしない。


    　人生だって終わらない。負け組なんかじゃ絶対ない！


    　この二週間ばかしを思い出してみろよ。


    　エドや、マチョ村や、フッティーや、ガガ彦や、俺が、終わっているように見えるか？


    　そんなことないだろ？


    　そんなことねーんだよ。


    　世の中は厳しいとかそんなの噓うそだ。間違いない。どこにいたって笑ってさえいりゃそいつの勝ちだ！　世の中なんてくっっっっそチョロいぜ！


    　だから、だから──！


    『芽メ衣イお姉ちゃ───ん！　楽しんでくれてる───!?　今からそっち行くね───！』


    　──ん？　ああ。ガガ彦ひこが言ってた飛び込み選手ってこのことか？


    　頭の片隅でガガ彦のセリフを思い出しつつ、そう叫んだ一いつ茶さは、まばゆいステージから大観衆の大海原へとダイブした。


    



    



    　目を疑うような光景が芽衣の前に広がっている。


    　あのまばゆいステージで、歌って踊っている男──あれは元海かい稜りよう中出身の、エリートコースからドロップアウトした落ちこぼれなのだ。敗者なのだ。猿さる男だんなんていう最底辺の超絶バカ校に通う、いてもいなくても変わらないような無価値で無意味な社会のゴミクズで人生も終わってるようなやつなのだ。


    　……少なくとも、二週間前まではそう思っていた男だ。


    　それがどうだ。


    　アイドルも顔負けの、女ですらが惚ほれ惚ぼれとするほどの抜群の美び貌ぼうと衣装。


    　素しろ人うと目めに見ても唸うならざるをえないキレッキレのダンス。


    　ボイスチェンジャー付きのメガホンなどという小細工を用いることで、キーの高いアイドルソングを見事に歌い上げている。


    　茶ちや島じま一いち花かというキャラを演じることによって、それらの長所をさらに印象的に演出している。


    　この異常なまでの熱狂を生み出している。


    　こんなことをしでかしてのける男が落ちこぼれ？　敗者？　無価値？　無意味？　ゴミクズ？　人生が終わっている？


    　どこがだ！


    　あんなにあの男は笑っているじゃないか！


    　あんなにあの男は輝かがやいているじゃないか！


    



    『芽衣お姉ちゃ───ん！　楽しんでくれてる───!?　今からそっち行くね───！』


    



    「……え？」


    　間奏の途中、ふいに一茶はそう叫んだかと思うと、波打つ客席へとその身を投げた。


    「え？　え？」


    　一いつ茶さは観客に支えられ、観客の頭上をどんぶらこと運ばれてくる。


    　真っすぐ、迷うことなく、客席の中央──芽メ衣イのもとへ！


    「着地～！　よお芽衣お姉ちゃん！」


    　あれよという間に芽衣の前には、一茶が舞い降りていた。


    　周りの客は波のように引いて、二人はぽっかりと空いた空間に取り残される。


    「ど、どうして私のいる場所がわかったの!?　こんなに大勢人がいて、こんなに薄暗い客席なのに！」


    　不ふ可か思し議ぎで、けれどすごく心躍おどって、爆音のＢＧＭと歓声に負けぬように芽衣は怒鳴る。


    「うはは、そりゃーわかるさ。六十四億人の人波の中だろうと、一切光が差さないブラックホールの中だろうと、俺おれは必ずお前を見つけ出してみせるぜ！　うはははは！」


    「な!?　ば、ばばば、バッカじゃないの！」


    　なんだかとても恥ずかしいことを言われた気がして、ぼっと頰ほおが、耳が、熱くなった。


    「っていうかまだパフォーマンスの途中でしょ!?　わざわざそんなこと言いに来たの!?」


    「いやーそれもあるけど、不安で不安で仕方ないからつい確認しに来ちまった！」


    「確認!?　何を!?」


    



    「俺のダンス、歌、それにこのナリ！　結構すごいと思うんだけど、芽衣はちゃんと、今この瞬間を楽しんでくれてるか!?」


    



    　一瞬芽衣は呆あつ気けにとられた。


    　何よりもやってる本人が一番楽しそうなくせに、パフォーマンス中だというのに、わざわざ客席に降りてきてまでそんなことを聞くか普通！　そういうのは全部終わった後に聞くもんじゃないの!?


    　まったく、本当に、この男は──！


    



    「──くっ、ぷふっ、……あはははははははははは！　あ～っはっはっはっは！」


    



    　芽衣は一茶につられて腹の底から──おなかを抱えて笑ってしまった。


    「ええ、楽しんでるわ。楽しんでるけど……ふふふ、あ～っはっはっは！　ったく本当にバッカじゃないの!?　こんなくっっっだらないことのためにどれだけ練習したのよあんたは！　あっはっはっはっは！」


    　──あれ？　〝くだらないこと〟？


    　口をついて出た自分の言葉に、自分自身がはっとした。


    　自分は今、このミスコンをくだらないと言い切った。人生を懸かけている気にすらなって、出場できずにヤケになっていたこのミスコンをだ。


    　人にかけた言葉のはずなのに、自分に跳ね返ってくる感覚……。


    　自分で吐き出した言葉が、自分の胸に沁しみこんでくる感覚……。


    　ああ、そうか。


    　空くう門もん式で、勉強に躓つまずいてるあの女の子と話したときと一緒だ。


    　自分はいつも、言葉が先について出て、気持ちや意味はあとからついてくるらしい。


    　だから、ようやくわかった。


    　ミスコンなんかで進路を決めるだなんて、進路一つで人生に躓いた気になるなんて、本当にくっっっだらないことだったんだ──！


    「うはは！　それだそれ！　俺おれはお前の、その笑え顔がおが見たかった！　これでもうこの勝負、俺たちの勝ちだぞ芽メ衣イ！」


    　一いつ茶さは心底満足気に破顔する。


    「んじゃもうすぐ間奏も終わるし戻るわ！　──みんなぁお願い～！　一いち花かをステージまで運んでくだすわ～い☆」


    　そして周りの客に猫ねこ撫なで声を使って、再び観衆の頭上を運ばれていった。


    　その姿のなんとバカバカしいこと。面白いこと──笑うなというほうが無理である。


    「一茶────っ！　あはははは！」


    　芽衣もまた再び狂乱の渦に飲み込まれながら、ほかの誰よりも一際目立つフッティー自家製のサイリウムセイバーを一茶に向けて振りかざした。


    



    



    『──ええ～、それではみなさん、いよいよ投票の結果発表です』


    　ミスコン審査の一時間後──投票と集計がすみ、体育館では結果発表が行おこなわれようとしていた。


    　会場全体に緊張感が漂ただよい、ステージ上にはミスコン出場者の五人が並んで立っている。


    「シュコー……シュコー……」


    　一茶はパフォーマンス時の格好のまま、いまだ酸さん素そ缶を口に当てていた。パフォーマンスが終わった後、一茶が舞台袖そでで倒れこんだのを静しずかは見た。


    　激しい歌とダンスで体力が底をついたらしい。そのまま死んでしまえばよかったのにと静は心底思う。


    　司会が結果を発表すべく、合皮製のファイルを開いた。


    　すると一茶は慌あわてて酸素缶を外す──顕あらわになったその口元には確信めいた笑み。


    　静はそれを見て歯は嚙がみし、目を閉じた。


    



    『発表します。今年のミス・コンテスト優勝者は──茶ちや島じま一いち花かさんです！』


    



    「うおっしゃ───────────────────！　イヤッフ───────！」


    　勝利の雄お叫たけびを上げる一いつ茶さ。


    　静しずかとしては腸はらわたが煮えくり返る思いだが、この結果は目に見えていた。数合わせの他の出場者は言うに及ばず、静と一茶の間にも観客の盛り上がりに圧倒的な差があった。


    ──ウオオオオオオオオオオ！　一花ちゃ───ん！　良かったね────！


    　拍手喝かつ采さい。大歓声。


    　一茶は文化祭実行委員長の鈴すず女じよ生せいから優勝トロフィーを授与される。


    　するとトロフィーを頭上に掲かかげた一茶は、何を思ったか、おもむろにウィッグを脱ぎ捨て、胸の中の詰め物も客席に放り投げてしまった。


    「「「「「「「「「「ん、んなぁ!?」」」」」」」」」」


    　愕がく然ぜんとする客席の猿さる男だん生せいたち。


    「おいおい、俺おれが美少女なわけねーだろ。こんな猿さる芝しば居いに騙だまされてんじゃねーよ」


    　そして一茶は素すの男声でネタばらし。


    「「「「「「「「「「や、やられた─────！」」」」」」」」」」


    「うはははははは！　──……あーあ、楽しかった。楽しませてくれてありがとな。愛してんぜ猿男生バカども」


    『だ、男性なのですね!?　やはり男性だと認めるのですね!?』


    　司会と委員長が一茶に詰め寄り質ただす。一茶は司会からマイクを引ったくる。


    



    『ああ！　俺の名前は花はな島じま一茶！　どこに出しても恥ずかしくない、正しよう真しん正しよう銘めいのＧラン男子高校生だ！』


    



    『と、ということはやはり茶ちや島じま一花さんは失格ということになりますので、優勝者は次点で、奥おく泉いずみ静さんです！　拍手ー！』


    　司会と委員長はしめたとばかりに裁量を振るい、無理やり場を盛り上げる。


    　客席にそこそこ数いる静派も精いっぱい歓声や拍手を送ってくれる。が、それこそが静にとってはたまらない屈くつ辱じよくにほかならなかった。


    「はい、どうぞ」


    「…………！」


    　そして一茶は静に、あっさりトロフィーを差し出してきた。さも執着などないかのように。


    「だから言ったろ？　俺は今のほうが輝かがやいてるって」


    「～～～～～～っ！」


    「じゃあな」


    　一いつ茶さは猿さる男だん生せいたちの「騙だましたなコノヤロー！」という野や次じと笑い声と、鈴すず女じよ生せいの「え？　なに？　何が起こったの？　あの人男なの？」というポカーンとした表情や、「いやいやそんなこと言いつつ本当はやっぱり女なんでしょ？」という半信半疑の視線を一身に浴びつつ、颯さつ爽そうとステージを去った。


    　静しずかもまた舞台袖そでへ引っ込んでいく。観客に愛あい嬌きようを振りまきながら。


    　しかし無論、内心は穏やかではない。


    　ミスコンという勝負で、静は負けた。認めたくないがあらゆる点で一茶は優秀だった。


    　けれど何より悔くやしくてならないのは、落ちぶれたはずの男が、あんなにも充実した顔をしていたこと。


    　そしてあんなにも楽しそうに観客を盛り上げている姿を見ていたら、なぜだか一茶のことを惨みじめだと思えなくなってしまったこと。


    「…………っ」


    　思わず静は奥歯を嚙かみ締めたが……けれどまぁ、そこには目を瞑つぶろう。


    　静にとってミスコンはあくまで手段。たとえミスコンで負けたとしても、メビーリーグ大学への推薦枠さえ手に入れられれば静はそれで勝ちなのだ。


    　だから復ふく讐しゆうするのなら、一茶はこの推薦枠を静に渡さぬように何らかの妨害工作を打つべきだった。なのに一茶は最後の最後まで何の妨害もしてこなかった。


    　よって進学という勝負においては、自分の勝ちだ。


    　一茶は確かにミスコンで優勝したが、男であることも暴ばく露ろしてしまったし、そもそも他校の生徒……言ってみれば推薦枠の適用外の存在。つまり、ミスコン優勝が静の手に転がり込んできたように、推薦枠も自分のところに転がり込んでくるはずだ。


    　静は安あん堵どし、ほくそ笑んだ。


    　一茶のことなんて忘れよう。あんな、何がしたいのかわからない男のためにいつまでも苛いら立だたされることこそ癪しやくだ。


    　ふと静が顔を上げると、舞台袖そでの薄暗がりに、妙齢の白人女性が立っていた。


    　静はすぐにそれがメビーリーグ大学の関係者だと察し、頭髪や服の乱れを正して、上品な笑みを整える。


    《はじめまして、奥おく泉いずみ静さん。私、メビーリーグ大学『フェリックス』のＯＧ、ダイナ・ファーナビーです》


    　英語で挨あい拶さつを交わしてくるダイナ。静もまた英語で返し、握手を求めて手を差し出した。


    《はじめまして。お会いできて光栄です》


    　しかし、


    《…………》


    　ダイナは静しずかの手を取らない。静が訝いぶかしんでいると、ダイナは酷こく薄はくに言い放った。


    《握手には及びません。こんな極東のいち女子校ですら掌しよう握あくできない貴方あなたには、フェリックスへ招くほどの価値を見いだせないのだから》


    《！》


    　英会話だから、それこそ自分が聞き間違いでもしたのかと思った。


    《それでは失礼します》


    　けれどダイナはすげなく踵きびすを返してしまう。


    　心臓が止まるかと思った。一瞬にして血の気が引いた。


    　この人、本気で自分に推薦枠を与えないつもりだ──！


    《いいんですか!?　そんな決定を下して！　私の母が黙っては──》


    《甚はなはだ思い違いをしているようですね。我々と貴方たちは決して対等などではありません》


    　何とか食い下がろうとする静に、ダイナは容よう赦しやなく言い連ねる。


    《まさか我々が選えり好んで日本のようなレベルの低い国のたかだかいち女子校から推薦進学者を選んでいるとでも？　とんでもない。我々の善意により、ひと枠だけ貴方たちのために用意してやっているのです。貴方の母上から何かご不満があれば聞きましょう。しかしその場合、我々は来年以降、この学校との関係を絶つだけです。世界を見渡せばここよりも優秀な生徒が集まる学校はゴマンとありますから》


    《……！》


    《所しよ詮せんは井の中の蛙かわずですか。負けるわけですね》


    　ダイナが立ち去り、その場に捨て置かれる静。


    　ミスコンの運営スタッフや他の出場者といった、取り巻きの鈴女生からの視線を感じる。


    　遠巻きに見られるのには慣れているが、普段は羨せん望ぼうや畏い怖ふの眼まな差ざし。けれど今感じる視線はそれとは明らかに異質のもので、たまらなく不快で、惨みじめで、静はついに取り乱して怒鳴る。


    「──！　なにを見ているのよ！　鈴リン深シエン！　鈴リン深シエンはどこ!?　誰か連れて来なさい！」


    「…………」


    　しかし、誰も動かない。それどころか静は確かに耳にした。


    



    「猿さる男だん生せいに負けるとか傑けつ作さくだわ。惨めなひと」


    



    　どこからともなく囁ささやかれる、悪意の滲にじむ嘲笑を。


    「!?　────っああああああああああああああああああああああ!!」


    　敗北、脱落、無価値、無意味、落ちこぼれ……これらの単語が脳のう裏りに殺到し、弾はじけ、静は手にしたトロフィーを床ゆかに叩たたきつけて、粉々に砕き割った。

  


  
    　


    


    エピローグ　アフター・ザ・ダーティフェスティバル


    



    　文化祭終了のアナウンスが流れている。一般の来場者たちは校門のほうへ流れていく。鈴すず女じよ生せいと猿さる男だん生せいはボチボチと後片付けを始める。


    　一いつ茶さとフッティーは芽メ衣イに土下座をしている。


    「本当に申し訳ない」「…………」


    「ちょ、ちょっと何してるのよ！　やめてよ二人とも！」


    　ミスコンが終わり、芽衣たちは体育館裏で合流した。どこへ行ったのやらエドの姿だけが見えないが、ともあれ一茶とフッティーが、突然芽衣に土下座してきたのだ。


    　一体なんだというのだろう。芽衣が二人を立ち上がらせると、一茶は面目なさそうに言う。


    「いや、俺おれはただ、いい学校に行けなくたって余裕だぜってことをお前に伝えたかったんだ。そのためのあのステージだったんだよ。けどよくよく考えたら、芽衣にはもうミスコンの前──俺を助けに来てくれた時点でそれが伝わってたんじゃね？　だったらさ、やっぱ俺はあの時ミスコンに出ないで、お前の進路を優先したほうがよかったんじゃねーかって」


    「え───……今更そういうこと言う？　普通……」


    　テンションがだだ下がりすることを言われ、芽衣は啞あ然ぜんとしてしまう。


    「俺、いい学校にいくこと自体は何も悪くないと思ってるし、むしろ積極的に目指すべきだとは思ってるからさ。だからなんか、いっときのテンションでミスコンも突っ走っちまって、お前にすげー損をさせたんじゃないかって、そんな気がしてきて……」


    　フッティーもこくこくと頷うなずく。そういえばフッティーに焚たき付けられて進路よりも一茶を選んだ節があるから、フッティーも責任を感じているようだ。


    　やれやれと、芽衣は嘆息する。普段はおちゃらけて楽天家ぶってるくせに、つくづく根は真ま面じ目めで心配性な男だ──何だかそれが可お笑かしくて、芽衣は笑ってしまった。


    「あはは。ったく、バッカじゃないの。考え過ぎよ。私はあんたが思ってるほど頭良くないし、察しも悪い。ミスコンを見てなきゃ、今こうして笑えてないわよ」


    「……本当に？」


    「ええ。だからお礼を言うわ。ありがとう、みんな」


    「…………」


    　芽衣が素直に感謝を伝えると、一茶たちは「おい、いやに素直だぞ」「フィァ、この芽衣、本物か？」などとひそひそ話を始めた。失礼な話だが、怒る気にはならなかった。


    「けどまぁ、進路をどうしたらいいかわからなくなっちゃったから、一緒に考えてよね」


    　なので冗談交じりに芽衣が言うと、一茶は遠い目をしてつぶやいた。


    「一緒に考えてって……俺ら自分の進路のことすら一切考えてないのに……」


    「高三のこの時期なのに!?　噓うそでしょ!?」


    　いくらなんでもそれは無む軌き道どうすぎる。するとマチョ村むらが挙手。


    「フィァ！　だったら芽メ衣イ！　俺おれと一緒にプロレスやろう！　タッグを組もう！」


    「レスリングジョーク？」


    「ノーレスリングジョーク！」


    「却きやつ下か」


    「!?　……そんな、芽衣は絶対向いてるのに……」


    　確かにプロレスは興味深かったし、おかげであの鈴リン深シエンを負かすこともできたが、進路としてはちょっとな、と芽衣は思う。


    　ただ進路希望調査票にプロレスラーと書くのは少し面白そうだ。教師も驚くだろう。


    　すると今度はフッティーが挙手。ケータイを取り出し、芽衣に見せてくる。画面には『アイドル発掘オーディション！』と銘めい打うたれたウェブページが表示されていた。


    「……私にアイドルになれって？」


    　にこにこ笑いながらこくこく頷うなずくフッティー。


    「んー、そしたらまた俺が衣装を作ってやらないこともない」


    　とガガ彦ひこも挙手する。しかし芽衣は頭を振った。


    「気持ちは嬉うれしいけれどそれも却下ね。それこそ私、メビーリーグ大学の推薦っていう餌えさでもない限りそういうことには興味ないし。もっと地に足つけていたいのよ」


    「…………」


    「んんん。もしかしたら俺のお眼鏡めがねに適かないうる美しさを秘めているというのに、惜しい」


    　ショボーンとするガガ彦とフッティー。しかし気持ちは嬉しい芽衣は内心で礼を言う。


    「あー、そうするとなんだろなー」


    　芽衣はわりと冗談のつもりで言ったのだが、一いつ茶さらは真ま面じ目めに頭を悩ませ始める。


    「いやいや、そんなに真剣にならなくていいってば。自分自身でも何がやりたいのか、何が好きなのかすらわかってないのに……」


    　と、自分で言って気づく。なるほど、目的も目標もなく、エリートコースという階段を上ること自体が目的だった自分にとって、進路を考え直すというのはなかなかの難題だ。


    　夢も趣味も何もない、こんな空っぽの自分に、ちゃんと見つけられるのだろうか。道はあるのだろうか。不安だ──。


    「あー、いたいた。さっきエドくんとすれ違ってさ、みんなここにいるっていうから」


    　と、数人の子供を連れて、ひょっこり顔を出したのは時とき任とうだった。


    　誘ったのがそもそも一茶たちなので、時任と空くう門もん式の子供たちが来ていることは知っていたが……まぁいろいろあったので今になって今日きよう初めて顔を合わせたかたちだ。


    「おう時任、俺の活躍は見ててくれたか」


    「うん、もちろん。すごく楽しかったよ。久しぶりにおなかが痛くなるほど笑った」


    　時とき任とうを楽しませたのは一いつ茶さだが、そう言ってもらえると芽メ衣イも自分のことのように嬉うれしい。


    「お姉ちゃん！」


    「あら！　来てたの!?」


    　時任が引き連れている子供の群れから一人の女の子がテテテと駆かけ出し、芽衣に抱きついてきた。勉強ができないと泣いていたあの女の子だ。


    「時任くんがあちこち連れてってくれてね！　すっごく楽しかったんだよ！」


    「そうなの。それは良かったわ」


    　運営側の裏事情はともかく、お客さんとして来た人たちにとってはサービス精神あふれる高水準の文化祭だったはずだ。にこにこしている女の子が可愛らしすぎて、芽衣も一緒になってにこにこしながら女の子をナデナデした。このまま連れて帰りたい。


    　芽衣が危ない欲望に駆かられていると、時任が言う。


    「あ、芽衣さん、実はさ、うちの先生から言こと伝づてがあるんだ」


    「言伝？」


    　あのおじいちゃん先生から？　いったいなんだろう。


    「うん。もしよかったらうちの教室を手伝ってくれないかって」


    「え……？」


    　それは、思いがけないお誘い。


    「なんかね、芽衣さんがその子を励ましながら勉強を教えてるところを見てて、芽衣さんのことを気に入っちゃったみたいで。先生曰いわく、芽衣さんは絶対に教師に向いてるって。なんならそっちの道を目指したらどうだって言ってたよ」


    「え……あ……」


    　あのおじいちゃん先生は定年まで教師を勤め上げ、退職後も空くう門もん式の学習教室を開き子供たちに勉強を教えている、いわばその道の大ベテランだ。


    　その先生が、芽衣のことを教師に向いてると言ってくれているとは──。


    「返事はすぐじゃなくていいんだ。時期も時期だしね。ただ芽衣さんがその気ならいつでもうちの教室に来てくれって。歓迎するから」


    「…………」


    　戸惑い、言葉にならず、芽衣はただ一茶を振り返る。


    「うん、俺おれも向いてると思うぞ。お前、子供と向かい合ってるときが一番優しい顔してるしな。うはは」


    「～～～！」


    　そうして、一茶に背中を押された勢いで、芽衣の瞳ひとみから一筋の涙がこぼれ落ちた。


    「!?　お、お姉ちゃん……？」


    　女の子が心配そうに見上げてくる。芽メ衣イは涙を拭ぬぐって微笑ほほえんだ。


    「ぐすっ……ははっ、大丈夫よ。心配しないで。これは悲しい涙じゃないから。嬉うれしくて……ホッとして出た涙だから」


    　プロレスラーもアイドルもしっくり来なかったけれど、これは芽衣にも想像ができた。子供たちに囲まれて、自分が笑っている姿が──。


    　だからきっとこれなのだ。よかった。空っぽだと思っていた自分にもちゃんとあった。


    　エリートコースなんかじゃなくても、向かうべき、目指すべき道が。


    「──あー、今日きようは表情筋が忙しい日だわ」


    　芽衣は手をパタパタ扇あおいで涙を乾かす。おなかを抱えて笑うのが数年ぶりなら、こんなに綺き麗れいな涙を流すのもいつぶりだろう。


    「その忙しさにもじきに慣れるよ」


    　優しげに一いつ茶さがつぶやく。また泣けてくるからそういうことは言わないでほしい。


    　そうして芽衣たちは、時とき任とうと子供たちが帰っていくのを手を振り見送った。


    「……さーて、そろそろ俺おれたちも片付けの手伝いに戻るかー。一応文化祭実行委員だしな」


    　一茶がグッと伸びをして歩き出す。芽衣たちもそれに続いた。


    　すると、


    「一茶！」


    　前方、体育館の角の陰から、エドが体半分だけ出して一茶を手招きしている。何やらニヤニヤと笑っているが……いったい今までどこで何をしていたのやら。


    「そんなとこでなーにしてんだよ副委員長殿。お片付けの時間ですよー」


    　一茶たちはエドが手招きしている角を曲がる。


    　と、そこには一人の少女が立っていた。とても可愛らしい、同い年くらいの女の子だ。


    「んー？　エド、まさかこの文化祭中にナンパでもしたのか？」


    　ガガ彦ひこがそう言い、


    「!?　フィァ───！　裏切り者ぉぉぉぉお！　いつの間に───！　俺も誘え───！」


    　マチョ村むらがエドに殴りかかっていく。便乗してフッティーも突っ込んでいく。


    　あ、この子ってそういうことなの？　エドもやるじゃない──と芽衣が感心しかけたそのとき、


    



    「珀はく亜あ……？」


    



    　一茶が、啞あ然ぜんとしてつぶやいた。


    「!?」


    　芽衣たちは揃そろって息を呑のむ。


    　珀はく亜あといえば、中学時代に自殺未み遂すいを起こしてしまったという、あの女の子。


    　芽メ衣イも驚いたが、それよりも驚いているのは無論一いつ茶さ。一茶は言葉を失って立ち尽くす。


    　そんな一茶を労いたわるように、珀亜は優しく、親しげに微笑ほほえむ。


    「久しぶりだね、一茶くん。見てたよ、ミスコン。おなか抱えて笑っちゃった。まさかあの一茶くんがあんなことするなんて」


    「あ、ああ……」


    　あまりにも突然の再会に、頭も感情もついてこないようで、一茶はただ頷うなずくだけ。しかし本人もそれをもどかしく思ったか、何とか質問を搾しぼり出す。恐る恐る、割れ物を扱うように……。


    「か、体はいいのか」


    「うん。もうピンピンしてる」


    「学校は」


    「ごくごく普通の、偏差値も自分に合ってる学校で、気のいい友達に囲まれて楽しくやってる。今日きようも友達と来たんだよ。一茶くんがミスコンに出るから観みに来ませんかって、エドくんが誘ってくれて」


    　エドが得意気に眼鏡めがねを押し上げる。どうやら誰にも内緒で、そんな暗躍をしていたらしい。


    「そうか、そうか……」


    　一茶は納得したように頷き、そして、──込み上げる激情。


    「あ、あの、俺おれ、ごめん、珀亜にずっと謝りたくて。猿さる男だんに行って、ようやく自分が間違ってたって気づいて……！」


    「うん」


    　吐き出したい思いが大きすぎて、多すぎて、渋滞を起こしたように、つっかえる言葉。


    「～～～！　なのに、怖くて！　言い訳探して、謝りにも行かなくて！　それで……！」


    　珀亜を傷つけた罪悪感。謝りに行けなかった弱さ、ずるさ、後ろめたさ……一茶を苦しめていたそれらを掬すくい上げるように、珀亜はそっと、一茶の手を取った。


    「いいよ。わかってるから。今日のミスコンを見て、ぜ～んぶわかったから」


    　透すき通るような、珀亜の微笑み。慈いつくしみに満ち、温かい。


    　一茶の瞳ひとみから、痛みの色が抜け落ちていく。


    「中学のときには私たちみんな間違ってて、いろいろあって、遠回りしちゃってたけど、お互いちゃんと笑えるようになってたんだね。よかったよかった」


    　今日のミスコンは、図らずも一茶から珀亜への回答にもなっていた。


    　そして今、珀亜からも一茶へ回答が寄せられた。


    　三年越しで、互いに交わされる回答。


    　わだかまっていたものが、張り詰めていたものが、瓦が解かいした。


    「う、ぐ、クソ……見るな！　お前らは見るな！」


    　一いつ茶さが声を荒らげる。芽メ衣イやエドたちは、やれやれと一茶と珀はく亜あに背を向けた。


    「うあ、うあああああああ……よかった。ぐすっ……本当によかった、お前が、笑ってくれててよかった……！」


    「うん、うん……ぐすっ、私もだよ一茶くん。私のほうこそ、バカな真ま似ねしてごめんね。長い間、苦しめちゃってたね……！」


    　きっと二人は涙でクシャクシャになっていることだろう。芽衣は一茶のひどい面つらを写真にでも撮って後々の笑いの種にでもしようかと思ったが今日きようのところは勘弁してあげた。


    「それにしても、よく見つけられたわね。珀亜さんのこと」


    　芽衣が言うと、エドはふふんと眼鏡めがねを押し上げる。


    「時とき任とう氏から中学時代の知り合いを何人か辿たどったらわりとあっさり見つかった。別に隠れて暮らしていたわけではないしな。インテリの俺おれにかかればこの程度の人捜しは造ぞう作さもない」


    「ふふ、エドが動くと大抵ろくなことにならないけど、今回はでかしたじゃない」


    「ふっ。一茶は俺たち猿さる男だん生せいを楽しませようと頑張ってくれてたからな。お返しだ。それに、一茶にとって必要な人間を連れてくるのは昔から俺の役目なのだ。やはり俺がいなければダメダメだな一茶は！　ふっはっはっは！」


    「──……うん。ありがとうね、エド。私のことも、一茶のことも助けてくれて……」


    　わりと鬱うつ陶とうしく思うことの多いエドの高笑いだが、今日に限ってはシビれるように心ここ地ちが良かった。


    



    



    　文化祭から数日経たち、月頭の朝──。


    「報告しろ」


    　朝食時、芽衣は父から進路について問い質ただされた。


    　芽衣はフルーツジュースを飲み干し、一息ついて、堂々と言った。


    「私は教師を目指します。子供たちに勉強を教えてあげたいです」


    「駄目だ。考え直せ。そんな職はお前がやる必要のない職だ」


    　即切り捨てる父──予想どおりの反応だ。


    　だから芽衣は、父への回答を示した。


    「『今が楽しければそれでいい』──私はこの言葉が大嫌いでした。これは学もなく、何の努力もせずにきたバカが堕だ落らくしきった末に、現実逃避で吐く戯ざれ言ごとだと思っていました。けれど、どうやら違ったようです。『今が楽しければそれでいい』というのは、『今を楽しめない人間は一生楽しめない』という意味でした」


    「……何を言っている」


    　険けわしい表情で、不愉快そうに睨にらんでくる父に、芽衣は微笑ほほえみすら浮かべて続けた。


    「私はこれまでいわゆるエリートコースを歩んできました。けれどそれは目的があったからではなく、エリートコースから脱落した人間は漏もれなく無価値だと、お父様に教えられてきたからです。無価値な人間になるのが怖くて、エリートコースを辿たどること自体が目的になっていました。だから、ずっとやきもきしていました。いい大学に入らなきゃって……。けれどよしんばそれでいい大学に入れたとしても、今度はいい就職先を見つけなくちゃってやきもきしたことでしょう。いい就職先に潜もぐり込めたとしても今度はどれだけ結果を出せるか、どれだけ出世できるかでやきもきしたことでしょう。挙げ句の果てには自分の家族をどれだけご立派な人間で固められるかでやきもきしたことでしょう。そうやってきっと、ちっとも日々の生活が面白くなさそうなお父様のような大人になっていたと思います」


    「なっ、何を言うか貴き様さまァ！」


    「すみません、お父様。どうやら私は私で、こうなりたいと思えるような、そんな人たちと出会ってしまったようです。その人たちをお手本にすれば、例え周囲から落ちこぼれだなんだと蔑さげすまれても、自分の人生に充足感を得られそうです。──だから私は今を楽しむことにしました。そして、今を楽しみ続けるために、教師という未来を目指します」


    　青筋を立てて震える父に、芽メ衣イは毅き然ぜんと言い切った。そしてチラリと壁掛け時計を見る。


    　ああ、もうこんな時間じゃない──芽衣はさっさと立ち上がる。


    「ふざけるな！　話はまだ終わってないぞ！　──おい！」


    　怒鳴る父のことなど歯し牙がにもかけず、芽衣は颯さつ爽そうと家を出た。


    



    



    　お嬢様っていいよな。


    　品が良い。頭が良い。きっと庶民とは違う華やかな生活をしてるんだろうなって憧あこがれもある。そして何より容姿が良い。最高だ。


    



    　傍はたから見ている分にはな。


    



    　一いつ茶さは文化祭で痛感した。自分はお嬢様が好きじゃない、というか、うまが合わないと。


    　考え方とかノリだとかそういった部分で、自分とは相あい容いれない別の生き物だった。……いや、別の生き物になっちゃったのはこっちのほうか。どっちでもいいけど。


    　ともかくあれだけ散々こき使われたのだ。きっと自分以外の猿さる男だんの連中も、同じように思っているに違いな──、


    「おーい！　鈴すず女じよのみなさ～ん！　貴方あなたたちの永遠のパートナー、猿男生ですよ～！」「おはようございまーす！　今日きようもお綺き麗れいですねー！」「あ！　あの子一緒に焼きそば作った子だ！」「カワイイじゃん！　ちゃんと連絡先ゲットしたんだろうな!?」「いやそれが忙しいから後でねって言われたきり聞き逃のがしちゃってさぁ！」「あれ～？　一緒にお祭りした仲なのにどうしてこっちを見向きもしないのかな～？　照れてるのかな～？　もしも──し！」


    　全然そんなことはなかった。


    　朝、線路沿いの通学路──線路を挟んだ反対側に、鈴すず女じよの通学用バス停がある。猿さる男だん生せいが線路のフェンスを乗り越えん勢いで鈴女生に大声を張り上げるが、一いつ茶さはもう止めなかった。


    「ふっ。やれやれ。バカどもがまた性しよう懲こりもなくはしゃぎおって」


    「フィァ！　ＹＴＤとＳＩＪの抗争はまだまだ続くようだな！　望むところだオラァ！」


    「んー、あんなブスどもに熱を上げるなんてつくづく猿男生はブサイク！」


    「…………」


    　エド、マチョ村むら、ガガ彦ひこ、フッティーが、フェンスにへばりつく猿男生を横目に歩いてきた。


    　エドたちも文化祭で鈴女のダークサイドをまざまざと見せつけられたクチなので、お嬢様への憧あこがれは薄れているようだ。


    「おざーす」


    「「「おざーす」」」「…………」


    　挨あい拶さつを交わし、一茶たち五人でだらだら歩き出す。と、そのときだった。


    



    「おはよう、みんな！」


    



    　パシッと、心ここ地ちよい塩あん梅ばいで背中を叩たたかれた。


    　驚いて、振り返る。


    　そこには清すが々すがしい笑え顔がおを浮かべる芽メ衣イがいた。


    「!?　芽衣ではないか！　うむ、おはよう！」「フィァ！　なんだオラァ！　やんのかコラァ！」「んーっふっふ。やはり美しいもの同士は惹ひかれ合う運命なんだな」「…………！」


    　急に華やぐエドたち……どうもその表情を見ていると、エドたちはまだ、芽衣は自分のことが好きなのだと勘違いしたままのようだ。それが可お笑かしくて、一茶はこっそり笑う。


    　ところで、


    「なんでこっち側にいんの？」


    「話したいことがあったから、ちょっと回り道してみたの。──あのね、聞いて！　今け朝さ私、お父様に教師になるって言ってやったの！　お父様はすっごく怒ってたけど、私スカッとしちゃった！」


    「おお、そりゃでかしたな。おめでとう」


    　無む邪じや気きにお喋しやべりをする芽衣──初めて鈴女のトイレで出遭ったときとは見違えるようだ。


    「うん。めでたいでしょ？　だからお祝いにカラオケに連れてってよ。実は私、カラオケって行ったことないのよね。今日きようの放課後とかって、あんたたちの予定は空あい──」


    「「「「空あいてる！」」」」「……！」


    　めっちゃ食い気味に返事をするエドたちに、芽メ衣イはケラケラ笑う。


    　ちょっと前までは考えられなかったそんな光景が、一いつ茶さには嬉うれしい反面小こ癪しやくでもあり……少し意地悪を言いたくなった。


    「教師になるって決めた矢先に遊んでていいのか～。勉強しないと教師にはなれないぞ～」


    　すると、


    「……もし教師になれなくても、もうひとつの夢を目指すからいいわ」


    　芽衣はそう言った。ほんのり頰ほおを上気させ、気恥ずかしそうにはにかみながらも、意を決したようにはっきりと──。


    「もうひとつの夢？　へー、なんだよ水くせーじゃん。そんなのあったんなら教えてくれよ」


    　気になって一茶が聞き出そうとすると、芽衣はすっと一茶に体を寄せて、その耳元に囁ささやいた。


    



    「一茶のお嫁さん」


    



    「──……はい？」


    　不意を突かれ、一茶の思考は数秒飛んだ。


    「……おい、どうしたのだ一茶。今芽衣に何を言われた！」「フィァ！　俺おれたちにも教えねーかコラァ！」「んんん？　なぜ二人して顔を赤くしてる？　内緒話は美しくないぞ」「……!?」

  


  [image: ]


  
    　芽メ衣イと一いつ茶さの間に漂ただようただならぬ気配を察したらしく、エドたちが執しつ拗ように問い詰めてくる。


    　しかし一茶もなんと答えればよいかわからず、まごついてしまう。


    　勿もち論ろん、これは芽衣のイタズラだろうと、自分のことをからかっているのだろうとも一茶は考えた。現に芽衣は、小悪魔的な笑みを浮かべている。


    　けれど、


    「しーっ」


    　今のは秘密ねと唇くちびるに人差し指を立てるその仕草は、一茶に勘違いをさせるには十分過ぎた。


    「えへへ。──それじゃあまた放課後にね！」


    　照れ隠しか、芽衣は前髪に手ぐしを入れて、一茶の返事は待たず軽かろやかに去っていく。


    　今の思わせぶりな言げん動どうは、噓うそか真まことか……これで噓だったとしたらきっと傷心するだろう。


    「「「今なんて言われたんだ一茶───！」」」「～～～！」


    　そして真だったとしても、それはそれでエドたちから袋ふくろ叩だたきにされるに違いない。


    　どっちに転んでも結局痛い目には遭あいそうだ。遭いそうだが──、


    



    　ともあれ今日きようも、楽しい一日になりそうだ。
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